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創価学会が目指すもの / 釈尊からの系譜 / 日蓮大聖人 / 
南無妙法蓮華経 / 御本尊 / 
御書 / 人間革命 / 自他共の幸福 / 世界平和 / 　　
「法華経写本」と創価学会

勤行・唱題 / 教学研鑽 / 励まし・対話 / 
座談会・会合 / 折伏･弘教 / 入会 / 配信行事 / 地域友好 / 
未来部の育成 / 友人葬・法要 / 年間主要行事

創価学会関連略年表 / 
牧口常三郎先生（初代会長） / 戸田城聖先生（第2代会長）

（１）創価学会の組織・機構 
会長・理事長・各部部長等の略歴
（2）創価学会総本部
八葉蓮華（シンボルマーク）について / 
創価学会三色旗（シンボル旗）について 
（3）聖教新聞社 

2023年の各国・地域での取り組み（代表）
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ご あ い さ つ

「創価学会活動報告（アニュアルレポート）

2023」では、創価学会の理念や教義をは

じめ、日常活動や平和・文化・教育分野の

諸活動をまとめております。後半には「資

料編」として「会憲」全文をはじめ関連団

体の取り組みなどを紹介しています。創

価学会の「今」を知って頂く一助となれば

幸いです。

2024年2月1日

創価学会 

広報室

0 2S O K A  G A K K A I  A N N U A L  R E P O R T  2 0 2 3

07

09
11

12
13

15
17

19
20
21
22

23

24

07
03

教義・理念

15 歴史

12 日常活動

19 組織・機構

26 2023年（令和5年）の足跡

24 S G I（創価学会インタナショナル）

池田大作第３代会長が逝去

主な平和提言
主な対談集
海外学術講演 / 国家勲章

方面中心会館
墓地公園

創価大学 / 創価女子短期大学
アメリカ創価大学 / 創価学園（海外の
姉妹校）
民主音楽協会
東京富士美術館
東洋哲学研究所 /
戸田記念国際平和研究所 
池田国際対話センター /
牧口記念教育基金会 

今後の政治に対する基本的見解
政教一致批判に関する見解 

47

46

51
56
57
57
58
59

60
61

62
63

65
66
67

68

69
70

創価学会会則

創価学会社会憲章

創価学会会憲

60

池田先生の足跡

62

方面中心会館および墓地公園

関連団体の活動

69 各種見解

71 デジタルコンテンツ

資料編

平和運動

1  「平和の文化」構築  
2  核兵器廃絶
3  気候変動対策、SDGs（持続可能な開発目標）
4  多様性を尊重する共生社会を建設
5  災害救援活動および防災・減災の取り組み
6  難民・移民への支援活動

文化運動

1  各種展示会の開催
「わたしと宇宙展̶生命の地球と共に」
「絵本とわたしの物語展」
「世界の書籍展 II」
「ごはんといのちのストーリー展」
「自然との対話̶池田大作写真展」
写真展「波涛を越えて」

2  文化講演会の開催
3  音楽活動　音楽隊 / 鼓笛隊 / 各種合唱団

教育運動

1  教育本部の活動
「教育のための社会」キャンペーン /  
教育実践記録運動 / 
人間教育実践報告大会 /  
教育実践報告集『世界が求める創価の人間教育』

2  図書贈呈

28 平和・文化・教育運動

28
30
33
36
37
38

39

40

41

42

43

2024年の活動方針44



0 3 S O K A  G A K K A I  A N N U A L  R E P O R T  2 0 2 3 0 4S O K A  G A K K A I  A N N U A L  R E P O R T  2 0 2 3

全国1000会館を結び
「創価学会葬」

　戸田城聖第2代会長以来となる、池

田第3代会長の「創価学会葬」が、11月

23日午後１時半から、豊島区巣鴨の

東 京戸田記 念講堂を中心に、47都

道府県の約1000会館を中継で結ん

で厳粛に執り行われた。

　原田会長の導師で勤行・唱題し、

広宣流 布の永 遠の師匠で

あ る 池 田 第3代 会 長 の 最

高、最大の広布貢献の栄誉

をたたえ、懇ろに追善回向

を行った。

「11月15日」を創価学会の
記念日に

　第34回各部代表者会議

が同月27日、東京・信濃町の

広宣会館で行われ、池田第

３代 会 長 の 命日となった

「11月15日」を、牧口常三郎

初代会長の命日である「11月18日」、

戸田第2代会長の命日である「4月2

日」とともに、創価学会の記念日「第３

代会長池田大作先生命日」に制定し、

永遠にとどめていくことが、原田会長

から発表された。

池田大作第３代会長が逝去
「創価学会名誉会長・SGI（創価学会インタナショナル）会長の

池田大作第3代会長」が2023年11月15日夜半、老衰のため、東京・新宿

区内の居宅で逝去した。95歳の生涯であった。

葬儀は同17日、近親者のみで家族葬として執り行われた。

師弟不二を貫き世界平和を希求

　池田大作先生は、1947年、戸田城

聖先生と出会い19歳で入信し、師事

した。

　51年、戸田第2代会長就任時、創価

学会は約3000人であったが、戸田先

生が掲げた75万世帯の達成（57年）

に尽力した。

　60年、第3代会長に就任。生命尊

厳の仏法思想を根幹とした平和・文

化・教育の民衆運動の指揮を執った。

創価学会は、192カ国・地域に拡大し、

海外のメンバーは300万人になる。

　戸田先生の真実を正しく後世に伝

えたいと、64年、小説『人間革命』（全

12巻）を起稿。93年には続編の小説

『新・人間革命』（全30巻）を書き起

こし、2018年脱稿した。

　「対話の力こそが、時代を開く平和

力となる」との信念で、20世紀を代

表する歴史学者トインビー博士をは

じめ、中国の周恩来総理、ソ連のゴル

バチョフ大統領、南アフリカのマンデ

ラ大統領ら国家指導者、学者、文化人

らと語らいを重ねてきた。アメリカ

のハーバード大学など海外の大学・学

術機関等での講演は32回に及ぶ。

　民間人の立場で世界とアジアに平和

の橋を架けようと、68年に「日中国交

正常化提言」を発表して両国の早期国

交回復を呼びかけたほか、東西冷戦下

の74、75年には、中国、ソ連、アメリカ

を相次いで訪問。各国の指導者と緊

張緩和に向けた対話を交わした。

　戸田先生の「原水爆禁止宣言」の

精神を宣 揚するべく、83年から40

回にわたる1･26「SGIの日」記念提言

をはじめ、各種提言を発表。“人類の

議会”である国連の活動を一貫して

支持し、核兵器廃絶、文明の衝突、気

候危機の回避のために希望の哲学

を発信し続けてきた。

　池田先生は常々、「教育こそ人生

の総仕上げの事業」と語ってきた。

教育者でもあった、牧口、戸田両先生

の悲願を実現し、幼稚園から大学ま

で の 創 価 教 育の 機 関 を 設 立した。

2023年には「創価インターナショナ

ルスクール・マレーシア」が第1回入学

式を迎えた。

池田大作第３代会長略年表
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6月30日
5月  3日
10月  2日　　
1月28日
10月  4日　　
11月27日　　
 1月27日　　
1月29日　　
10月18日　　  　　
 5月12日　　
12月  2日　　
4月  1日
9月  8日　　
4月  2日
5月  5日　　
4月  1日
4月  1日

●現在の東京都大田区に誕生
●終戦後、東洋商業（現・東洋高校）夜間部2年に編入学
●創価学会の座談会に参加。生涯の師・戸田城聖先生と出会う。10日後の24日、創価学会に入信
●大世学院（現・東京富士大学）に入学
●戸田先生の経営する日本正学館に入社
●戸田先生の事業を支えるため夜学を断念。先生から学問全般の個人教授を受けることになる
●蒲田支部幹事に就任し、“二月闘争”の弘教拡大を指揮
●男子部第1部隊長に就任
●文京支部長代理に就任
●青年部の室長に就任
●大阪で指揮を執り、5月度の弘教、大阪支部が1万1111世帯を達成
●参議院選挙（大阪地方区）支援の責任者として勝利。「“まさか”が実現」の勝利史を刻む
●山口開拓指導始まる。弘教拡大を指揮
●札幌大会に出席。2日には夕張大会に出席し、信教の自由を守るため夕張炭労の横暴に抗議
●大阪府警本部に出頭。公職選挙法違反容疑で不当逮捕（1962年1月25日、無罪判決）
●釈放され大阪拘置所を出る。大阪大会に出席
●広宣流布の記念式典。戸田先生から一切の後事を託される
●戸田先生が逝去（享年58歳）
●総務に就任。全学会の実質的な指揮を執る
●創価学会第3代会長に就任
●初の海外歴訪へ出発（北南米）
●初のアジア訪問へ
●初のヨーロッパ訪問へ
●公明党の前身である公明政治連盟を結成（1964年11月17日公明党結党）
●東洋学術研究所（現・東洋哲学研究所）が発足
●初の中東訪問へ（エジプトを訪れ、アフリカ大陸にも第一歩をしるす）
●民主音楽協会を創立
●初のオーストラリア訪問へ（オセアニアに第一歩をしるす）
●小説『人間革命』の執筆を開始
●創価中学校・高校が開校
●学生部総会で日中国交正常化提言を発表
●創価大学が開学
●歴史学者アーノルド・J・トインビー博士と初めて対談
●創価女子中学校・高校（現・関西創価中学校・高校）が開校
●初の海外大学講演（米カリフォルニア大学ロサンゼルス校で） 
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同3年
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同5年

同7年
　　同8年

同13年
同20年
同25年
同30年
令和元年
同5年

5月30日
9月  8日　　
1月10日
1月26日
5月27日　

4月  1日
4月  1日
4月24日　　
7月  1日 
12月20日
4月  1日
1月25日
5月12日
8月  8日
11月  3日　　
4月  2日
7月27日　　
10月31日　　　　
9月26日　　
9月　　　　　　　　　  　
1月30日　　　　
2月11日
8月  6日　　
9月24日　　
8月  8日　　
2月11日
 6月26日
5月  3日
4月23日
11月  5日
9月  8日
11月
11月15日

●中国を初訪問。同年12月の第2次訪中では、周恩来総理と会見（5日）
●ソ連を初訪問。コスイギン首相と会見（17日）
●核兵器廃絶を求める1000万人の署名を国連事務総長に手渡す（国連本部）
●創価学会インタナショナル（SGI）が発足し、SGI会長に就任
● モスクワ大学から「名誉博士号」
　（2023年12月パラグアイ・イベロアメリカ大学からの「名誉博士号」で、贈られた名誉学術称号は「409」に）
●札幌創価幼稚園が開園
●東京創価小学校が開校
●創価学会名誉会長に就任
●世界芸術文化アカデミーから「桂冠詩人」称号
●創価学会が国連広報局ＮＧＯ（非政府組織）に 
●関西創価小学校が開校 
●1・26「SGIの日」を記念し、聖教新聞に「平和と軍縮への新たな提言」を発表（以後、40回発表） 
●SGIが国連経済社会理事会ＮＧＯに
●「国連平和賞」が贈られる 
●東京富士美術館が開館
●創価女子短期大学が開学 
●ゴルバチョフ・ソ連大統領とモスクワで初会見（以後、会談は10度） 
●ネルソン・マンデラ氏（後の南アフリカ大統領）と聖教新聞本社で初会見（以後、会談は2度）
●米ハーバード大学で講演（93年9月24日　2度目の講演）
●香港創価幼稚園が開園（以降、シンガポール、マレーシア、ブラジル、韓国に開園）
●ローザ・パークス氏と米ロサンゼルス近郊で初会見（翌年、聖教新聞本社で再会） 
●小説『人間革命』全12巻の聖教新聞連載が1509回をもって完結 
●小説『新・人間革命』の執筆を開始
●ボストン21世紀センター（現・池田国際対話センター）が設立
●世界詩歌協会から「世界桂冠詩人」賞（以後、「世界民衆詩人」「世界平和詩人」賞も）
●戸田記念国際平和研究所が発足 
●中米のコスタリカ共和国を訪問。海外訪問は54カ国・地域となった 
●アメリカ創価大学が開学
●本部幹部会でSGIが192カ国・地域に発展したことを紹介
●広宣流布大誓堂の落慶入仏式を行う 
●小説『新・人間革命』全30巻の連載が6469回をもって完結 
●著作の海外出版の総数が2000点に 
●逝去（享年95歳）

厳粛に執り行われた池田第3代会長の「創価学会葬」
（11月、東京戸田記念講堂）

池田大作第3代会長

戸田第2代会長●右　と池田第3代会長
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仏法の生命尊厳の哲学、師の遺訓、戦火に家を焼かれ家族を奪われた体験が、池田第３代会長を平和行動へと突き動かした。

核兵器廃絶、国連支援、日中や日ソに橋を架ける民間外交、青年・教育・文化交流のために東奔西走した。

それは、小説『人間革命』『新・人間革命』に掲げた“一人の人間における偉大な人間革命は、
やがて全人類の宿命の転換をも可能にする”との主題を、自ら証明する挑戦でもあった。
写真とともに、池田第３代会長の言葉を紹介する。
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実業家の松下幸之助氏（1983年）

中国の周恩来総理（1974年）

ケニアのノーベル平和賞受賞者のワンガリ・マータイ博士
（2005年）

イギリスのサッチャー首相（1989年）

ドイツのヴァイツゼッカー大統領（1991年） インドネシアのワヒド大統領（2002年）アメリカ公民権運動の母のローザ・パークス氏（1993年）

キューバのカストロ国家評議会議長（1996年）

ソ連のゴルバチョフ大統領（1990年）

南アフリカのマンデラ大統領（1990年）

沖縄「ひめゆりの塔」の慰霊碑に祈りをささげる（1960年）

グアムで創価学会インタナショナル（SGI）が発足
（1975年）

広島・平和記念公園で原爆死没者慰霊碑に献花（1975年）

長崎・平和祈念像の前で原爆の全犠牲者を追善
（1982年）

歴史学者のトインビー博士（右から２人目）と対談（1972年）

アメリカのハーバード大学で２度目の講演
（1993年）

し
ん
　 

　

ず
い
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万世帯、そして世界192カ国・地域の会

員が日蓮大聖人の仏法を実践し、各

国の繁栄と世界の平和を願い、活動

している。

釈尊からの系譜

　仏教の創始者である釈尊は、生老

病死という根源的な苦悩からどうす

れば人々を救えるかを模索し、解決

の道を探求した。そして、自身の胸

中に具わる、宇宙と生命を貫く根本

の法に目覚めた。その覚りを開いて

から生涯を終えるまで、釈尊は種々

の教えを説いた。

　それらは釈尊滅後、弟子たちによっ

てまとめられ、多くの経典が編纂さ

れた。西暦紀元前後に大乗仏教運

動が起こり、新たな経典が編纂され

る中で「法華経」が成立した。

　法華経は、釈尊の智慧と慈悲の精

神を昇華させた経典であり、あらゆ

る人々の生命に仏の境涯が具わり、

誰もが開き現すことができるという

「万人成仏」の思想を説いている。「成

仏」とは、宇宙の根源の法と一体にな

り、智慧と慈悲にあふれた仏の生命

創価学会が目指すもの

　創価学会は、日蓮大聖人（1222 ～

1282）の仏法を信奉する団体である。

　「創価」とは価値創造を意味する。

その価値の中心は「生命の尊厳」の

確立による「万人の幸福」と「世界平

和」の実現であり、それが創価学会の

根本的な目標である。

　また、仏法の実践を通して各人が

人間革命を成就し、真の幸福境涯を

確立するとともに、生命の尊厳を説

く仏法哲理を基調として、豊かな文

化、人間性あふれる教育の創造を推

進し、人類社会の向上に貢献するこ

とを目的としている。

　こうした考えは、池田先生の小説

『人間革命』『新・人間革命』の主題と

して端的に表現されている。

　「一人の人間における偉大な人間

革命は、やがて一国の宿命の転換を

も成し遂げ、さらに全人類の宿命の

転換をも可能にする」

　1930年の創立以来、日本では827

を自分自身に現すことである。

　インドでは、竜樹（150～250頃）ら

が大乗仏教の思想を発展させた。

法華経は、中国では鳩摩羅什（344～

413、または350 ～ 409）らにより漢

語に翻訳され、天台大師智顗（538～

597）によって最上の経典と位置づけ

られた。また、日本においても、平安

初期の伝教大師最澄（767または766

～ 822）が、法華経を宣揚した。

　そして、鎌倉時代の日蓮大聖人

は、民衆の救済、社会の安穏と繁栄

のために、法華経の肝要の教えを取

り出し、「南無妙法蓮華経」と唱える

唱題行を確立し、本尊を顕した。

日蓮大聖人

　日蓮大聖人は鎌倉時代の1222年、

安房国（現在の千葉県）に生まれ

た。12歳から安房の清澄寺に入り、

16歳で出家する。鎌倉・京都・奈良な

どの各地で諸経典を学んだ後、32

歳で故郷に帰った。

　日蓮大聖人は、当時の諸宗が用い

た教えが、万人成仏を説く法華経を

否定し、人々の無明（生命の根本的な

迷い）を増幅させていると捉えた。そ

して、人々が無明を乗り越え、幸福で

安穏な社会を建設できる根本の法こ

そ「南無妙法蓮華経」であると説い

た。これにより迫害を受け、故郷を追

われた日蓮大聖人は、鎌倉に移り本

格的に布教を開始した。

　当時は、大地震などの天変地異が

相次ぎ、飢饉・疫病などが続発してい

た。日蓮大聖人は1260年に「立正

安国論」を著し、当時の実質的な最

高権力者であった北条時頼に提出。

同書の中で、正法を否定する状況が

ち 　ぎ
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き法の名でもある。

　「妙法」とは、この根本の法が理解

し難い不可思議な法であることを意

味している。そして、その妙法の特

質を、植物の蓮華（ハス）に譬えてい

る。一つの側面として、蓮華は泥沼の

中から清らかな花を咲かせ、つぼみ

の段階から花と実が同時に生長す

る。すべての人が苦悩渦巻く現実の

中で、その場において揺るぎない幸

福境涯（仏の生命）を確立できること

を蓮華になぞらえている。

　「南無妙法蓮華経」には、“宇宙と生

命を貫く法を根本として生き、自身の

生活・人生の上に仏の生命を発現させ

ていく”という意義が込められている。

御本尊

　「本尊」とは「根本として尊敬するも

の」を意味し、信仰の根本対象をいう。

創価学会では、日蓮大聖人が顕した

「南無妙法蓮華経」の文字曼荼羅を本

尊としている。「曼荼羅」とは、サンス

クリット「マンダラ」（mandala)の音

写で、仏が覚った場（道場）、法を説く

集いを表現したものである。

　御本尊は、法華経に説かれる「虚

空会の儀式」の姿を用いて顕されて

いる。虚空会の儀式とは、巨大な塔

（宝塔）が大地から出現し、全宇宙か

ら諸仏が集まって、虚空（空中）で釈

尊の説法が行われる儀式で、生命の

永遠性、尊厳性が示されている。

　曼荼羅の中央には「南無妙法蓮華

経  日蓮」と大書され、その周囲に仏

や菩薩、種々の境涯を示す衆生が配

されている。このことは、すべての衆

生が仏の智慧と慈悲の光に照らされ

て、生命本来のありのままの尊い姿

にあって、日蓮大聖人は揺るぎない金

剛不壊の生命境涯を顕現した。法滅

の時代とされた末法において、人間自

身の内面にある生命本来の偉大さを

体現することによって、万人成仏の道

を開いたのである。ゆえに創価学会

では、日蓮大聖人を「末法の御本仏」

として尊崇する。

　日蓮大聖人が逝去した後、弟子の

日興上人（1246 ～ 1333）がその精神

と行動を受け継いだ。日興上人は、

為政者への諫言を続けるとともに、

日蓮大聖人が著したすべての著述を

「御書」と呼んで尊重し、研鑽を奨

励。多くの優れた弟子を輩出した。

南無妙法蓮華経

　「南無妙法蓮華経」とは、日蓮大聖

人が覚知し、自身に体現した、宇宙と

生命を貫く根本の法である。そして、

本来、万人の生命に具わる普遍の法

でもある。

　日蓮仏法の実践は、この「南無妙

法蓮華経」の題目を御本尊に唱え、

祈ることが根本である。これにより、

誰人も自身の内なる仏の生命を開

き現し、生老病死の苦悩を乗り越え

る力強い生命力を引き出すことが

できる。

　「南無妙法蓮華経」の「南無」と

は、古代インドの言葉・サンスクリット

（梵語）の「ナマス」（namas）あるい

は「ナモー」（namo）の音写で、「帰依」

「帰命」を意味し、「妙法蓮華経」を

自身の根本として生き、自らに体現し

ていくことを示す。

　「妙法蓮華経」とは法華経の正式

名称であるが、経典の題名の意味に

とどまらず、法華経の肝要ともいうべ

続くならば、経文に説かれる「内乱」

と「他国からの侵略」が起こると予言

し、警告した。

　しかし、その諫言は聞き入れられ

ず、かえって権力者や仏教界の反発を

招いた。度重なる襲撃や伊豆への流

罪に加え、1271年には、斬首の企て（竜

の口の法難）や佐渡への流罪と、生命

の危険にも及ぶ政治的弾圧が続いた。

　法華経は、釈尊滅後の悪世におけ

る「法華経の行者」には、釈尊が遭遇

した以上の法難が加えられると説

く。この法華経の予言を身をもって

示した日蓮大聖人は、自身が法華経

の教説を体現し、弘める、真実の「法

華経の行者」であると宣言する。

　「立正安国論」で示した警告は、

1272年に北条家の内乱（二月騒動）と

して的中。さらに他国からの侵略も、

後に、2度の蒙古襲来（1274年、1281

年）として現実のものとなった。

　1274年、佐渡から鎌倉へ帰還した

日蓮大聖人は、権力者を重ねて強く

諫めた。しかし鎌倉幕府は用いず、

日蓮大聖人は身延山（山梨県）に入

り、弟子・門下の育成に努めていく。

　1279年、富士の熱原（現在の静岡

県）で起きた弾圧に対し、農民門下

たちは殉教を恐れず信仰を貫いた

（熱原の法難）。無名の庶民が命が

けで大難に立ち向かったことは、日

蓮大聖人の生涯の目的（出世の本

懐）である民衆仏法の確立が成し遂

げられたことを示す画期的な出来事

であった。

　1282年、日蓮大聖人は、療養のた

め身延を出発し、武蔵国池上（現在

の東京都大田区）にある門下の屋敷

に滞在。そこで生涯を閉じた。

　度重なる弾圧という最悪の状況下

・・

　11・18「創価学会創立の日」を記

念して池田大作第3代会長監修に

よる『創価学会教学要綱』（写真）
が発刊された。

　「仏法の人間主義の系譜」「日

蓮大聖人と『南無妙法蓮華経』」

「一生成仏と広宣流布・立正安国」

「万人に開かれた仏法」の4章立て

で、創価学会が実践する日蓮仏法

の骨格・核心について論じられて

いる。

『創価学会教学要綱』
を発刊

「一生成仏と広宣流布・立正安国」

「万人に開かれた仏法」の4章立て

で、創価学会が実践する日蓮仏法

の骨格・核心について論じられて

いる。

く ま　  らじゅう
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御書

　創価学会では、日蓮大聖人の著作

や書状を「御書」と尊称し、信仰のあ

り方や姿勢が説かれた根本の聖典と

して学んでいる。

　日蓮大聖人は人々を教え導くため、

生涯にわたって数多くの著作や書状

を残した。今日、「立正安国論」「開

目抄」「観心本尊抄」等の法門書や門

下たちへの消息文（手紙）など四百数

になるとの意義を表している。ま

た、仏や菩薩をはじめ、あらゆる衆生

が集い、末法の人々の平和と幸福を

願うという法華経の世界観を表現し

ている。

　この御本尊を信じ、「南無妙法蓮

華経」の題目を唱えることによって、

仏の生命を我が身に開き、いかなる苦

悩も乗り越えていくことができる。ま

た、一人一人がありのままの姿で自分

らしく輝いていくことが可能となる。

　法華経の虚空会の儀式には、釈

尊滅後の争いと苦悩の社会にあっ

て、万人の幸福を実現し、平和な社

会を築く誓いを立てた「地涌の菩

薩」が登場する。その地涌の菩薩も

御本尊の上座に記されている。

　御本尊に祈ることは、自分自身

の生命から地涌の菩薩の使命を呼

び覚ます意義も含まれている。こ

の地涌の菩薩の誓いに生きること

が、日蓮仏法の実践の根幹となっ

ている。

十編が伝えられている。

　日蓮大聖人の在世当時、仏教の論

書は漢文体が通例であった。しか

し、日蓮大聖人は多くの場合、庶民に

分かりやすい仮名交じり文を、時には

読み仮名も添えて記している。門下

からの供養や手紙に対しても、すぐに

返事の筆を執り、譬喩や故事を織り

交ぜながら、法門の内容を分かりやす

く示した。

　創価学会では、戸田先生の発願に
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10言語以上で翻訳・出版されている日蓮大聖人の「御書」

ご　しょ

「創価学会  日蓮仏法ライブラリー」のウェブサイト (www.nichirenlibrary.org/)

各国に広がっている。

　2013年11月には、創価学会の信

仰の中心道場として、東京・新宿区

信濃町に「広宣流布大誓堂」が完成。

大礼拝室には、「広宣流布の御本

尊」を安置し、全世界の会員が集

い、広宣流布と世界平和を誓い祈念

する「広宣流布誓願勤行会」が行わ

れている。

◎立正安国

　「立正安国」とは、「正を立て、国を

安んず」と読む。「立正」とは、一人一

人が自身に内在する根本的な善性

（仏の生命）に目覚め、人間尊敬・生命

尊厳の哲理を確立すること。「安国」

とは、誰もが安心して暮らせる安穏

で平和な国土を建設することである。

いわば、「立正」は「安国」の根本条

件であり、「安国」は「立正」の根本目

的である。

　日蓮大聖人が1260年に鎌倉幕府

に提出した「立正安国論」の直接的

な執筆の動機は、1257年の「正嘉

の大地震」やその前後に相次いだ自

然災害・飢饉・疫病により、極限的な

状況に置かれた人々の姿を目の当た

りにしたことにあった。

　日蓮大聖人の眼差しはあくまで民

衆一人一人の幸福に向けられていた。

「立正安国論」の中で用いられた

「国」の文字の大半に「口（くにがま

え）」に「民」と書く   　をあてている

ことが、それを端的に表している。　

　「立正安国論」には、「自分の幸福

を願うならば、まず周囲の平和を祈

るべきである」（趣意）とある。平和

を願い「立正」に目覚めた民衆の連

帯が、誰もが幸福に生きる真の「安

国」を築いていくのである。

より、1952年に、『日蓮大聖人御書

全集』を刊行。漢文体で残されたも

のを書き下しにするなど、より広く現

代に普及することを目指した。2021

年には、日蓮大聖人御聖誕800年を

慶祝し、『日蓮大聖人御書全集  新

版』が発刊された。

　現在、御書は、外国語でも、英語、

中国語、スペイン語、フランス語、ド

イツ語など10以上の言語で翻訳・出

版されている。

　「創価学会 日蓮仏法ライブラリー」

(www.nichirenlibrary.org/)では、英

訳の御書・法華経・仏教辞典などを閲

覧することができる。2016年からは、

スペイン語、フランス語の御書も同

サイトで公開されている。

人間革命

　「人間革命」とは、自分自身の生命

や境涯をよりよく変革し、人間として

成長・向上していくことをいう。戸田

先生が理念として示し、池田先生が

信仰の指標として展開した。

　「人間革命」とは、現在の自分自身と

かけ離れた特別な存在になることで

もなければ、画一的な人格を目指す

ことでもない。万人の生命に等しく

内在する、智慧と慈悲と勇気に満ちた

仏の生命を最大に発揮することで、あ

らゆる困難や苦悩を乗り越えていく

生き方である。

　日蓮大聖人は、「冬は必ず春となる」

「大悪お（起）これば大善き（来）たる」

などと、人生において直面するいかな

る困難をも前向きに捉え前進のバネ

としていく変革の生き方を説いてい

る。この哲学を根本に、会員は人間

革命の実践に日々取り組んでいる。

自他共の幸福

　日蓮大聖人は、「人のために灯をと

もしてあげれば、自分の前も明るくな

る」（趣意）と述べ、他者のために行

動することが、自身の幸福や成長をも

たらすことを説いている。

　また池田先生も常に、「“自分だけ

の幸福”もなければ、“他人だけの不

幸”もない」と、自他共の幸福を根本

とする生き方を呼びかけている。

　こうした思想のもとに会員は、積

極的に他者に関わる生き方を通し

て、自他共の幸福の実現を目指して

いる。

世界平和

◎広宣流布

　「広宣流布」とは、仏法が説く生命

尊厳の思想を根本に、人類の幸福と

社会の繁栄、世界平和の実現を目指

す運動のことである。

　会員は、自らの信仰体験や仏法思

想を友人や知人に語り、日蓮仏法を

基調とした人間主義の運動への理

解と共感を広げる対話に取り組んで

いる。また、よき市民として、それぞ

れが属する地域や共同体への貢献を

大切にしている。

　創価学会は、平和・文化・教育の分

野でも様々な活動を展開し、現代社

会が抱える地球的な諸課題に取り組

んでいる。

　核兵器の脅威を伝える展示や人権

教育などの活動を通し、平和の大切

さや生命の尊厳、人権の尊重を訴

え、環境保護に関する展示などを通

し、地球環境の保全への意識啓発も

推進している。こうした運動は世界

こう  せん   る     ふ

とも

だいせいどう

りっしょうあんこく
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インド国立公文書館所蔵ギルギット
法華経写本̶写真版

ギルギット・ネパール系梵文法華経写本校訂本
（C 3校訂本）

の系譜、法華経の教理・真意等を解

明するために重要な研究になる。

　しかし、貴重な法華経写本は、各

国・各研究機関で大切に保管されて

おり、直接目にすることは難しい。

さらに、写本は種々の文字で記さ

れ、文法も多様で解読には高度な

専門的知識が必要となる。そこで、

仏教研究の進展のために、実物と

同じ学術的価値を持つ写真版と、

ローマ字版及び校訂本を出版して

きた。「法華経写本シリーズ」の刊

　創価学会では、1994年1月、「法

華経写本シリーズ」出版委員会を発

足し、公益財団法人東洋哲学研究

所にサンスクリット（梵語）などの

法華経写本の研究・編集の実務を

委託した。同研究所が法華経写本

を所蔵する世界の研究機関や研究

者の協力を得て研究・編集した成果

を、創価学会「法華経写本シリー

ズ」として刊行している。　

　これは、各国に保存されている貴

重な法華経写本をカラー写真で撮

影した「写真版」、写本の“読み”をロ

ーマ字表記した「ローマ字版」、そし

て写本の異読等を注記した「校訂

本」を公刊する事業で、1994年から

シリーズ18全20点（非売品、下記に一

覧を掲載）を刊行してきた。

　法華経をはじめ、仏教学の研究に

おいては、「写本」を正確に読むこと

が基礎となる。また、これら写本の

比較・対照は、法華経の成立と伝播

行は、今後の梵文法華経写本研究

の基礎資料を提供したといえる。

　この「法華経写本シリーズ」の刊

行と合わせて、世界各地で法華経を

紹介する展示活動も推進している。

　その一環として実施する「法華経

̶平和と共生のメッセージ」展（主

催：東洋哲学研究所、創価学会・各

国SGI等）を、これまで国内4都市を

はじめ、アジア、欧州、南米の世界17

カ国・地域で開催。100万人に迫る

鑑賞者が訪れている。
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教 義・理 念

「 法 華 経 写 本 」 と 創 価 学 会

旅順博物館所蔵梵文法華経断簡̶写真版及びローマ字版

ネパール国立公文書館所蔵梵文法華経写本（No. 4-21）̶写真版

ネパール国立公文書館所蔵梵文法華経写本（No. 4-21）̶ローマ字版1

ネパール国立公文書館所蔵梵文法華経写本（No. 4-21）̶ローマ字版2

カーダリク出土梵文法華経写本断簡

ケンブリッジ大学図書館所蔵梵文法華経写本（Add. 1682およびAdd. 1683）̶写真版

東京大学総合図書館所蔵梵文法華経写本（No. 414）̶ローマ字版

ロシア科学アカデミー東洋学研究所サンクトペテルブルク支部所蔵西夏文「妙法蓮華経」̶ 写真版（鳩摩羅什訳対照）

英国・アイルランド王立アジア協会所蔵梵文法華経写本（No. 6）̶ローマ字版

パリ・アジア協会所蔵梵文法華経写本（No. 2）̶ローマ字版

大英図書館所蔵梵文法華経写本（Or. 2204）̶写真版

ケンブリッジ大学図書館所蔵梵文法華経写本 (Add. 1684)̶ローマ字版

大英図書館所蔵梵文法華経写本（Or. 2204）̶ローマ字版

インド国立公文書館所蔵ギルギット法華経写本̶写真版

ロシア科学アカデミー東洋古文書研究所所蔵梵文法華経写本（SI P/5他）̶写真版

コルカタ・アジア協会所蔵梵文法華経写本（No.4079）̶ローマ字版

ネパール国立公文書館所蔵梵文法華経写本（No.5-144）̶ローマ字版

プリンストン大学図書館所蔵西夏文妙法蓮華経̶写真版及びテキストの研究

ギルギット・ネパール系梵文法華経写本校訂本（C3校訂本）

梵文法華経写本（C4）校訂本―ネパール・ギルギット・中央アジア系写本異読対照

シリーズ  １

シリーズ ２-１

シリーズ ２-２

シリーズ ２-３

シリーズ ３

シリーズ ４

シリーズ ５

シリーズ ６

シリーズ ７

シリーズ ８

シリーズ ９

シリーズ １ ０

シリーズ １ １

シリーズ12

シリーズ13

シリーズ14

シリーズ15

シリーズ16

シリーズ17

シリーズ18

「法華経写本シリーズ」

ギルギット・ネパール系梵文法華経写本校訂本

日 常 活 動
A C T I V I T I E S 勤行・唱題

　「勤行・唱題」は、日蓮大聖人の仏

法の修行の基本であり、会員は朝

夕、御本尊に向かって法華経の方便

品と寿量品の自我偈を読誦し、「南

無妙法蓮華経」の題目を唱える。こ

れは、自身に具わる仏の生命を開い

ていくための実践であり、その目的

は、苦難や困難に打ち勝つ強い自己

を築くことにある。

　会員一人一人が、自身の人間的成

長や家族の幸福だけでなく、代々の

先祖や亡くなった会員・友人の追善

供養、世界の平和と全人類の幸福を

祈念し、勤行・唱題に励んでいる。

教学研鑽

　日蓮大聖人は、信徒が信仰への確

信を深めていけるよう、実践とともに

仏法の法理を学ぶこと（教学）を勧め

ている。ゆえに、創価学会では、御書

の研鑽運動に力を入れており、月例の

座談会などで学び合っている。

　研鑽推進のために、聖教新聞（日

刊）に教学の企画ページを設けると
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ごんぎょう      しょうだい

ともに、理論誌として「大白蓮華」（月

刊）を発行。また、書籍『教学入門

̶世界宗教の仏法を学ぶ』をはじ

め、会員の要望に応じた教材等を出

版している。

　さらに、研鑽の成果を発揮する機

会として、定期的に各段階の教学試験

を実施。とりわけ、教学部員の資格を

得る入門の試験として「教学部任用

試験（仏法入門）」を開催している。

　教学研鑽のための教材は外国語に

も翻訳され、世界に教学運動が広がっ

ている。

　コロナ禍にあっても、世界の至る所

でオンラインによる教学研修会などが

活発に行われた。

励まし・対話

　創価学会は創立以来、一人一人への

「励まし」を信仰活動の柱として重視

してきた。

　訪問・激励や少人数での対話の場

を通し、積極的に一人一人に関わると

ともに、皆が互いに胸襟を開いて語

り合い、励ましを送ることを日常的な

活動の基軸としている。

11月、広宣流布大誓堂で行われた第16回本部幹部会

きょうがく    けんさん
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義に基づき、自他共の幸福を目指し

て、自身の信仰体験や仏法の哲理を

友人や知人に語っていくことである。

相手が納得し、希望した場合には、必

要な手続きを経て入会に至る。

　信仰者としての自身の振る舞い、

生き方を通して、地域や職場で友情

と信頼の輪を広げ、学会の理念や活

動への理解を広げていくことも折

伏・弘教にあたる。

入会

　創価学会に入会を希望する場合

は、会員から紹介を受ける。さらに、

勤行・唱題の実践、座談会等への出

席や聖教新聞の購読などを通して信

仰を深め、全国の会館で行われる入

会記念勤行会で御本尊が授与され、

座談会・会合

　座談会は、老若男女が集って互い

の信仰体験を語り合う対話の場であ

り、教学を研鑽する触発の場である。

地区またはブロック単位で、毎月開催

している。

　座談会は、牧口先生、戸田先生、池

田先生の三代会長が最も大切にして

きた伝統行事である。牧口先生は

思想統制を強める軍部政府からの

圧力を受ける中で、1941年５月から

1943年６月の間に240回以上の座談

会に出席している。

　また、座談会以外にも、信仰触発の

場として少人数の集いを重視しており、

支部や地区の総会、女性部の小グルー

プの会合などを各地で開催している。

折伏・弘教

　日蓮大聖人は、「（仏法を）自分で

も実践し、他人にも教えていきなさい

（中略）力があるならば一文一句であ

っても人に語っていきなさい」（趣

意）と、自行化他にわたる仏道修行を

勧めている。「自行」とは勤行・唱題

であり、「化他」とは折伏・弘教である。

　「折伏・弘教」とは、仏法の人間主

正式な入会となる。

　同居家族がある場合はその了解が

必要であり、また、未成年の場合は親

権者の承諾が必要となる。

配信行事

　「本部幹部会」などの会合をはじ

め、「教学講座」「御書講義」などの

教学研修、信仰体験を発表する大会

などが、ブロードバンド回線を使って

全国の各会館や個人会場に配信さ

れている。

　2013年からは映像配信サービス

「SOKAチャンネルVOD（ビデオ・オン・

デマンド）」がスタート。全国の各会館

で池田先生のスピーチや創価学会の

歴史、平和・文化・教育運動などを紹介

する番組を視聴できるようになった。

　また、世界のすべての戦争犠牲者

を追悼する「戦没者追善勤行法

要」、広島・長崎での「原爆犠牲者追

善法要」、阪神・淡路大震災や東日本

大震災で犠牲になった方々への追善

勤行法要も行っている。

　2015年５月には、VODを視聴する

ためのセットトップボックス（STB）が

全国の地区に配布され、自宅のテレ

ビに接続して簡単に視聴できる体制

が整った。

地域友好

　会員一人一人が地域社会の発展を

願い、地域行事に積極的に参加した

り、町内会・自治会、商店会、老人会、

PTAの役員を務めたりするなど、様々

な活動に取り組んでいる。また、民

生委員、保護司、消防団、地域の清掃

や防犯パトロールなどの活動を行っ

ている会員も多い。

　各地の会館は、町内会や自治会の

打ち合わせ、祭りなどの地域行事の

会場として使用される場合もある。

また、大規模災害に備えて非常用の

食料や簡易トイレなどの備蓄品を常

備し、定期的に消防訓練・災害対応

訓練を行っている。自治体と防災協

定を結び、一時避難所として開放す

る準備を整えている会館もある。

未来部の育成

　創価学会では、未来を担う子ども

たちを「未来部」と総称し、社会に有

為な人材を育むための活動に取り組

んでいる。小学生は少年少女部、中

学生は中等部、高校生は高等部に所

属する。

　未来部員がいる家庭では、「家族

で勤行・唱題を行う」「家族で会合

に参加する」「家族で信仰体験を語

り合う」などの実践に取り組み、信

仰の継承を図っている。各地では

「未来部長」「未来本部長」などの
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担当者が、未来部員への激励に当た

っている。

　全国各地には「未来部育成相談

室」が設置されており、教育現場に従

事する教育本部の会員が未来部員

の育成を支援している。

　毎月の「未来部の日」には、各地で

部員会等を開催。また、「未来部希望

月間」（春）、「未来部躍進月間」（夏）、

「未来部勝利月間」（冬）などを設け、

未来部員の成長をサポートしてい

る。期間中には、未来部員が家族と

一緒に参加する「創価ファミリー勤

行会」「創価ファミリー大会」などが

行われる。

　夏の月間では、小学生向けの「きぼ

う作文コンクール」「少年少女希望絵

画コンクール」、中学・高校生向けの

「読書感想文コンクール」、また、小・

中・高校生向けの「イングリッシュチ

ャレンジ」（英語スピーチコンテスト）

など、各種コンクールも開催している。

　未来部向けの機関紙（月刊）として

「少年少女きぼう新聞」（小学生向

け）、「未来ジャーナル」（中学・高校

生向け）を発行している。

友人葬・法要

　創価学会では、遺族の希望に応じ

て、遺族や同志が集って故人の冥福

を祈る「友人葬」を行っている。友

人葬では、認定を受けた各地域の儀

典長が導師を務め、追善の勤行・唱

題を行う。

　各地の会館や墓地公園等では、月

例の追善勤行法要、春・秋の「彼岸勤

行法要」、盆の「諸精霊追善勤行法

要」などを開催し、功労者や先祖、友

人など物故者の追善供養をしている。

日 常 活 動

毎月、全国各地で行われる

伝統行事の「座談会」

じぎょう    け     た

しゃくぶく        ぐきょう

 

　全国の会館を中心に行われる主な

行事は以下の通り

（状況によって開催方法を変更する

場合あり）

年間主要行事

－新年勤行会（～２日）

－「成人の日」記念勤行会

－「ＳＧＩ（創価学会インタナシ

　 ョナル）の日」記念行事

－「日蓮大聖人御聖誕の日」

　記念勤行会

－春季彼岸勤行法要

－戸田先生（祥月命日）

　追善勤行法要

－「立宗の日」記念勤行会

－「創価学会の日」記念行事

－諸精霊追善勤行法要

　（地域によっては８月１５日）

－世界平和祈念  戦没者追善

　勤行法要

－「竜の口の法難の日」記念

　勤行会

－秋季彼岸勤行法要

－「日蓮大聖人御入滅の日」

　勤行法要

－池田先生（祥月命日）

　追善勤行法要

－「七五三」記念勤行会

－牧口先生（祥月命日）

　追善勤行法要

－創価学会創立記念行事

１月 １日

祝日

26日　

２月16日　

    ３月 

春分の日

４月 ２日　

４月28日

５月３日

７月15日　

８月15日　

９月12日　　

秋分の日

10月13日

11月15日

18日
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創価学会関連略年表

1930
1941
1943
1944
1945
1946
1947
1951

1952

1953
1957
1958
1960
1962

1963

1964
1965
1968

1970
1971
1973
1974

1975
1979
1981

1982

1983

昭和5年
同16年
同18年
同19年
同20年
同21年
同22年
同26年

同27年

同28年
同32年
同33年
同35年
同37年

同38年

同39年
同40年
同43年

同45年
同46年
同48年
同49年

同50年
同54年
同56年

同57年

同58年

11月18日　　
7月20日　　　
7月  6日　　
11月18日　　
7月  3日　　
 3月　　　　
8月24日
4月20日　　
5月  3日
 4月28日
9月  8日
 11月13日
 9月  8日　　
4月  2日　　
5月  3日　　
1月27日　　
 11月 　　　　
5月24日　　
10月18日　　
12月  2日
7月15日　　
4月  1日　　
9月  8日　　
 1月　　　　
4月  2日　　
 2月　　　　  　　
 5月30日　　

　 9月  7日　　　　
9月  8日　　
1月26日　　
4月24日　　
7月18日　　

　12月20日
1月26日　　
6月  3日
1月25日

　 5月12日　

●創価教育学会創立（牧口先生著『創価教育学体系』第1巻発刊）
●機関誌「価値創造」創刊
●牧口会長、戸田理事長ら学会幹部、治安維持法違反、不敬罪容疑で逮捕、投獄
●牧口先生、東京拘置所で逝去（享年73歳）
●戸田先生、出獄
●「創価教育学会」を「創価学会」と改称
●池田先生、創価学会に入信
●機関紙「聖教新聞」創刊
●戸田先生、第2代会長就任
●『日蓮大聖人御書全集』発刊
●宗教法人の資格を取得
●学会本部が東京・西神田から信濃町に移転
●戸田先生、横浜・三ツ沢競技場で「原水爆禁止宣言」
●戸田先生逝去（享年58歳）
●池田先生、第3代会長就任
●「東洋学術研究所」（現・東洋哲学研究所）発足
●会員世帯数300万に
●アメリカで海外初の法人認可
●「民主音楽協会」（民音）発足
●池田先生、小説『人間革命』の執筆を開始
●機関紙「聖教新聞」日刊化
●創価中学校・高校開校
●池田先生、日中国交正常化への提言
●会員世帯数750万に
●創価大学開学
●ベトナム難民救援募金実施
●池田先生、中国初訪問
●青年部、核兵器廃絶1000万署名達成
●池田先生、ソ連を初訪問
●創価学会インタナショナル（SGI）発足、池田先生、SGI会長に就任
●池田先生、名誉会長に就任。北条浩第4代会長就任
●秋谷栄之助第5代会長就任
●創価学会、国連広報局NGO（非政府組織）に
●創価学会平和委員会設置
●「核兵器̶現代世界の脅威」展の海外巡回、ニューヨークの国連本部でスタート
●池田先生、「SGIの日」記念提言を発表（以後、40回発表）
●SGI、国連経済社会理事会NGOに

1985

1986
1987
1989

1991

1992
1993

1995

1996

1997
1998
2001
2006

2012
2013

2017
2018
2019
2021

2022
2023

同60年

同61年
同62年
平成元年
　　　　　　　

同3年

同4年
同5年

同7年
　　　　　
同8年

同9年
同10年
同13年
同18年

同24年
同25年

同29年
同30年
令和元年
同3年

同4年
同5年

8月  8日　　
11月  3日　　
4月  2日 
 8月15日　　
10月21日　　
5月25日　　
6月14日
8月24日　　
10月23日　　
6月10日　　
9月26日　　
6月19日　　　　　　　　　  
4月  9日
9月24日　　
10月15日　　　
12月  1日　　
1月  1日　　
2月11日　　
9月14日　　
10月26日　　
5月  3日
 9月　　　　　　　　　　
11月  9日
12月19日
10月  1日
11月  5日
9月  1日
9月  8日
11月18日
11月18日

7月26日
1月11日
4月27日
11月15日
11月18日
12月13日

●池田先生に「国連平和賞」
●東京富士美術館開館
●創価女子短期大学開学
●青年部反戦出版「戦争を知らない世代へ」シリーズ全80巻が完結
●北京で「核の脅威展」
●モスクワで「核の脅威展」

●池田先生、フランス学士院で講演
●衛星通信システムによる行事中継がスタート
●「戦争と平和展」国際巡回、国連本部でスタート
●婦人部反戦出版「平和への願いを込めて」シリーズ全20巻が完結

●池田先生、ハーバード大学で講演
●UNTAC（国連カンボジア暫定統治機構）に協力しカンボジアへラジオ5万台贈呈（翌年までに計28万台）
●「現代世界の人権展」、国連大学で開催
●「ボストン21世紀センター」（現・池田国際対話センター）設立
●被爆50年の広島で「世界青年平和文化祭」
●「牧口記念教育基金会」発足
●創価学会ホームページ「SOKAnet」開設
●「戸田記念国際平和研究所」発足
●原水爆禁止宣言40周年を記念し、横浜で「世界青年平和音楽祭」
●核兵器廃絶1300万の署名をニューヨークの国連本部に提出
●アメリカ創価大学開学
●本部幹部会等のインターネット中継がスタート
●原田稔第6代会長就任
●創価文化センターが開館
●映像配信サービス「SOKAチャンネルVOD」がスタート
●「広宣流布大誓堂」が落成
●「創価学会会憲」制定
●池田先生執筆の小説『新・人間革命』全30巻が完結
●「創価学会 世界聖教会館」が開館
●『日蓮大聖人御書全集　新版』発刊
●「創価学会社会憲章」制定
●池田先生、NPT（核兵器不拡散条約）再検討会議に寄せた緊急提案発表
●池田先生、ウクライナ危機と核問題に関する緊急提言を発表
●池田先生、G7広島サミットに寄せて提言を発表
●池田先生逝去（享年95歳）
●『創価学会教学要綱』発刊
●池田先生にパラグアイ・イベロアメリカ大学から名誉博士号が授与され、贈られた名誉学術称号は409に

1928（同3）年に日蓮大聖人の仏法に

出あった牧口先生は、この仏法こそが

自身の教育理論の根底となる「人格

価値の創造」を可能にするものである

との強い確信を持つようになった。

　以来、教育者による教育改革運動

の枠を超え、仏法を根本とした一人一

人の人間変革と生活の革新、そして、

よりよい社会建設を目指す宗教運動

の団体へと脱皮し、発展していったの

である。

　第2次世界大戦中、戦争への動員強

化のために国家神道を中心とする宗

教・思想の統制を図った軍部政府の弾

圧で、創価教育学会は牧口会長、戸田

理事長をはじめ21人の幹部が捕らえら

れ、当時3000世帯あった組織は壊滅

状態に陥った。そして、牧口会長は1944

（同19）年11月18日、獄中で殉教した。

　1945（同20）年7月3日に出獄した戸

田理事長は、戦後、会の再建を一人

決意し、会名を「創価学会」と改めて

出発した。そして、1951（同26）年5

月3日には、会員の総意を受けて第2

代会長に就任し、以後、逝去する1958

（同33）年までに会員世帯は75万世

帯となり、大きな前進を果たした。

なお、会長就任の年に宗教法人法が

施行されたが、この法律にのっとり、

翌1952（同27）年9月、創価学会は宗

教法人の資格を取得した。

　発展の礎を築いた恩師・戸田先生の

下で薫陶を受け、1960（同35）年5月3

日に第3代会長に就任した池田大作

先生は、創価学会の発展に尽力。今

日では、日本および海外で会員数は

　創価学会は、1930（昭和5）年11月

18日、初代会長牧口常三郎先生と第2

代会長戸田城聖先生（当時理事長）に

よって創立された。この日は、牧口先

生の『創価教育学体系』第1巻が発刊

された日だが、同書の奥付に戦前の

会名「創価教育学会」の名称が初めて

現れたことをもって、この日を創価学

会創立記念日としている。

　創価教育学会は当初、牧口先生の

創価教育学説に基づく教育改革の推

進を主たる目的としていた。さらに、

飛躍的に増加し、日本では世帯数

827万を数えるに至っている。

　また、1960年10月、池田会長は海

外の会員を激励するため、アメリカと

ブラジルを初訪問した。以来、海外

訪問国数は54カ国・地域に及んだ。

　こうしたなか、1975（同50）年1月26

日には、日蓮大聖人の仏法を信奉する

各国の団体が参加し、SGI（創価学会

インタナショナル）が設立された。現

在、会員の居住国は、世界192カ国・地

域に広がっている。
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　牧口先生は1871（明治4）年6月6日

（旧暦）、柏崎県刈羽郡荒浜村（現・新潟

県柏崎市荒浜）に生まれた。幼児期に

牧口家の養嗣子となり、13歳の頃、北

海道に渡った。苦学の後、北海道尋常

師範学校（現在の北海道教育大学）を

卒業し、同校付属小学校の訓導（教

員）、同校教諭兼舎監を務めた。その

後、上京して、1913（大正2）年から約20

年間、東京の西町、白金尋常小学校な

ど6校の校長を歴任した。この間、一貫

して人間生活と教育・学問の関係を思

索しながら、価値の創造、民衆の幸福と

社会の繁栄への正道を追究してきた。

　その代表的な成果として、1903（明

治36）年には『人生地理学』を著し、人

間と郷土や環境との関係について先

見的で独創的な考察を展開した。ま

いう基本的人権の尊重を訴え続け、

翌44（同19）年11月18日、奇しくも創価

学会創立の日に、獄中で逝去した。

その不惜身命の精神と万人の幸福と

世界の平和を願う行動は、歴代会長

に受け継がれ、今日、世界的な創価学

会の運動へと開花・結実している。

　創価教育の理念と実践は、年を経

るごとに各国で注目され、『創価教育

学体系』は既に英語版、ポルトガル語

版、ベトナム語版、フランス語版、スペ

イン語版、イタリア語版、ヒンディー語

版、グジャラート語版、アッサム語版、

パンジャブ語版、ウルドゥー語版、カン

ナダ語版、タミール語版、ベンガル語

版、中国語（繁体字）版、テルグ語版、

マラヤラム語版の17言語で発刊され

ている。

　戸田先生は、1900（明治33）年2月

11日、石川県に生まれ、まもなく移住

した北海道厚田村（現・石狩市厚田

区）で育った。苦学して教員となり、

20歳の時に上京して、当時、独特の教

育法で関心を集めていた牧口先生

（初代会長）に師事した。23歳で「時

習学館」という私塾を主宰し、牧口先

生の教育理念を実践した。この頃に

発刊した学生向け参考書『推理式指

導算術』は100万部を超えるベストセ

ラーになった。

　1928（昭和3）年、牧口先生ととも

に日蓮大聖人の仏法に帰依した。そ

して、1930（同5）年には、牧口先生

と二人で「創価教育学会」を創立し、

理事長として牧口先生を支え、教育

改革、宗教改革に尽力したが、1943

　1957（同32）年9月8日、横浜・三ツ

沢競技場で「原水爆禁止宣言」を発

表。核兵器廃絶の願いを遺訓として

後継の青年に託し、1958（同33）年4

月2日、その生涯を終えた。

　その人柄は豪胆にして細心。遠大

な理想家、情熱家であり、民衆を愛

し、民衆から慕われた指導者だった。

　家族とともに12年間の少年時代を

過ごした故郷の厚田村には、1977

（同52）年、創価学会によって戸田記

念墓地公園が建設され、毎年数十万

人が訪れている。また、1999（平成

11）年12月には厚田村から「栄誉村

民章」が贈られ、2005（同17）年10月

には石狩市より「特別功績者」に制定

された。

（同18）年、軍部権力の弾圧により投

獄された。2年余の獄中生活の中で

も信念を貫き、法華経の真髄を「仏と

は生命なり（仏とは、自身の生命その

ものであり、宇宙そのものでもあると

の意）」と会得した。

　1945（同20）年7月3日、出獄した

時、創価教育学会は壊滅状態だっ

た。敗戦で国土も国民の心も荒廃し

きった中で、会の名称を「創価学会」

と改め、会の再建と民衆救済への運

動を開始した。

　1951（同26）年5月3日、第2代会長

に就任した戸田先生は、当時3000世

帯だった組織を整え、後継の弟子の

育成に全力を注ぎながら、7年足ら

ずで生涯の願業とした75万世帯を

達成した。

た、1930（昭和5）年から、5年間で『創

価教育学体系』全4巻を刊行した。そ

こには、長年の教育実践に基づき、子

供の幸福を目的とする鋭い着想と画

期的な提言が示されている。1928

（同3）年、日蓮大聖人の仏法に出あ

い、その後、創価教育学会を創立。仏

法の実践による生活革新運動を展開

しながら、大聖人が目指した民衆救

済と平和創出のために身を尽くした。

　第2次世界大戦中、国家神道をもっ

て宗教・思想の統制を図る軍部権力

と敢然と対決するとともに、権力に迎

合して自らの信仰を捨てた日蓮正宗

宗門を厳しく諫めた。1943（同18）年

に治安維持法違反ならびに不敬罪容

疑で検挙されてからも、いささかも信

念を揺るがすことなく、信教の自由と

歴 史

初代会長

牧口 常三郎 先生
   （まきぐち・つねさぶろう）

第2代会長

戸田 城聖 先生
   （とだ・じょうせい）
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組 織・機 構
O R G A N I Z A T I O N

（1）創価学会の組織・機構
　創価学会の基本組織としては、東京

の創価学会本部のもと、北海道から沖

縄まで全国１３の方面があり、さらに各

都道府県の組織が構成されている。

会の最高議決機関である「総務会」で

は、年間の活動方針や決算の承認な

ど、会の運営について重要な事柄を決

定している。「中央会議」は、会長を中

心に、各方面長、女性部、青年部等の

代表が、当面する具体的な活動の進め

方などを協議し決定している。また、

各方面では方面長を中心に「方面運営

会議」を、各県では県長を中心に「県運

営会議」を設置し、それぞれ方面・県単

位の活動の推進について協議し運営し

ている。各都道府県には、地域組織と

して、「分県・区」－「圏・分区」－「本

部」－「支部」－「地区」－「ブロック」を基

本型とする組織がある。支部、地区の

活動はそれぞれ支部協議会、地区協

議会で協議し進められている。

　すべての会員はブロックに所属し、

その地域での活動に参加する。また、

「壮年部」「女性部」「青年部（男子部、

学生部、未来部）」に所属し、各部の活

動に参加する。

　このほか、創価学会の組織には、仏

法の教義を研鑽する教学部員による

「教学部」と、社会の各分野で活躍す

るメンバーで構成される「文化本部」

（芸術部、学術部、ドクター部、文芸

部）、「社会本部」（社会部、専門部）、

「地域本部」（幸福城部、地域部、勝利

島部、農漁光部）、「教育本部」（教育

部、幼児・家庭教育部、社会教育部）、

「国際本部」（通訳翻訳部、国際ボラン

ティア部、国際交流部、在日外国人部）

などがある。

平和推進協議会

主任副会長

女
性
部

組織・機構図

会員の代表である総務で構成され、年間活動方針などの重要な会務の決定や決算の承認などを行う。

総務の代表等からなる会長選出委員会を置き、会長を選出する。

「三代会長」の「学会精神」を厳正に保持し、深化・継承していくための信心指導・助言を行う。

年間活動方針など重要な会務に関する会長の諮問機関。

総務会の決定を受け、組織や人事など重要な会務の執行に関する事項を審議し決定する。

教義及び化儀を研究し、教学の振興をはかる。

中央会議の下、方面および都道府県に設置され、それぞれの会務の執行に関する事項を審議し決定する。

中央、方面、都道府県にそれぞれ設置され、中央会議や方面・県運営会議等より検討を委ねられた
社会問題についての見解ならびに、国政・地方選挙に関する対応について、協議・決定する。

平和運動の推進に関する事項および平和・国際問題についての見解を協議・決定する。

中央本部に中央審査会、各都道府県に県審査会がそれぞれ設置され、会員の処分・資格を審理し決
定する。なお、中央・県審査会の決定に対する不服申し立ての審査機関として監正審査会を置く。

※詳細は「創価学会会則」（51ページ～）を参照

◎総務会（山本武議長）

◎会長選出委員会（山本武議長）

◎最高指導会議（秋谷栄之助議長）

◎参議会（森田康夫議長）

◎中央会議（原田稔議長）

◎師範会議（谷川佳樹議長）

◎方面・県運営会議

◎社会協議会（萩本直樹中央社会協議会議長）

◎平和推進協議会（谷川佳樹議長）

◎審査会 / 監正審査会

◎会長・理事長・各部部長等の略歴

会長
原田 稔（はらだ・みのる）
１９４１（昭和１６）年１１月８日生まれ。東京都出身。
１９５３（昭和２８）年、創価学会に入会。
学生部長、青年部長、東京長、副理事長などを歴任。学会本部では庶務室長を務めた後、事務
総長として法人運営万般を担ってきた。
１９６４（昭和３９）年、学会本部入社。１９７６（昭和５１）年、青年部長（学生部長兼任）。
１９７７（昭和５２）年、副会長。１９８４（昭和５９）年、事務総長。１９８６（昭和６１）年、東京長。
２００６（平成１８）年より現職。２０23（令和5）年に再任され5期目。

理事長
長谷川 重夫（はせがわ・しげお）
１９４１（昭和１６）年１月２１日生まれ。東京都出身。
１９５３（昭和２８）年、創価学会に入会。
総務会副議長などを歴任。学会本部では庶務室長の後、事務総長を務めてきた。
１９６３（昭和３８）年、学会本部入社。１９８５（昭和６０）年、副会長。
２００６（平成１８）年、事務総長。２０１５（平成２７）年、理事長に就任した。

山本 武 （やまもと・たけし）
1943年生まれ。1958年入会。総務会議長。
九州総主事。

池田 博正 （いけだ・ひろまさ）
１９５３年生まれ。同年入会。SGI副会長。

谷川 佳樹 （たにがわ・よしき）
１９５６年生まれ。１９６１年入会。事務総長。壮年部長。

金澤 敏雄 （かなざわ・としお）
１９５３年生まれ。１９５８年入会。総東京総合長。

萩本 直樹 （はぎもと・なおき）
１９５３年生まれ。１９６３年入会。聖教新聞社代表理事。
総東京長。中央社会協議会議長。

石嶋 謙二 （いしじま・けんじ）
１９４９年生まれ。１９６３年入会。事務センター長。

主任副会長

壮年部長
谷川 佳樹
（たにがわ・よしき）
1961年入会。主任副会長。
2018年に就任。

青年部長
西方 光雄
（にしかた・みつお）
1984年入会。
2022年に就任。

女性部長
永石 貴美子
（ながいし・きみこ）
1966年入会。
2015年、婦人部長に就任。

各部部長
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（2）創価学会総本部
　東京・新宿区信濃町にある「創価学

会総本部」は、広宣流布大誓堂をは

じめとする創価学会関連施設の総称

で、創価文化センター、創価宝光会館、

本部別館、本部第２別館、世界聖教

会館などの施設が含まれる。

　各施設の案内は、「創価学会総本

部」サイト（sghq.sokanet.jp）で閲覧

できる。

◎広宣流布大誓堂

　世界の創価学会の信仰の中心道場

である広宣流布大誓堂は、地上7階・

地下3階の建物で2013年11月に落成。

主に全世界の会員を対象に開催され

る「広宣流布誓願勤行会」の会場とし

て利用されている。

　約1000人が収容できる３階の大礼

拝室には「広宣流布の御本尊」が安置

されており、須弥壇の基底部には全

国47都道府県と世界五大陸の192カ

国・地域の石が埋納されている。館

内には、6階の三代会長記念会議場、

２階のSGI友好会議室などの会議室

のほか、１階の広宣ホールには「広宣

流布 誓願の碑」が設置されている。

◎創価文化センター

　創価文化センターは、地上６階・地

下２階の建物で、2012年12月に落成

した。

　１階のエントランスホールは、３階

までの吹き抜けで開放的な空間が広

がる。２階は小休憩ができるラウン

ジ、授乳室、キッズルーム等を備える。

そのほか、海外の会館や座談会の様

子をタッチパネルなどで紹介するデ

ジタル展示フロア（３階）、学会の歴史

や池田先生の足跡を紹介する特別展

示室（５階）などが設置されている。

また、４階と６階には礼拝室がある。

◎創価宝光会館

　創価宝光会館は、地上３階・地下１

階の建物で、2020年4月に落成した。

　「来館者の皆様を歓迎・賛嘆するデ

ザイン」をコンセプトに設計してお

り、全世界から来訪する会員向けの

施設となっている。

　１階のロビーは休憩会場、２階の

ホールは来館者を応対する会場とな

っている。また、３階と地下１階には

礼拝室がある。

広宣流布大誓堂

民音文化センター
（民音音楽博物館）

戸田記念国際会館

創価世界女性会館

本部別館

本部第 2別館

創価文化センター

信濃町駅

広宣流布大誓堂

信濃町駅前

JR 中央・総武線
首都高速 4号新宿線

青
山
一
丁
目

出口

出口

外
苑
東
通
り

▲
四
谷
三
丁
目

左門町

四ツ谷駅

首都高速 1号環状線

新宿駅

八王子

創価池田華陽会館

※関連施設 世界青年会館

創価学会
世界聖教会館

創価宝光会館

総合案内センター

◎八葉蓮華（シンボルマーク）

　について

　創価学会のシンボルマークは、八

葉蓮華（8枚の花弁の蓮華）を図案化

したもので、1977年に決定した。八

葉の花模様が幾重にも広がる様子

は一人一人が自身の生命に内在する

無限の可能性を開き顕し、また日蓮

仏法が世界に流布していく様相を表

している。さらに全体として豊かなふ

くらみをもっている姿は、功徳に満ち

あふれる学会員一人一人の姿を表現

したものである。

◎創価学会三色旗（シンボル旗）

　について

　創価学会の「赤、黄、青」の「三色

旗」は、1988年に定められた。ポー

ルに近い順に「青」「黄」「赤」と並ぶ。

三色は、それぞれ「平和（青）、栄光

（黄）、勝利（赤）」を表し、一人一人の

幸福と平和の実現を目指す創価学会

の理念を象徴する。

創価学会総本部の主な施設

優良防火対象物
（東京消防庁）
●広宣流布大誓堂

●創価文化センター

●本部別館

●本部第２別館

●創価世界女性会館

●戸田記念国際会館

●創価池田華陽会館

●創価学会 世界聖教会館

●信濃町の由来

　「信濃町」の町名は、1943年に東

信濃町、西信濃町が合併し誕生。

東信濃町は、江戸時代、幕府譜代の

家臣・永井信濃守尚政（ながいしな

ののかみなおまさ）の下屋敷がこの

地域にあったことから、「信濃町」（あ

るいは「信濃殿町」）と呼ばれた時

代があり、これが町名の由来になっ

ている。

　1953年、学会本部は東京・西神田

から信濃町に移転した。

創価文化センター 創価宝光会館
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　聖教新聞社は、東京本社のもとに

6支社と40支局を配置して、全国ネッ

トワークを整備している。

　本社のある「創価学会 世界聖教

会館」は地上5階・地下2階建てで、機

関紙・誌の制作業務に当たるための

編集室、会議室などのほか、礼拝室の

「言論会館」、配達員顕彰室や展示

室、図書資料室等が設けられている。

◆

　創価学会の機関紙「聖教新聞」は

1951年4月20日に創刊された。当初

は旬刊2ページ建て、発行部数5000

部での出発であった。現在は日刊12

ページ建てで、全国49カ所で印刷さ

れている。

　「聖教新聞」には、創価学会の活動

はもとより、仏法の世界的広がりにと

もない、海外各国やSGI(創価学会イ

ンタナショナル)のニュース等も掲載

している。この他、月刊誌「大白蓮

華」や青年部各部の機関紙を定期的

に刊行している。

◆

　ウェブサイト「聖教電子版」は、海外

220カ国・地域からアクセスされてい

る。サイトの有料会員は、池田先生の

著作である小説『人間革命』『新・人

間革命』の検索サービスや「創価新

報」「未来ジャーナル」「少年少女き

ぼう新聞」の紙面閲読サービスなど

を利用できる。

◆

　当社は、単行本、聖教ワイド文

庫、絵本などを刊行しており、昨年

は、11･18「創価学会創立の日」を

記念して、「創価学会教学要綱」を

発刊した。創価学会が実践する日

蓮仏法の骨格・核心について論じら

れている。

　これらの書籍は、当社の通販サイト

「聖教ブックストア」や最寄りの書

店、さらにAmazon、楽天などの通販

サイトや、セブンネットショッピン

グ、ローチケHMVといったコンビニ

系の通販サイトでも買い求めること

ができる。

◆

　聖教新聞社が発刊する電子書籍

には、20世紀最高峰の歴史学者アー

ノルド・トインビー博士と池田先生と

の対談集『21世紀への対話』をはじ

め電子版「大白蓮華」などがあり、

Kindleストア、楽天Kobo電子書籍ス

トア、honto、ブックライブ、紀伊國

屋書店ウェブストア、Apple Books、

Reader Store、COCORO BOOKS、

セブンネットショッピング等の電子

書店で販売されている。

◆

　このような新聞・出版事業の他、全

国各地で「聖教文化講演会」を開催

している（※40ページ参照）。また毎

年夏には、小学生を対象とした作文

コンクール、中学・高校生を対象とし

た読書感想文コンクールを主催し

て、平和・文化・教育の発展と、文字・活

字文化の向上を目指した活動に努め

ている。

創価学会  世界聖教会館

（3）聖教新聞社 ●聖教新聞社の定期刊行物

聖教新聞（日刊）

大白蓮華（月刊）

創価新報（月刊）

未来ジャーナル（月刊）

少年少女きぼう新聞（月刊）代表理事：萩本直樹（創価学会主任副会長）

◎ドイツ
仏教団体として初の「公法社団法人」に
　ドイツＳＧＩが、同ＳＧＩの本部があるヘッセン州の政府か
ら、公法上の宗教法人格である「公法社団法人」に認可され、
「ドイツ創価学会」として新たに出発した（写真）。州政府に
よる厳正な審査・決定を経て、公法社団法人の資格を得た宗
教団体は、国家からの自立性、教団の永続性が保障されると
ともに、学校での宗教教育や幼稚園の運営など、州の管轄を
超えて、ドイツ全土で多様な権利が認められる。これまでに

承認されているのは、キリスト
教やユダヤ教、イスラム教など
の世界的な宗教団体が多く、
仏教団体としてはドイツ創価
学会が初の認可となった。

◎湾岸SGI
「詩人の集い」を開催
　アラブ首長国連邦のドバイで2月9日（写真）、10日の両日、
第12回「詩人の集い」が開かれた（主催＝湾岸ＳＧＩ、後援＝ア
ブダビ教育・知識庁など）。これは、池田先生の人間讃歌の

詩に共鳴する世界の詩人や識
者、青年が自作の詩を披露す
るもの。今回は、「価値と共存
への光を再び灯しゆこう」をテ
ーマに開催し、約1000人が参
加した。

◎カメルーン
国家行事のパレードに参加
　カメルーン青年部・未来部は同国の「青年の日」である2月
11日、首都ヤウンデ、ドゥアラ、エデアの各都市で国家行事の
パレードに参加（写真）。「創価の青年よ、平和と繁栄のため

に行動しよう」との横断幕を掲
げた行進などを行った。ま
た、環境展示「希望の種子」を
開催。観賞者から「変革は一人
から始まることを理解しまし
た」等の声が寄せられた。

◎イタリア
核兵器廃絶運動のトークイベント
　イタリア創価学会の核兵器廃絶運動の団体「センツァトミ
カ（核兵器はいらない）」が主催するトークイベントが2月４
日、ローマ市内のオーディトリアム音楽公園で開かれ、青年世

代の市民約1000人が参加した
（写真）。ICAN（核兵器廃絶国
際キャンペーン）イタリアをは
じめとしたNGOや学者らがゲ
ストとして登壇し、核兵器廃絶
のために青年が果たす役割に

S G I
［創価学会インタナショナル］
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　SGI（創価学会インタナショナル)は、1975年1月

26日、世界51カ国・地域の代表がグアムに集って世

界平和会議が開催され、発足した。席上、池田大作

先生がSGI会長に就任した。現在、世界192カ国・地

域の平和と幸福を目指す国際的機構へと発展し、

生命尊厳の仏法を基調に、人類の平和、文化、教育

への貢献を目指す活動に取り組んでいる。

　1983年には、国連経済社会理事会との協議資

格を持つNGOとして登録され、平和、人権、持続可

能な開発の分野での地域に根ざした意識啓発の

運動や、人道支援活動を他のNGOやFBO（信仰を

基盤とした団体）とも連携しながら活発に展開し

てきた。またSGIは、寛容の精神と世界市民の理

念に基づき、人類が直面する共通課題の解決へ向

けた人間の連帯を構築すべく、宗教間対話にも取

り組んでいる。

　1983年以来、池田先生は40回にわたり、SGI発

足の日である1月26日を記念して、国際社会に向け

て「平和提言」を発表した（※57ページ参照）。こ

うした取り組みは、地球的な課題に関する議論を

後押しし、国連による「持続可能な開発のための

教育の10年」や「人権教育および研修に関する国

連宣言」などとして結実している。

　1995年11月には「SGI憲章」を制定。各国のメン

バーが、他宗教や文化の多様性を尊重し、対話によ

る相互理解や、地域社会への貢献を促す指針を明

確にした。

　2021年11月、「SGI憲章」を改定し、新たに「創価

学会社会憲章」が制定された（※56ページ参照）。

改めて社会における存在意義、活動理念、そし

て、行動規範が明示されている。

　創価学会の海外のメンバーは、300万人に及ぶ

広がりとなっている。

2023年の各国・地域での取り組み（代表）

組 織 ・ 機 構
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S G I 創 価 学 会 イ ン タ ナ シ ョ ナ ル

9月23日、マレーシアのセランゴール文化会館で開催された。
SGMが他団体と共催し、イス
ラム教やヒンズー教、カトリッ
ク、プロテスタントの代表等が
参加。「平和のための行動」を
テーマに活発なディスカッショ
ンを行った。

◎ニュージーランド
「子ども絵画展」を開催
　ニュージーランドSGIが主催する「トゥマナコ―平和な世
界への子ども絵画展」が8月12日、オークランド工科大学で行
われた（写真）。開幕式の席上、長年にわたる平和建設への
尽力をたたえ、同市のアルバニー高校から池田先生に顕彰状
が贈られた。「トゥマナコ」とは「希望」を意味するニュージー
ランドの先住民マオリの言葉。同展では、子どもたちが“核

兵器のない世界”を実現する
熱意を込めて作成した美術作
品が展示されている。同展
は、同国の最大都市オークラ
ンドにあるタカプナ図書館で
も開催された。

◎台湾
社会への貢献で受賞
　台湾SG Iに、行政院内政部から21度目となる「宗教公益賞」
（以前の名称は「優良宗教団体賞」）、2013年以来2度目の「宗
教公益深耕賞」が贈られた。授賞式は8月25日、嘉義県内で
開かれ、蔡英文総統、林右昌内政部長らが出席（写真）。
　また、9月15日には、台湾SG Iの多様な社会貢献の活動を
たたえ、行政院内政部から「社会団体公益貢献賞 金賞」が贈
られた。23回連続の受賞となった。
　長年、台湾SG Iは全土の教育機関で著名な芸術家の作品
を紹介する「移動美術館」、学習環境に恵まれない地域での

教育支援などを実施。近年
は、SDGs（持続可能な開発目
標）の達成に向けた市民の意
識啓発のための展示を積極的
に開催している。

◎カナダ
植樹運動を行う
　カナダSG Iの青年部が10月14日、トロント近郊のオレンジ
ビルで植樹を行った（写真）。カナダの環境保護団体「クレジ
ット流域保存協会（CVC）」と共同で実施したもの。カナダ青

年部は、2000年から植樹運
動に取り組んでいる。今回は
約180本の木を植えた。

ついて、活発な議論が交わされた。当日の模様は、イタリア
国内の各紙や国営放送でも紹介された。

◎インド
持続可能な社会巡る会議
　インド創価学会（BSG）主催の持続可能な社会を巡る会議
が4月26日、首都ニューデリーで開かれた。現地に約450人
が集ったほか、約3000人が中継映像を視聴した。BSGは専
用アプリの活用やセミナーなどを通じて、SDGsの達成に向
けた意識啓発の活動を積極的に推進してきた。会議では、

エネルギー・資源研究所理事長
のビバ・ダワン氏による基調講
演の他、識者のパネルディスカ
ッションを行った（写真）。会議
の模様はインド最大の通信社
PTIなどでも紹介された。

◎アルゼンチン
1万人による平和サミット
　アルゼンチンSG I青年部による「創価平和サミット」が6月
11日、首都ブエノスアイレスにあるモビスターアリーナで開催
された（写真）。サミットには、出演者・参加者合わせて１万人
以上が集った。アリーナ入り口には、青年部の社会貢献運動
「創価連帯アクション」の一環として、被災地や貧困で苦しむ

人に届ける食料品の寄付を受
け付けるブースが設置された。
サミットには、元国会議員や国
立大学の総長ら多数の来賓が
出席し、青年たちの決意の姿
に感動の声が相次いだ。

◎欧州
「オープンデー」に会館で友好深める
　欧州各国で9月、会館を市民に開放し友好を深める「オープ
ンデー」が開催された。ヴィラ・ザクセン総合文化センターで開催
したドイツＳＧＩは、オーケストラの演奏などを行った。フランス
ＳＧＩは、16世紀初頭からの歴史を誇る古城を修復・改装した
シャルトレット創価仏教センター（写真）にて開催。近隣に住む

200人以上の市民らが、広大な
庭園の散策などを楽しんだ。イ
ギリスＳＧＩが開催した集いは、
タプロー・コート総合文化センタ
ーで。展示の見学や庭園の散策
など、憩いの場が広がった。

◎マレーシア
平和の思いを共有する取り組み
　マレーシア創価学会（SGM）が主催する行事「ラン・フォ
ー・ピース（Run For Peace）」が7月1日から9日にかけて、全国
23会場で行われた（写真）。 これは、平和への思いを共有し
ながら皆でランニングするイベント。4年ぶりの開催となり、
各民族から約5万5000人が参加した。
　また、国連の国際平和デーを記念する宗教間フォーラムが

11日
◎ウクライナ危機と核問題に関する緊急提言を発表
ウクライナを巡る危機の早期終結と核兵器の使用を防止するための措置を求め
て、池田大作先生は、「平和の回復へ歴史創造力の結集を」と題する緊急提言を
発表した。

17日
◎兵庫・大阪で「阪神ルネサンスの日」の集い
阪神・淡路大震災から28年となる17日、「阪神ルネサンスの日」の集いが、兵庫と
大阪の2会場で行われた。

29日
◎カラーガード・マーチング全国大会で鼓笛隊が金賞
鼓笛隊の創価グランエスペランサと創価ジャスティスウィングスの合同チーム（創
価エアレンデル）が東京・世田谷区内で開かれた第6回「カラーガード・マーチングパ
ーカッション全国大会」のカラーガード部門・一般の部で金賞に輝いた（写真①）。

11日
◎大震災12年　東北で福光の集い
東日本大震災から12年となる11日、全犠牲者の冥福と被災地の復興を祈念する
「福光・前進の集い」が東北の36会場で行われた。

27日
◎G7広島サミットへの提言
5月に広島市で開催されたG7サミットに寄せて、池田大作先生は、「危機を打開す
る“希望への処方箋”を」と題する提言を発表した。

19日
◎池田先生の韓国SGI本部訪問25周年を祝賀
原田会長をはじめ訪韓団が、首都ソウルの韓国SGI本部を訪問。池田大作先生の同
本部訪問25周年を祝賀し、記念碑除幕式、記念展示開幕式に出席した（写真②）。

20日
◎アメリカ・東部方面が幹部会を開催
アメリカSGIの東部方面代表幹部会が20日（現地時間）、ニューヨーク市のコロン
ビア大学アルフレッド・ラーナー・ホールで開催。谷川SGI副会長、アメリカSGIのア
ディン・ストラウス理事長をはじめ、東部方面の約1300人が出席した（写真③）。

15日
◎世界平和祈念 戦没者追善勤行法要
78回目の「終戦の日」を迎え、創価学会青年部は「世界平和祈念 戦没者追善勤行
法要」を東京・信濃町の広宣会館で開催した。

2 0 2 3 年 の 足 跡
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19、20日
◎沖縄で「青年不戦サミット」
「青年不戦サミット」（第32回青年平和連絡協議会）が沖縄で開催された（写真④）。

24日
◎南アジア・韓国の最高協議会
南アジア・韓国最高協議会が、マレーシアの首都クアラルンプールで開催され、原
田会長、谷川主任副会長らが、インド、タイ、マレーシア、シンガポール、インドネシ
ア、韓国の代表と出席した（写真⑤）。

3日
◎「世界青年サミット」「世界青年交流交歓会」を開催
44カ国・地域の青年リーダーが集い、「世界青年サミット」が、東京・新宿区の金舞
会館で開かれた。続いて、日本の未来部と青年部の代表が加わり、「世界青年交
流交歓会」が行われた（写真⑥）。

23日
◎北京で日中平和友好条約締結45周年の記念レセプションに学会代表が出席
中国人民対外友好協会と中日友好協会の主催による、日中平和友好条約締結45
周年の記念レセプションが、北京市内の釣魚台国賓館で行われ、谷川主任副会
長、橋口副女性部長ら訪問団が出席した（写真⑦）。

31日
◎2024年の活動方針を決定
最高議決機関である総務会が東京・新宿区の総本部で行われ、2024年「世界青
年学会　開幕の年」の活動方針および平和・文化・教育運動の大綱を決定した。

15日
◎池田大作先生が逝去
池田大作先生が15日夜半、老衰のため、東京・新宿区内の居宅で逝去した。95歳
の生涯であった。

17日
◎大誓堂完成10周年を祝賀　広宣流布誓願勤行会
11・18「創価学会創立記念日」と「広宣流布大誓堂」完成10周年を祝賀する誓願
勤行会が、東京・信濃町の広宣流布大誓堂で開催された。

23日
◎池田大作先生の創価学会葬を執り行う
池田大作先生の「創価学会葬」が豊島区巣鴨の東京戸田記念講堂を中心に､ 47
都道府県の約1000会館を中継で結んで厳粛に執り行われた（写真⑧）。

10日
◎音楽隊「創価ルネサンスバンガード」がマーチングバンド全国大会で特別演奏
第51回「マーチングバンド全国大会」がさいたま市で行われ、全国大会で２回連続
の「グランプリ」を獲得した音楽隊・創価ルネサンスバンガードが、同大会の最高
栄誉とされる特別演奏演技を披露した（写真⑨）。

N O V E M B E R11月

D E C E M B E R12月

O C T O B E R10月

写真⑤
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　2023年は、「平和の文化」を構築す

る取り組みの幅広い展開、核兵器の

廃絶に向けた連帯の拡大、気候変動

対策などの推進とSDGs（持続可能な

開発目標）達成の支援、「人権文化」

構築への尽力、ジェンダー平等と女性

のエンパワーメントの推進、地域の

ネットワークと国際的な連帯を生か

した人道活動の展開に取り組んだ。

　創価学会は､国連が1999年に｢平和

の文化に関する宣言と行動計画｣を採

択して以来､主要な取り組みの一つと

位置付けてきた ｢平和の文化｣ の構築

を､多角的に促進している｡

（1）女性平和委員会が

「平和の文化」構築を促進

①『私がつくる「平和の文化」』を発信

　女性平和委員会は、2019年、「平

和の文化に関する宣言と行動計画」

採択20周年を機に、聖教新聞に「私

がつくる平和の文化」の連載を開

始。「平和の文化」の内実となる「多

様性の尊重」や「男女平等」「子ども

の権利」など多角的なテーマのもと、

各界の識者へのインタビューを掲載

してきた。2020年からはさらに、実

践的に取り組む方々に話を聞き、読

者が自身に置き換えて「平和の文

化」の主体者として考える内容を掲

載した。

　2022年7月3日には、2021年掲載分

を収録した冊子（非売品）を発刊。さ

らに、加筆・再編集された書籍『私がつ

くる「平和の文化」』が潮出版社から

発刊された。

　2023年7月、創価学会公式サイト

に、女性平和委員会の取り組みを紹

介する特設ページが開設され、「平和

の文化」の構築をはじめとする、同委

員会が各分野で推進してきた活動を

概説している。

②「平和の文化講演会」を開催

　女性平和委員会は、有識者を講師

に招いて「平和の文化講演会」を各地

で開催した。

　7月5日、東京では、日本大学教授で

子ども政策が専門の末冨芳氏が、「こ

どもの幸せとこども基本法、こども家

庭庁体制」と題して講演。11月5日、

沖縄では、学校教育学博士で元小学

校校長の新垣千鶴子氏が、「子ども

ができる“最高の自分づくり”」と題し

て講演した。

（2）青年部主催の「世界平和祈念

戦没者追善勤行法要」を開催

　78回目の「終戦の日」を迎えた8月

15日、創価学会青年部主催の「世界平

和祈念　戦没者追善勤行法要」（51回

目）が、東京・新宿区の総本部で開催

された。　　

　同法要は池田大作先生の提案で、

1973年に始まった。全世界の戦争犠

牲者の追善を行うとともに、不戦と平

和への決意を新たにした。

1「平和の文化」構築

女性平和委員会主催の「平和の文化講演会」で末冨芳
氏が子どもの幸福を巡って講演（7月、東京）

S E P T E M B E R9月

●女性平和委員会
　特設ページはこちら

写真④
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（3）戦争・被爆体験の継承活動

①沖縄青年部が不戦の誓いを継承

　「慰霊の日」の6月23日、沖縄青年部

主催のピースフォーラムを開催。ノル

ウェーの平和学者で、核軍縮を推進す

る国際プロジェクト「国際平和と理

解」のアスラ･トーヤ博士とアレクサン

ダー･ハラン教授が講演した。講演

に先立ち、両者は戦争体験者が描い

た「沖縄戦の絵」の展示などを見学。

トーヤ博士は「沖縄で“忘れないこと”

の大切さを改めて学んだ」と述べ、歴

史の継承とともに、多様な文化の理

解に努めていく重要性を語った。ハ

ラン教授は、異なる立場にある国家や

人々とも、平和に向けたビジョンを共

に学び、共有する対話が重要であると

指摘した。

②広島・長崎で被爆証言会

　78回目の ｢原爆の日｣ を迎えた8

月、広島と長崎をはじめ全国で、原爆

投下時刻（広島は6日午前8時15分、

長崎は9日午前11時2分）を中心に、

原爆犠牲者・戦没者の冥福を祈念す

るとともに、核廃絶を誓う祈りがさ

さげられた。

　広島では、6日に、広島女性平和

委員会が主催する第20回「被爆体験

を聞く会」を開催。小倉桂子氏（平和

のためのヒロシマ通訳者グループ代

表）の被爆証言映像が上映され、「私

たち被爆者の思いは、自分たちが経

験した恐怖を他の人たち、未来の子

や孫に二度と味わわせてはならない

ということです」と訴えた。小倉氏の

被爆証言は日本語と英語で世界に発

信された。また同日、平和の心を深

める催し「ピースデイ」と「ピースフェ

スタ」が開催され、家族や未来部員な

どが集った。

　8日に行われた第190回「広島学講

座」では、「福山空襲を記録する会」

の藤井和壽氏が「大陸に渡った少年

たち―満蒙開拓青少年義勇軍」と題

して講演を行った。

　長崎では、4日、原爆投下の歴史

を子どもたちと学び伝える「ピースウ

オーク」を開催。9日に行われた「世

界平和祈願勤行法要」では、席上、北

野久仁子さんの被爆証言映像を視

聴。「もう二度と、世界で誰一人とし

て被爆者をつくらないでほしい―こ

れが、私たちの切なる願いです」との

訴えを学び記憶した。また同日、オ

ンラインで長崎青年部の「ピース

フォーラム」を行った。

（4）青年部「SOKAグローバルアク

ション2030」

①青年不戦サミット

　平和構築の方途を具体的に討議す

る場として1989年から行っている伝

統の「青年不戦サミット」（第32回青

年平和連絡協議会）が、8月19、20

の両日、沖縄で開催され、全国の青

年部の代表らが集った。

　参加者は19日、読谷村の自然壕

「チビチリガマ」を訪問し、ガイドの

案内で沖縄戦の悲惨な歴史を学ん

だ。また恩納村の沖縄研修道場

で、池田先生の提案によってアメリ

カの核ミサイルの発射台跡が「世界

平和の碑」へと生まれ変わった史実

等を学び、師の平和闘争に連なる

決意を深めた。その後、那覇市の

沖縄国際平和会館で各地の取り組

みを共有し、今後の平和運動を展

望した。

　20日には、沖縄戦最後の激戦地で

ある糸満市摩文仁の平和祈念公園

を訪れ、「平和の礎」で戦争犠牲者

へ献花。ひめゆり平和祈念資料館

で講話を聴講し、展示を観賞した。

②各地でフォーラム

　 東北青 年部主催の青 年平和

フォーラムが４月23日、宮城県の登

米文化会館（午前）と古川文化会館

（午後）で行われた。社会学者で東

京大学大学院准教授の開沼博氏が

「人間に寄り添う創価学会の原動

力」と題して講演。国家と個人を結

ぶ「中間集団」として学会が果たす

役割について言及し、温かな励まし

が息づく学会の運動に大きな期待を

寄せた。

　また、兵庫青年部主催の「ピース

チャレンジフォーラム」が9月3日、神

戸市の関西国際文化センターで行わ

れた。学生部の平和アンケートの

結果発表、ウクライナ避難民の代表

による避難体験報告の後、神戸学院
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大学の岡部芳彦教授が「今、兵庫か

らできること」と題して講演した。

（5）日中平和友好条約締結45周年

を記念する日中友好の取り組み

　日中平和友好条約締結45周年の

2023年、池田先生が築いた日中友好の

「金の橋」を万代に継承するべく後継

の青年を中心に取り組みが行われた。

　周恩来総理と池田先生の友誼の歴

史と精神を学ぶ一環として重ねられ

てきた、創価学会青年部と駐日中国

大使館の若手外交官らとの交流会が

6月13日、東京・港区の駐日中国大使館

で開催された。

　また、10月26日、東京・八王子市の

創価大学で行われた同交流会では、

「日中の青年が平和推進のために協

力できること」などのテーマでディス

カッションを行った。　

　一方、中華人民共和国駐名古屋総

領事館の招へいで、創価学会中部青

年訪中団の一行22人が11月17日から

25日まで訪中。20日、北京市内の中

国人民対外友好協会を訪問し、同協

会の袁敏道副会長、張孝萍中日友好

協会副秘書長らと会見した。

　また、日中平和友好条約締結45周

年を記念する「桜よ海棠よ永遠に―

周恩来と日中友好写真展」が北海道、

愛知、福岡、新潟、長崎で開催。東京

富士美術館（八王子市）では、海外文

化交流特別展「世界遺産　大シルク

ロード展」が行われた(9月～12月)。

（6）宗教間・文明間対話

　宗教間対話を推進する国際的ネッ

トワーク「世界宗教会議」の世界大会

が、「良心への呼びかけ―自由と人

権の擁護」をテーマに、北米最大の

会議場である、シカゴのマコーミック

プレイスで開催された。（8月14日～

18日）

　開幕式にはグテーレス国連事務総

長がビデオメッセージを寄せた。諸

宗教の代表が登壇し、人権を守るた

めに宗教が果たすべき使命を巡り、意

見を交わした。14日には創価学会主

催のシンポジウムが行われ、日蓮仏

法、池田先生の思想を踏まえながら、

社会と個人が協力して人権を向上す

る方途を議論した。

　ドイツの首都ベルリンでは国際会

議「平和への勇気の声を―宗教と文

化の対話」（主催＝聖エジディオ共同

体）が開かれた（9月10日～12日）。世

界40カ国以上から集ったキリスト教、

イスラム教、ユダヤ教、ヒンズー教など

の関係者らと共に、創価学会の代表

が参加。分科会に登壇した。

　

　2023年は、核兵器使用のリスクが

冷戦後で最も高まり、核兵器をめぐる

国際情勢が厳しさを増す中、核軍縮

および核兵器廃絶に向けた議論の促

進が喫緊の課題となった年であった。

こうした状況を踏まえ、核兵器のリス

ク低減の方途として、池田先生が「緊

急提言」で提唱した「核兵器の先制不

使用」の原則の議論を、国際会議への

参加や関連行事の開催を通じて促進

した。また核兵器禁止条約に定めら

れている、核被害者への援助等に関

する取り組みを推進、さらに軍縮教

育の重要性を訴える等、条約の普遍

化に尽力した。自律型兵器システム

（AWS）の問題においては、各種国際

会議に参加し、同兵器の禁止と法規

制に向け、倫理面から議論に貢献す

るとともに意識啓発の取り組みを推

進した。

（1）広島G7ユースサミット

　4月25日から27日の3日間にわたり、

ICAN（核兵器廃絶国際キャンペーン）

が主催し、広島大学平和センター、SGI

（創価学会インタナショナル）等が共

催した広島G7（主要7カ国）ユースサ

ミットが広島大学キャンパスで開催。

世界19カ国・地域から、50人のユース

代表が参加し、気候変動、社会的差別

など多様な観点から、核兵器の非人

道性に関するプレゼンテーションや

ワークショップが行われ、活発な議論

が交わされた。また、広島平和記念

資料館にて、8歳の時に広島で被爆し

た小倉桂子氏の被爆証言を聴講。氏

は次世代への継承の重要性を訴え、

大きな期待を寄せた。また、サミット

参加者の代表による公開セッション

2 核兵器廃絶

「青年不戦サミット」に集った全国の青年部の代表ら
が、平和祈念公園で戦没者の氏名を刻んだ「平和の
礎」に献花（8月、沖縄）

ウクライナ避難民の代表を歓迎して行われた兵庫青年
部の「ピースチャレンジフォーラム」（9月、兵庫）

被爆証言の映像を視聴し、平和の連帯を広げゆくこと
を誓い合った長崎青年部のピースフォーラム（8月、オ
ンライン） 首都ベルリンで行われた宗教間の国際会議。

世界40カ国以上から集った宗教関係者らと共に学会
代表が出席（9月、ドイツ）

第190回「広島学講座」で「福山空襲を記録する会」の
藤井和壽氏が講演（8月、広島）

ICAN主催の広島G7ユースサミット。
最終日には、G7サミットに向けた声明が発表された
（4月、広島）
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「核兵器のない世界に向けた若者の

役割」が行われ、最終日には、G7広島

サミット（5月19日～21日）に向けた

ユース声明が発表された。

　3月29日には、東京・八王子市の創

価大学にて、G7サミットに向けた政

策提言国際会議が開催。本会議は

G7研究グループと同大学が主催し、

IAMC（多文化共生のための国際アカ

デミー）、SGIが共催した。安全保障

と持続可能性の推進をテーマに議

論が行われ、SGIの代表は、池田先

生の平和提言を紹介し、G7サミット

で、核兵器の先制不使用宣言を検討

することなどを提案。本会議の最後

には、G7サミットへの提言がまとめ

られた。

（2）第11回NPT再検討会議第1回

準備委員会

　7月31日から8月11日にかけて、オース

トリアのウィーン国際センターにて、第

11回NPT（核兵器不拡散条約）再検討

会議第1回準備委員会が開催され、

SGIの代表が参加。会期中に、SGIと

して、国連代表部や他の市民社会団体

と以下3つの関連行事を共催した。

①核実験の人道的影響をテーマにし

た関連行事

　8月1日、在ウィーン国際機関カザフ

スタン共和国政府代表部、同国の

NGO「国際安全保障政策センター

（CISP）」との共催で「カザフスタンに

おける核実験の壊滅的な結末―当

事者が語る歴史」と題した関連行事

を開催。同国の旧セミパラチンスク

核実験場の近郊で生まれ育ったドミ

トリー・ベセロフ氏が登壇し、健康被

害をはじめ核実験の影響を大きく受

けている現状と、核兵器の危険性に

ついて赤裸々に語った。また同国外

務省のバイスアノフ国際安全保障局

長等が挨拶し、核兵器廃絶への具体

的な行動をと呼びかけた。

②「核兵器の先制不使用」をテーマに

した関連行事

　8月3日、核軍縮・不拡散議員連盟

（PNND）、核時代平和財団との共催で

「核兵器の先制不使用―核軍縮へ

の道」と題した関連行事を開催。SGI

の代表が進行を務め、核軍縮の専門

家等を交えてのパネルディスカッショ

ンが行われた。核軍縮への進展が見

られない現状を打開し、各国間の信

頼醸成および核兵器使用のリスクを

低減させるためには、核兵器の先制

不使用の確立が重要である等、活発

な議論が交わされた。

③「被爆体験の継承」をテーマにした

関連行事

　8月7日、IPPNW（核戦争防止国際

医師会議）、ニュークリア・ユリカ等と

の共催で「グローバルユース（青年）と

の対話―被爆体験の継承」をテーマ

に関連行事を開催。小倉桂子氏の被

爆証言を視聴した後、被爆体験の継

承をテーマに、各地域のユース代表に

よるパネルディスカッションが行われ

た。長崎から参加したSGIの代表は、

現地での平和運動について紹介。本

行事はハイブリッド形式で行われ、世

界各地の若者が参加した。

（3）「核兵器の人道的影響と中央

アジア非核兵器地帯」地域会議

　8月にカザフスタンで「核兵器の人

道的影響と中央アジア非核兵器地

帯」と題した地域会議が開催され、中

央アジアのカザフスタン、キルギス、

タジキスタン、トルクメニスタン、ウズ

ベキスタンの政府代表らが参加した。

本会議はカザフスタンの外務省、

CISP、赤十字国際委員会（ICRC）、

ICANとSGIが主催したもの。「中央ア

ジア非核兵器地帯条約」に署名、批准

した５カ国が、核軍縮および不拡散の

さらなる推進とともに、核兵器禁止

条約（TPNW）の持つ重要な価値を共

有する機会となった。

（4）核兵器禁止条約第2回締約国会議

　11月27日から12月1日まで、アメリ

カ・ニューヨークの国連本部にて、核兵

器禁止条約第2回締約国会議、ならび

に同会議に先立ちICAN主催の市民会

議がニューヨーク市内で開催され、

SGIの代表が参加。締約国会議では、

核兵器の非人道性をはじめ、条約に

基づく被害者援助、環境修復、国際協

力、普遍化等について具体的な議論

が交わされ、核兵器の禁止を支持し、

廃絶を誓う政治宣言が採択された。

　会期中、SGIとして以下の取り組み

を実施した。
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①作業文書の提出、声明の発表

　締約国会議に際し、SGIは「ウィー

ン行動計画推進のための平和・軍縮

教育の役割」に関する作業文書を提

出し、議場においてSGIの代表が発表

した。同文書は、国連文書「TPNW/

MSP/2023/NGO/18」として国連の

ウェブサイトに登録されている。また

他の信仰を基盤とした団体（FBO）と

共に、核兵器に反対し廃絶を求める

宗教間共同声明を起草し、議場にて

SGIの代表が発表した。同声明は115

団体が賛同し、締約国会議のデラフ

エンテ議長（メキシコ）に手渡された。

またSGIの青年代表が起草に携わった

「ユース声明」も発表された。

②関連行事の開催

　11月28日、国連本部内で、カザフス

タン共和国国連代表部、CISP、ICAN

との共催で「私は生き抜くー語られざ

るセミパラチンスクー」と題した関連

行事を開催。CISPとSGIが制作した、

カザフスタンの核実験被害者の証言

をまとめたドキュメンタリー映画が上

映、初公開された。同国核実験被害

者の第三世代であるアイゲリム・イェ

ルゲルディ氏が登壇し、核実験による

自身の健康被害について語り、闘病

を続ける心の葛藤を赤裸々に語っ

た。また同国外務省のバイスアノフ

国際安全保障局長等が挨拶し、核兵

器廃絶への更なる取り組みの推進を

と呼びかけた。

　また同日、ニューヨーク市内で

「ユース締約国会議」が開催され、世

界各地から青年が集い、SGIの青年

代表も参加。被爆証言の聴講やワー

クショップを通して、核廃絶のための

行動を約し合った。

③展示の開催

　イギリスのNGO「80000Voices

（８万人の声）」とSGIが共同制作して

いる「被爆者の肖像ー80年の記憶」

の展示作品の一部を、締約国会議に

あわせ国連本部内で紹介。本展示

は、広島・長崎の被爆者の肖像と証言

で構成されている。

（5）自律型兵器の社会的・人道的

影響に関するラテンアメリカ・カリ

ブ海地域の政府間会議

　2月にコスタリカ政府が、自律型兵

器の社会的・人道的影響に関するラ

テンアメリカ・カリブ海地域の政府間

会議を同国で主催し、政府関係者や

国連、国際機関とともに、市民社会の

一員としてSGIの代表が参加。倫理

的観点から自律型兵器の問題点を

指摘する声明を発表した。会議の

最終日には33カ国の支持を得て、同

兵器の禁止および法規制に向けた

交渉開始を求める共同声明が採択。

また、本会議の直前には、国際ネット

ワーク「ストップ・キラーロボット」が

「デジタルによる非人間化」に関する

問題をテーマにした会議を主催。

SGIの代表が参加し、世界各地のパー

トナー団体との連携強化を図り、議

論に貢献した。

（6）カリブ共同体会議

　9月にトリニダード・トバゴで開催さ

れた、自律型兵器が人間に及ぼす影

響を巡るカリブ共同体（カリコム）の

会議にSGIの代表が参加。本会議

は、カリコム犯罪・安全保障問題実施

機関が、トリニダード・トバゴ司法長

官局、ストップ・キラーロボット、SGI

と共同して主催したもの。自律型兵

器に関する国際人道法や国際人権

法上の懸念、法規制の必要性等が議

論された。オープニング、ならびに交

差性をテーマにしたセッションでは

SGIの代表が登壇。会議の最終日に

は、同兵器の禁止・規制に向け、法的

拘束力のある文書を策定する国際交

渉に各国が参加するよう呼びかける

宣言が採択された。

（7）国連総会第1委員会に合わせて

自律型兵器に関する展示を開催

　「自律型兵器システム」の問題への

理解を深める新たな展示「オートメー

ティド・バイ・デザイン（仕組まれた自

動化）」の開幕イベントが10月13日、国

連総会第1委員会に合わせアメリカ・

ニューヨーク市内にて開催された。

ストップ・キラーロボット、アムネス

ティ・インターナショナル、SGIの共同

主催により、各国の外交官、国連関係

者、市民社会の代表を招いて開催。

席上、SGIを含む主催団体の代表が

挨拶した。展示では、自律型兵器の

歴史をたどるほか、機械による標的の

選別がいかに非人間的な結末をもた

らすかを示すなど、若い世代にもア

中央アジア非核兵器地帯5カ国の政府代表が出席し
た地域会議。カザフスタン共和国の外務省等とSGI
が共同主催した（8月、カザフスタン）

NPT再検討会議準備委員会でIPPNW等とSGIが共同主
催した関連行事。世界各地をオンラインで結んで行わ
れた（8月、オーストリア）

核兵器禁止条約第2回締約国会議にてSGI等が主導し
て起草した宗教間共同声明を発表（11月、アメリカ・ニ
ューヨークの国連本部）

自律型兵器システムの問題への理解を深める新展示
の開幕イベント。各国の外交官、国連関係者、市民社会
の代表が参加（10月、アメリカ）
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アマゾン創価研究所と地球憲章インタナショナルが、環境
教育等における提携協定を締結。席上、池田先生とSGIに
顕彰が贈られたほか、記念の植樹を実施（6月、ブラジル）

サミットを経て同年の国連総会で採

択され､ 2005年から14年まで､同10

年が実施された｡

　これを支援する目的で､ 2010年よ

り｢希望の種子｣展を40カ国・地域で、

また国内で2011年から｢わたしと地球

の環境展｣を開催した｡

　2021年1月には新展示「希望と行動

の種子」展を制作・発表。SDGsの目

標4（質の高い教育をみんなに）のター

ゲット4．7の達成に貢献するため、ま

た国連教育科学文化機関（ユネスコ）

による新たな国際枠組み「持続可能

な開発のための教育：SDGs達成に向

けて（ESD for 2030）」を推進するツー

ルとして、学校での授業の場を含めて

活用されている。

　国連気候変動枠組条約第26回締

約国会議（COP26）に併せて開催した

イギリス・グラスゴーでの展示会をは

じめ、2023年末時点で15カ国・地域

で使用されている。

（2）SDGsや気候変動問題に関する

啓発ツールを活用して、個々人の

取り組みを支援

　深刻化する気候変動問題の意識啓

発のために映像作品『「気候危機」を

乗り越えゆくための挑戦』を制作。

創価学会公式YouTubeチャンネルで

一般公開している。

　また、創価学会として、テレビ番組

「知りたい！SDGs」（2019年10月から

BSフジ）、「野生動物を救え！」（2021

年4月からBS日テレ）、「全力イノベー

ターズ～ SDGsに挑むZ世代～」（2022

年4月からテレビ東京およびBSテレ

東）に提供し、SDGsの達成に向けて

取り組む人々を紹介している。「知り

たい！SDGs」「全力イノベーターズ～

SDGsに挑むZ世代～」は、過去に放映

された番組がインターネットで視聴可

能となっている。

（3）国内外のFBO（信仰を基盤とし

た団体）等と連携して、SDGs達成

や気候変動対策における宗教の役

割に関する議論に貢献

　ワールド・ビジョン､アクト・アライア

ンス､イスラミック・リリーフ､ありがと

うインタナショナル､ SGIの5団体に

より2018年に発足した､ ｢持続可能

な開発のためのアジア太平洋FBO連

合（APFC）｣の活動を通じて､開発・人

道分野における宗教の役割に関する

議論を推進している｡ また2023年7

月と11月には、気候変動問題に取り

組む国際的な宗教間ネットワーク

「グリーンフェイス」による、日本国内

での宗教間対話イベントの開催を支

援した。

　同年10月には、「宗教と持続可能

な開発のためのパートナーシップ

（PaRD）」がドイツ・ベルリンで開催し

た年次会合に参加した。PaRDはドイ

ツ対外経済協力省の支援で2016年に

設立。途上国などの現場で開発や人

道の活動を行うFBOのネットワークと

しては世界最大規模のもの。

（4）地球憲章インタナショナル等と連

携し、SDGs啓発アプリ「マプティン

グ」を用いての意識啓発活動を展開

　地球憲章インタナショナルと共同

制作したSDGs啓発アプリ｢マプティン

グ｣は､これまでに世界100カ国以上で

利用され､大学等の授業の場でも活

用されている｡

（5）ブラジルSGIの「創価研究所

―アマゾン環境研究センター」の

活動を支援し、森林再生にも貢献

　ブラジルSGIの「創価研究所―ア

マゾン環境研究センター」（アマゾン

創価研究所）は、池田先生の “アマゾ

ンを守ることで人類の生存を守る”と

の構想のもと、1992年に設立。「環

境教育」「研究支援」「アマゾンの種

子の保存」に力を注いできた。

　2022年2月には、社会の諸課題

解決に向けて国連と協働する企業・

団体の集まりである「国連グローバ

ル・コンパクト」の、ブラジル・アマゾ

ナス州を拠点とするグループ「アマ

ゾナスSDGsハブ」が発足。同研究

所は要請を受け運営事務局を担っ
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ピールする内容となっている。また第

１委員会においてSGIは、「人道的軍

縮」、「ジェンダー、交差性、軍縮」、「武

力紛争に関連する環境保護」、「青年

と軍縮教育」に関する共同声明に、そ

れぞれ署名した。

　11月1日には、同委員会において、自

律型致死兵器システムに関する初の

決議案が164カ国の支持を得て採択

され、武力行使に対する人間による

有意の制御を確保するための法的枠

組みへの道筋を示す一歩となった。

（8）「核兵器なき世界への連帯」展

　ICANの協力を得てSGIが制作した

「核兵器なき世界への連帯」展は、

2012年8月、広島での初開催以来、世

界21カ国90都市以上で開催されて

いる。

　本年は、メキシコをはじめ、国内で

は、埼玉・坂戸市、東京・狛江市で順

次、開催された。

　メキシコでは、「トラテロルコ条約

（ラテンアメリカ及びカリブ核兵器禁

止条約）」の署名開始56周年の記念

行事にあわせて開催（メキシコ市）。

またメキシコのプエブラ自治大学で

も開催され、開幕式には、メキシコ創

価学会のオルダス理事長と共に、

OPANAL（ラテンアメリカ及びカリブ

地域核兵器禁止条約機構）のボンザ

ニニ事務局長らが出席した。

（9）核兵器とSDGs（持続可能な開発

目標）をテーマにした議論を推進

　「SDGsシネマシリーズ」（※概要は

35ページの 3（9）を参照）の第13回と

して、上映会を本シリーズでは初めて

対面形式で開催した（8月）。上映作

品は『8時15分　ヒロシマ　父から娘

へ』（2020年制作）。広島に投下され

た原子爆弾を至近距離で被爆した美

甘章子氏の父の凄絶な体験をつづっ

たノンフィクション映画で、地獄のよ

うな状況にあっても生きることを諦め

なかった父の思いと、父から娘へと受

け継がれた平和へのメッセージを描

いている。上映後には、同作品の制

作総指揮を務めた美甘氏が、アメリカ

からオンラインで講演。美甘氏は、同

作品の制作に至った経緯について語

り、同じ地球民として共存する道を考

え、世界に平和の連帯を広げていき

たいと訴えた。続いて、美甘氏と大学

生、高校生の代表がトークセッション

を行い、核兵器廃絶に向けた活動に

ついて紹介するとともに活発な意見

交換を行った。本行事は、SDGsの

目標4（質の高い教育をみんなに）を

はじめ、16（平和と公正をすべての人

に）等に関わる内容となった。

（10）学生部による平和意識調査

　男女学生部では、8月6日から9月

17日まで、学生平和意識調査「Piece 

for Peace」を実施し、全国の学生世代

2533人から回答を得た。昨年（2022

年）に実施した意識調査の回答との

比較分析も行っている。

　調査結果によると、「広島、長崎に

原爆が投下された日」、「日本の終戦

記念日」に関する設問では、正しく答え

られた人の割合は、広島が75％、長崎

が73％で、ともに昨年よりやや向上し

た。その一方で、終戦記念日は66％と

昨年よりやや低下した。「日常生活で

核兵器について考えるか」との設問で

は、「頻繁に考える」「たまに考える」

と回答した人が、昨年と同様60%を

超え、核兵器に対する意識は、一定程

度広がっていることがうかがえた。

核兵器の存在についての考えを問う

設問では、昨年と同様、70％以上が

「いかなる場合も不要」と回答した一

方で、抑止や安全保障の観点から核

兵器が「必要」、あるいは「わからな

い」と回答した人が約27%と一定数い

ることから、核兵器使用の実相を伝え

る等、意識変革、教育活動の重要性が

うかがえる結果となった。また核兵

器の廃絶の可能性については、約67％

が「わからない」「不可能」と回答した。

　今回、新たに設けた「グローバル・ヒ

バクシャ」（核実験、核兵器の製造過

程等において被害を受けた世界の

人々）について知っているかを問う設

問では、知っていると回答した人は

22％にとどまり、認知度の低さがうか

がえた。

　2015年に国連で制定された「持続

可能な開発目標（SDGs）」は、「誰も取

り残さない」との理念を掲げている。

この理念に呼応して、創価学会では

SDGsの普及・啓発や、一部の目標へ

の具体的な取り組みを推進している。

（1）各種展示を通じて草の根の意識

啓発

　創価学会は､ 2002年の環境開発

サミットの準備プロセスにおいて､国

連による ｢持続可能な開発のための

教育（ESD）の10年｣の制定を提唱｡ こ

のアイデアは日本の市民社会からの

共通の声として､日本政府が正式に

国際社会に提案するところとなり､同
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SDGs （　　  ）持続可能な

開発目標 

●『「気候危機」を乗り越え
ゆくための挑戦』の視聴は
こちら

●両番組の視聴はこちら

環境展示「希望と行動の種子」を国内外で開催。持続
可能な社会の創造に向けて、若者が中心となり、地域
に連帯が生まれる（8月、インドネシア）

SGIの代表が、「宗教と持続可能な開発のためのパートナ
ーシップ（PaRD）」の年次総会で登壇。宗教者が開発・人
道に果たす役割などについて議論した（10月、ドイツ）
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ている。

　2023年6月には、アマゾン地域の民

間団体として初めて、地球憲章インタ

ナショナルと連携協定を締結。青年

育成のための環境教育などで協力を

強化している。

（6）アフリカにおける森林再生や

女性のエンパワーメントを支援

　西アフリカ・トーゴにて、国際熱帯

木材機関（ITTO）との間で共同プロ

ジェクトを2020年9月に始動した。貧

困地域で生活する女性たちに、森林

の管理や回復方法などの知識の提供

や、技術支援が随時実施されている。

これまで150人を超える女性が研修

を受講し、約35ヘクタールで森林再生

に着手した。農作物の生産や森林の

再生を通して、自然環境の改善だけで

なく、女性の生活の向上、食料の安定

的確保に貢献している。

　SDGs目標1（貧困をなくそう）、5

（ジェンダー平等を実現しよう）、13

（気候変動に具体的な対策を）、15（陸

の豊かさも守ろう）の推進につながる

取り組みとなっている。

（7）「再エネ100宣言　RE Action」へ

の参加

　「再エネ100宣言　RE Action」は、

2050年を目指して使用電力を100％

再生可能エネルギーに切り替えるこ

とを宣言・実践して、太陽光や水力な

どの再生可能エネルギーの利用を広

く促すネットワークである。　　　　　　　　　　　　　　

　創価学会は2020年5月、これに参加

した。総本部をはじめ全国の会館な

どで、再生可能エネルギーへの100%

転換を目指した取り組みが開始され

ている。

（8）気候変動枠組条約第28回締

約国会議（COP28）への参加

　11月30日からアラブ首長国連邦の

ドバイで開催されたCOP28に、日本

のほかスイス、イギリス、イタリア、イン

ドの代表が参加した。

　期間中、公式関連行事として気候

変動の適応に関するイベントをグ

ローバル防災ネットワーク（GNDR）

等と共同主催。またその他、今回

初めて開設された「信仰パビリオ

ン」においていくつかのイベントを

開催した。

（9）SDGsシネマシリーズの開催

　映画の視聴を通じてSDGsについて

学ぶイベントシリーズを継続した。

2023年は計3回開催し、映画の上映

会や、有識者による講演会などを、オ

ンラインも活用して実施した。

①映画『ラジオ・コバニ』／

講演：アナス・ヒジャズィ氏

②映画『ふたり〜あなたという光』／

講演：三間瞳氏（BP&Co.株式会社 代

表取締役）

③映画『8時15分 ヒロシマ 父から娘

へ』／講演：美甘章子氏（著述家）

（10）各種ネットワークへの参加

　創価学会は、日本におけるSDGs

普及と推進を目的に設立された

「SDGs市民社会ネットワーク」や、気

候変動対策に積極的に取り組む企

業や自治体､ NGOなどが参加する

ネットワーク｢気候変動イニシアティ

ブ（JCI）｣ に参加している｡ またSGI

ユースの代表は、2024年3月に国立

競技場にて予定されている「未来ア

クションフェス」の実行委員会に参

加し、核兵器廃絶および気候変動対

策という２大テーマについて、他団

体の代表と共に協議を進めている。

（11）「未来をひらくSDGsフォーラム」

を開催

　女性平和委員会は、世界の現状を

学び、日常の様々な工夫や努力の語ら

いを通して、変革の主体者としての意

識を広げることを目指し、「SDGs 

フォーラム」をはじめとする講演会を

全国各地で行った。

　福岡では6月10日と18日にフォー

ラムを開催。ローカルフードサイク

リング株式会社代表のたいら由以

子氏の講演（10日）では、家庭から出

る生ゴミを堆肥として再利用する

“LFCコンポスト”について紹介。「わ

が家の台所から、環境と健康を守る

一歩を踏み出していきましょう」と

語った。また、9月10日に行われた

「ピースフォーラム」では、長崎大学

核兵器廃絶研究センターの中村桂

子准教授が「核兵器なき未来へ」と

題して講演した。

　静岡では7月30日、静岡産業大学

教授の小泉祐一郎氏が「SDGs（持続

可能な開発目標）とまちづくり」と題

して講演。全国のまちづくりの取り

組みを紹介しながら、地域を活性化

するには、女性の共感力に満ちた行

動が重要であると強調した。

　その他多くの地域で、それぞれの舞

台でSDGsの推進に尽力する女性平

和委員会の代表の模様が活発に報告

された。

　「若者」を焦点とする世界人権教育

プログラム第4段階（2020-2024）の

推進を後押しするため、国連人権高

等弁務官事務所（OHCHR）、アムネス

ティ・インターナショナルとともに、映

像「チェンジメーカー：若き人権教育

者のストーリー」を制作した。国連人

権理事会では、「人権教育学習NGO

作業部会」のメンバーとして、共同声

明の起草や発表に尽力。さらに、

「ジェンダー平等」のための取り組み

として、国連主催の宗教間シンポジウ

ムの運営・企画や、女性や若者のリー

ダーシップをテーマとする行事の開

催を行った。

（1）国連主催 第9回 宗教間シンポ

ジウムを共同主催

　１月、「国際問題における宗教及

び信仰を基盤とする団体（FBO）の役

割」をテーマにシンポジウムがオン

ラインで開催された。本行事は、

2015年より、国連の「宗教と開発に

関する機関間協力タスクフォース」

がキリスト教系の団体とともに毎年

開催してきたもので、第9回となる本

年は、7つのFBOおよび国連開発計

画（UNDP）とともにSGIが共同主催

した。人間の安全保障を巡るセッ

ションでは、創価大学のフィスカーネ

ルセン・アネメッテ准教授が登壇し、

創価学会の仏教の実践と社会変革

との関連性や、池田先生の平和への

提言などを取り上げた。

（2）ウィメンデリバー

　7月、世界最大級のジェンダー平等

や女性の健康と権利に関する国際会

議「ウィメンデリバー」がルワンダの首

都キガリで開催された。期間中、

SGIは、二つの関連行事を開催。一つ

目の行事では、カメルーンの団体と協

力し、思春期の若者や若い女性リー

ダーとともに運動を構築する方途を

巡り議論を交わした。二つ目の「ジェ

ンダー平等のための平和」と題する行

事では、「宗教的・伝統的ピースメー

カーのためのネットワーク」、女性難

民委員会、国連財団等と協力して開

催。女性の地位に関するNGOの委員

会を新たに発足させるとともに、平和

と安全保障における女性や若者の役

割を強調する国連決議の理念を、女

性の地位委員会の議論に組み込む方

途を模索した。

（3）国連人権理事会

　9月、スイス・ジュネーブの国連欧州

本部で開催された国連人権理事会第

54会期で、SGIも所属する「人権教育

学習NGO作業部会」が共同声明を提

出し、議場でSGIの代表が声明を発表

した。声明では、同作業部会が提出

した、2025年から始まる世界人権教

育プログラム第5段階に関する提案

書に言及。第4段階の焦点である「若

者」への人権教育がコロナ禍で大きく

阻害されたことを受け、第5段階でも

継続して若者に焦点を当てるよう訴

えた。とりわけ難民・避難民や障が

い者、性的マイノリティーなどの「最も

阻害された環境にいる若者」に焦点

を当てることを提案した。なお、国連

人権理事会は10月、同第５段階の焦

点を「若者と子ども」とすることを決

議した。

（4）「若き人権教育者のストーリー」

プロジェクトの完成披露上映会

　12月、世界人権宣言75周年を記

念するハイレベル行事が国連欧州

本部で開催。冒頭、ヴォルカー・

ターク国連人権高等弁務官が開会

の挨拶を述べ、その後、世界各地の

若者とのコンサルテーションを経て

4 多様性を尊重する
共生社会を建設

西アフリカ・トーゴにおける、国際熱帯木材機関および
地域の女性ネットワークと共同で行う森林再生プロジ
ェクト。気候変動対策に加えて、女性の自立や家族の
生活向上へ貢献（1月、トーゴ）

女性平和委員会による「未来をひらくSDGｓフォーラ
ム」。たいら由以子氏が「半径2㎞の栄養循環とSDGｓ」
とのテーマで講演（6月、福岡）

国連主催第9回宗教間シンポジウム。「国際問題におけ
る宗教及び信仰を基盤とする団体（FBO）の役割」をテ
ーマに開催され、会議では創価大学のフィスカーネル
セン・アネメッテ准教授が登壇した（1月、アメリカ）

SGI代表が国連人権高等弁務官事務所、アムネスティ・
インターナショナルとともに制作した映像「チェンジメ
ーカー：若き人権教育者のストーリー」を紹介した
（12月、スイス・ジュネーブの国連欧州本部）

アフリカでは初の開催となった世界最大級のジェン
ダーの国際会議「ウィメンデリバー」。SGIが主催した
関連行事は多くの反響を呼んだ（7月、ルワンダ）
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まとめられた「ユース宣言」が発表

された。また、OHCHR、アムネス

ティ・インターナショナル、SGIが共

同で制作した映像「チェンジメー

カー：若き人権教育者のストーリー」

の完成披露上映会が開催。SGI、

OHCHR、アムネスティ・インターナ

ショナルの代表がプロジェクトの紹

介を行った。

（5）第6回「ユースフォーラム」を

共同主催

　12月10日「世界人権デー」を記念

し、公益社団法人アムネスティ・イ

ンターナショナル日本と創価学会

平和委員会が、ユースフォーラムを

東京で共同主催した（後援：国連

広報センター、LGBT法連合会、協力：

OHCHR）。第6回となる昨年は、オン

ラインの参加者も含めて約300人が

参加した。

　第1部では、OHCHRのポーリナ・

タンディオーノ氏がメッセージを寄

せ、国連子どもの権利委員会委員の

大谷美紀子氏、立教大学日本手話兼

任講師の佐沢静江氏が講演を行っ

た他、「人権文化構築における若者

の役割」と題するパネルディスカッ

ションが行われた。第2部では、

「チェンジメーカー：若き人権教育者

のストーリー」の映像上映会と分科

会が行われた。

　各地の会員およびその組織は、日

頃から「地域貢献」を掲げて活動を推

進している。信仰を基盤とした地域

ネットワークにより、災害などの緊急

事態への迅速な対応に貢献すること

が可能となっている。

（1）全国各地における災害対応

　東北や九州などでの記録的豪雨

を受け、災害対策本部を設置。学会

本部と被災地間で緊密に連携し、被

害状況の把握、安否確認を実施し

た。また、各地で「かたし隊」と呼称

して清掃ボランティア活動を展開

した。

（2）東日本大震災への対応

①12年間の支援の概要

　2011年3月11日に発生した東日本

大震災に際し、対策本部を設置し、

一時避難所として42会館を提供。

会員・非会員を問わず、約5000人

の避難者を受け入れた。首都圏で

は多くの帰宅困難者受け入れを

行った。

　2011年6月、被災地への物心両面

にわたる長期的な支援を可能にする

ため、復興本部を設置した。あわせ

て東北の被災3県に「復興特区」を

設置。支援業務を継続している。

②心の復興プロジェクト

　2011年以来、復興祈念勤行会等

を継続して開催するとともに、「心

の復興プロジェクト」の活動を継続

している。その一環として、小・中

学校85校の図書贈呈を行ってき

た。さらに創価学会音楽隊は、東

日本大震災や熊本地震などの復興

支援の一環として、2014年から「希

望の絆」コンサートを開催。全国各

地の被災地にも展開して、創価グロ

リア吹奏楽団、関西吹奏楽団、しな

の合唱団、創価ルネサンスバンガー

ドの4団体が、これまで180回を超

える公演を重ね、延べ7万6000人に

励ましを送ってきた。

③教訓の継承

　 3月に仙台市で開催された「仙台

防災未来フォーラム2023」では、東北

創価学会が「音楽のチカラで広げる心

の復興」をテーマに発表を行い、「希

望の絆」コンサートなど、音楽を用い

た復興の取り組みについて共有した。

　同フォーラムに続いて開催された

「世界防災フォーラム2023」では、分

科会「大災害や戦乱からの心理社会

的回復へのアプローチ」をSGIが開

催。SGIの代表とともに、オランダの

NGO「国境なき音楽家」のファビエン・

ヴァン＝エック氏、東京医科歯科大学

の藤原武男教授が登壇し、議論を

行った。

　また東北学生部は、2011年7月か

ら継続的に、被災地の学生を対象と
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した震災意識調査を実施してきた。

東北青年部は、震災の教訓を継承す

る目的で被災者の証言会を随時開

催。その模様は創価学会公式サイト

上でも紹介されている。

（3）防災・減災のための取り組み

　SGIが所属する「防災・減災日本

CSOネットワーク（JCC-DRR）」の取り

組みの一環として、「早期警戒システ

ム」に関する聞き取り調査を熊本県人

吉市、宮城県丸森町などで実施。同

調査をもとに提言を発表した。9月に

神奈川県横浜市で開催された「ぼう

さいこくたい2023」（内閣府等主催）

では、「最新の防災施策に関する市

民社会からの提案」と題した分科会

を他団体と共催。SGIの代表が調査・

提言について報告を行い、市民社会

や企業の代表とともに防災施策の改

善を議論した。

　

　1980年代より、青年部を中心に支

援活動に従事してきた。近年も、「誰

も置き去りにしない」との理念に基づ

き取り組みを進めている。

（1）国連パレスチナ難民救済事業

機関（UNRWA）、国連UNHCR協会

に義援金

　10月からの紛争で、パレスチナ自治

区・ガザ地区において190万人を超え

るパレスチナ難民・避難民が発生

（2023年12月時点）。緊急人道支援と

して、国連パレスチナ難民救済事業機

関（UNRWA）へ、約65,800米ドル（邦

貨約1,000万円相当）の寄付を12月に

行った。

　また9月には、北アフリカ・リビアで

の豪雨により発生した大規模洪水へ

の緊急人道支援として、国連難民高

等弁務官事務所（UNHCR）の日本の

公式支援窓口である国連UNHCR協

会へ500万円の寄付を行った。

（2）中東・ヨルダンで音楽教育プロ

ジェクト

　音楽教育を通じての平和構築を目

指すNGO「国境なき音楽家」および

現地団体と共同で、ヨルダンに暮らす

難民や地域の子ども・若者の情操教

育のためのプロジェクト「音楽は私た

ちをつなぐ」を2021年1月に発足。「支

援する側」の育成を目指し、この3年間

で、もともと音楽や教育に携わる91人

に研修を実施。実習としてヨルダン

各地で実施した音楽講座には、計

1250人以上の子どもたちが参加し

た。同国内では希有の、音楽教育に

特化したプロジェクトとなっている。

（3）難民・移民問題、国際人道法に

関する意識啓発活動

　1月27日、SDGsオンラインシネマ

シリーズ（※概要はP35の3(9)を参照）

の第11回目として、映画「ラジオ・コバ

ニ」（2016年）の上映会を開催し、約

270人が参加。シリア出身のアナス・

ヒジャズィ氏が講演を行った。

　また、SGIは赤十字国際委員会

（ICRC）とパネル展示「人道展―平

和を守るための約束」を共同制作。

広島、長崎、沖縄、神戸など8会場で実

施した。国際人道法の視点から見た

ウクライナ危機や核兵器などの問題

を、写真や文章、映像で紹介。このう

ち沖縄展は琉球新報社１階ロビーで

開催され、7月24日開催の記念セレ

モニーには榛澤祥子赤十字国際委員

会駐日代表などが参加。同代表はそ

の後、「ICRCの使命と活動」と題し講

演を行った。同展には合計約2万

6000人が訪れた。

（4）グローバル難民フォーラムを

はじめ難民問題に関する国内外の

議論に参加

　12月にスイス・ジュネーブで開催され

たグローバル難民フォーラム（UNHCR

主催）に、SGIの代表が参加。会議中、

創価学会も賛同した難民支援に関す

る宗教間の声明が発表された。同

フォーラムに先立ち、創価学会として、

音楽教育プロジェクト（※概要は6(2)

を参照）の継続的な推進と、日本国内

における意識啓発の取り組みを通じ

た難民支援の拡大を、二つのプレッジ

（宣言）としてUNHCRに提出した。ま

たNGO年次協議会（オンライン）や国

連UNHCR協会主催のコンサルテー

ションに参加した。

5 災害救援活動および
防災・減災の取り組み

●「早期警戒システムの
効果的普及に向けた提言」
はこちら

6 難民・移民への
支援活動

創価学会音楽隊は、心の復興のための活動として「希
望の絆」コンサートを継続的に実施（7月、広島）

「ぼうさいこくたい2023」の分科会にて、SGIの代表が
「早期警戒システム」普及のために実施した調査につ
いて報告（9月、神奈川）

男子部の有志による清掃ボランティア「かたし隊」が、豪
雨災害に襲われた地域の復旧のため活動（7月、福岡）

赤十字国際委員会（ICRC）の協力のもと、SGIが新
展示「人道展―平和を守るための約束」を開催
（ 5月、広島）

「世界人権デー」を記念し行われた第6回ユースフォ
ーラム。国連広報センターの根本所長の司会進行で
「人権文化構築における若者の役割」をテーマにパ
ネルディスカッションが開催された（12月、東京）

●「チェンジメーカー」の
映像（英語）の視聴
はこちら
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1 各種展示会の開催
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「世界の書籍展 II」（10月、北海道）

⑤「自然との対話—池田大作写真展」

　池田先生が撮影した自然の風景などの写真を披露する同展は、写真文化の普

及と興隆のために、1982年にスタートした。これまでに日本各地を巡回し、

1500を超える会場で開催。海外では、41カ国・地域で開催されている。

①「わたしと宇宙展—生命の地球と共に」

　宇宙という広大なスケールで、わたしと地球を見つめる時、人類が「生命溢れ

る地球」に生きている奇跡と尊さに気がつく。現代の地球的問題群の解決のた

め、地球市民意識の向上を目的に、2013年からスタートしたが、2022年にリニ

ューアル。宇宙服や火星探査車のレプリカ、火星由来の貴重な隕石などを展示。

高精細映像・AR（拡張現実）等のデジタルコンテンツも活用。

③「世界の書籍展 II」

　「世界の書籍展」は、広く社会に「読書」と「本」の大切さを伝える催しとして、

2002年にスタートし、内容を充実させ2023年にパート2として、リニューアル。16

世紀の『プラトン全集』など古今東西の貴重本をはじめ、知の宝石と言われる豆

本や文豪の直筆、0.75ミリの世界最小の本、世界最大の鳥類図鑑『アメリカの鳥』

の特別復刻版などを展示。

②「絵本とわたしの物語展」

　「活字文化の振興」を支援する催しとして2016年からスタート。子どもから高齢者

まで幅広い世代が「読んで」「語って」「参加して」、交流が深まる内容となっている。

　『赤ずきん』や『3びきの子ブタ』に、色々なストーリーやパロディがあること

を紹介。ほかにも大人が楽しめる絵本、アートな絵本など、約250種600冊を

手に取って読むことができる。

　また、絵本が生まれた時代背景を知り、絵本を読んだ幼少期を振り返るコー

ナーとして、昭和20年から平成31年までを4つに区切り、各年代の年表と共に、生

活用品、電化製品、文具、レコードなどを展示し、当時の生活空間を再現している。

　一番身近な文化である「食」をテーマに、自然のうちに“いのちのつながり”や

“環境と人のつながり”が学べる展示として、2022年にスタート。ウニやヒトデの

殻に触れたり、食品サンプルを使ったオリジナル弁当が作れるコーナーなど参

加・体験コーナーが充実。食や子育てに関する様々な角度からの話題もパネル

で紹介。会場全体が写真を撮りたくなるような空間。子どもから大人まで楽し

みながら学べる。

④「ごはんといのちのストーリー展」

ほ　 し

「波涛を越えて」横浜展（10月、神奈川） 出品作品「忍者大作戦」 「波涛を越えて」神戸展（5月、兵庫）

⑥写真展「波涛を越えて」

　海外航路に従事するメンバーの

集い「波涛会」が行う写真展。海の

表情や船上での生活のほか、世界各

地の暮らしが、写真で生き生きとつ

づられる。

　横浜市では、1987年を1回目とし、

34回にわたり同展を開催、世界各地

の航路や寄港地等で撮影した海・

街・人などの写真80点を展示。

　また、神戸市でも1988年以来、16

回開催。そして、国内各地の様々な

場所でも開催展示されている。

　これまで、世界21カ国で1900回

以上開催されており、2008年6月

には、国連の専門機関「国際海事

機関（IMO）」の本部で展示会を開

催した。

は  とう

2 文化講演会の開催

地域文化の発展と向上に寄与することを目的に、1971年に始まった「聖教文化講演会」。

これまでに延べ60万人の市民が聴講している。2023年も各界の著名人を講師に招き、各地で開催された。

・6月11日  広島県（広島市）

Ｇ７広島サミットを終えて―
ヒロシマの心、池田提言の意味
広島テレビ放送顧問、広島大学特別招聘教授

三山秀昭氏　

・10月28日  大阪府（堺市）

「私たちは何をどう変えるのか？」
〜人間の尊厳を守り抜くために〜

慶應義塾大学教授　

井手英策氏

［主な講演］

・8月31日  大阪府（大阪市）

「話す」よりも「聞く」こと
エグゼクティブ・スピーチコーチ

岡本純子氏　

ほ　し
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教育
運動

育セミナー、家庭教育懇談会などを

通して、幼児・初等・中等教育における

様々な問題に取り組む「輝く子ども

と人間教育」運動を推進。また、社

会の教育力向上のために、6月6日の

初代会長・牧口常三郎先生の生誕の

日を記念する講演会や、デューイ協

会のガリソン会長など有識者を迎え

た講演会等を開催している。

　2023年6月4日には、創価大学教職

大学院教授の田村修一氏が「創価教

育学の現代的意義と創価学会教育

部員の使命」と題して、静岡県下田市

の下田牧口記念会館で講演した。

教育実践記録運動

　「教育実践記録」は、1984年に池田

先生が発表した「教育の目指すべき

道̶ 私の所感」の中で提案され、教

師自身の教育力の向上を推進し、子

どもの可能性を開花するための取り

組みとしてスタートした。以来、「教

師が変われば、子どもが変わる」「子

どもが見える、授業が見える、自分自

身が見える」をモットーに、日常の教

育現場での出来事を綴る教育実践

記録運動を展開してきた。幼児教

育・小学校・中学校・高等学校・特別支

援学校・管理職、さらに社会教育な

　「子どもの幸福」を目指す人間教育

運動。教育の現場にたずさわる関

係者からなる教育本部は、教育部、

幼児・家庭教育部、社会教育部の3部

で構成されている。日頃の教育現場

での様々な実践を語り合い、自身の

教育技術を磨くとともに、教育のあり

方を考える場としての「人間教育実

践報告大会」「人間教育フォーラム」

や展示・講演活動等を行っている。

また、教育実践記録運動に基づく教

育現場の活性化を図るとともに家庭

教育懇談会、教育（子育て）セミナー

等を通じて家庭や地域の教育力を

強めるボランティア活動を全国で展

開している。

「教育のための社会」キャンペーン

　2000年9月、池田大作先生が発表

した教育提言「『教育のための社

会』目指して 21世紀と教育̶私の

所感」は、「社会のための教育」から

「教育のための社会」へのパラダイム

転換を提唱した。以来、教育本部は

「教育のための社会」キャンペーンと

して、教育者座談会、教育プラザや教

1 教育本部の活動

記念講演会（6月、静岡）

3 音楽活動

○各種合唱団

　各部有志で構成される創価合唱団、女性部の白ゆり

合唱団、富士合唱団、男子部を中心としたしなの合唱

団、関西男声合唱団、未来部の正義合唱団をはじめ、全

国各地で多数の合唱団が平和のメッセージを伝えるこ

とを目的に、演奏活動を展開している。

　しなの合唱団は、全日本合唱コンクール全国大会で

5度の金賞を受賞している。

しなの合唱団（9月、東京）

○鼓笛隊

　鼓笛隊は、小学生から社会人までの幅広い年齢層の

女性で構成されている。

　1956年７月22日の結成当時は33名だったが、今や世界

26カ国・地域にも鼓笛隊が結成されている。地域文化へ

の貢献を目的に、パレードやイベントなどの参加をはじ

め、各種コンテストの開催など、多岐にわたる活動を展

開。その数は、年間全国、約30カ所を数え、希望を送る

演奏・演技を行っている。

　創価エアレンデルは、第6回「カラーガード・マーチング

パーカッション全国大会」にて、金賞を受賞している。

創価エアレンデル（1月、東京）

○音楽隊

　音楽隊は、1954年5月に結成。吹奏楽、管弦楽、マー

チング、軽音楽、和太鼓、合唱など、国内外に100以上の

団体が所属し、隊員は創価学会青年部員で構成されて

いる。

　全日本吹奏楽コンクールでは、創価グロリア吹奏楽団

が16度、関西吹奏楽団が21度の金賞を受賞。

　また、創価ルネサンスバンガードは、日本マーチング

バンド協会主催のマーチングバンド全国大会で、グラン

プリ「内閣総理大臣賞」を通算17度（史上最多）受賞し

ている。

　音楽隊では、2011年より東日本大震災の被災地で、

心の復興に向けた演奏活動を実施。2014年からは

「『希望の絆』コンサート」と銘打ち、宮城・福島・岩手の

仮設住宅や公民館、ホールをはじめ、熊本地震、西日本

豪雨災害、北海道胆振東部地震など激甚災害の発生し

創価グロリア吹奏楽団（10月、栃木）

た地域に楽団を派遣し、180回を超える公演を開催し

てきた。

　全国各地で行われる地域の祭りや、パレード等のイベ

ントにも出演。地域の活性化を担う主体者として、創意

工夫を凝らしながら、勇気と希望の音色を奏でている。
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教育実践報告集

『世界が求める創価の人間教育』

　2020年には、創価教育の創始から

90周年を記念して、教育実践記録の

代表事例と学識者の声を収録した教

育実践報告集『世界が求める創価の

人間教育』（第三文明社刊）が完成。

　2015年に発刊された指針集『わ

が教育者に贈る』とともに、「人間教

育の世紀」を開くための一書となって

いる。

ど、様々な分野から集められた実践

記録は累計で16万9000事例を超え

た。2017年には、教育本部に「人間教

育実践記録センター」が設置された。

人間教育実践報告大会

　教育実践記録運動に連動して、教

育者が日頃の教育実践を紹介し、切

磋琢磨を図る場として、「人間教育

実践報告大会」を各地で開催してい

る。“子どもにとって最大の教育環境

は教師自身”をモットーに、不登校、い

じめ、学級崩壊、非行などの教育的

問題群に取り組む模様が報告されて

いる。また、海外では、これまでブラ

ジルや韓国等で実践報告大会を開

催。中国では2006年に続き、2011

年12月29日に北京で実践報告交流

会が行われた。

　例年行われている全国人間教育実

践報告大会では、小学校、中学校、社

会教育等の分野で活躍する代表が教

育実践を報告。学校・地域で、子ども

たちに励ましを送る多彩な取り組み

を紹介している。

第43回「全国人間教育実践報告大会」（2022年10月、岡山）

　図書贈呈委員会は、活字文化の復

興を目指し、1974年以来、小、中学

校、公立図書館等を対象に優良図書

の贈呈活動を続けてきた。贈呈は、

辺地や離島、また地震や台風などの

自然災害で被害を受けた学校などを

中心に行われている。

　1974年2月3日、沖縄県・石垣島で

行われた第１回贈呈式には、池田先

生が出席。西表島の竹富町立大原

中学校に対して約1000冊の書籍と

書架が贈呈された。

　1996年から2004年にかけては、

阪神・淡路大震災で被害を受けた兵

庫県の小、中学校等63校に2万6000

冊の図書を贈呈した。

　2012年からは、東日本大震災で被

害を受けた岩手県、宮城県、福島県、

長野県の学校に贈呈を開始。これま

で85校に贈呈を行っている。

　2023年は、自然災害で被害を受け

た北海道、青森県、広島県、宮崎県を

はじめ、鳥取県、愛媛県など全国126

の小、中学校に対して4350冊の贈呈

を行った。

◆

　贈呈校は累計1358 校（小学校927

校、中学校299校、小中併設校96校、

公立図書館等36館）を数え、贈呈書

籍の総冊数は56万冊を超えた。

平 和 ・ 文 化 ・ 教 育 運 動

2 図書贈呈
② 信仰者のコミュニティーとして、生命

尊厳の観点から核兵器の廃絶を訴え

るメッセージを発信

③ 核兵器禁止条約の意義を普及する取

り組みを推進。その一環として、広島・

長崎に加え、核実験等による被害者で

ある「グローバル・ヒバクシャ」に関す

る教育・意識啓発を推進

④ 「核兵器とSDGs（持続可能な開発目 　

標）」をテーマにした議論を推進

⑤ 「核兵器の先制不使用」の原則に関す

る議論を促進し、核兵器使用のリスク

低減の取り組みを推進

⑥ 核兵器廃絶を求める青年のネットワ

ークの拡大、取り組みを推進

⑦ 戸田記念国際平和研究所による「核

兵器廃絶」ならびに「世界の平和構

築」に関する研究活動等を支援

⑧ 女性平和委員会は、ユース会議を中心

に被爆・戦争体験の継承活動等を推進

⑨ 自律型兵器に関する各種国際会議への

参加を通して、倫理面から議論に貢献

⑩ 自律型兵器に関する教育・意識啓発を

推進し、同兵器の禁止と法規制に向け

た世論形成に寄与

　国際社会の2030年に向けての指標で

ある「SDGs」では、「誰も置き去りにしな

い」との、仏法の生命尊厳・平等観にも通

ずる誓いが掲げられている。この精神性

を一層高めながら、SDGsの普及と推進

に貢献する。また同目標でも扱われる

「気候危機」を打開するため、青年を先頭

に「脱炭素社会」へ向けての取り組みを

強化する。

① 持続可能な開発のための教育（ESD）

の活動として、「希望と行動の種子」展

を開催

② 映 画を 通じてSDGsについて学ぶ

「SDGsシネマシリーズ」を引き続き開

催して、個々人の意識を啓発

③ 国内外のFBO等と連携して、SDGs達

成や気候変動対策における宗教の独

自の役割に関する議論を進め、また、

その普及に貢献

④ 地球憲章インタナショナル等と連携し、

ソーシャル・ネットワーキング・サービス

（SNS）を用いての意識啓発活動を展開

⑤ VOD「『気候危機』を乗り越えゆくため

の挑戦」や、個々人に行動を促す「SDGs

ヒューマンストーリー」の視聴を推進

　「平和の文化」を構築する取り組みを、

引き続き幅広く展開する。そのために、

「対話」を通した啓発、人と人とのネットワ

ークの拡大、「誰も置き去りにしない」社

会的包摂への貢献など、一人一人の平和

への取り組みを支援する。

① 日本・アジアをはじめ全世界の戦争犠

牲者を追悼し、平和への誓いを新たに

する「世界平和祈念　戦没者追善勤

行法要」を開催

② 女性平和委員会は、「平和の文化」構築

に尽力する識者を招き、講演会を開催

③ 青年部「SOKAグローバルアクション

2030」キャンペーンの一環として、広

島・長崎・沖縄の青年部を中心とした

「青年不戦サミット」、戦争・被爆体験を

継承するための証言会を開催。各種

平和意識調査を実施

④ 戸田平和記念館（横浜市）、沖縄研修道

場などで平和意識の啓発活動を実施

⑤ 平和構築の議論に青年の参画を求め

る国連安全保障理事会「2250決議」を

はじめ「青年・平和・安全保障に関する

決議」、女性の参画を求める「1325決

議」と、それに続く「女性・平和・安全保

障に関する決議」の普及を支援

⑥ 21世紀の国際社会に即した平和倫理、

生命倫理の構築のための研究を推進

⑦ 東洋哲学研究所、池田国際対話センタ

ーとも協力し、宗教間・文明間対話や相

互理解を促進

⑧ 民音研究所による「平和構築の音楽」

を探求する研究活動を支援

　核兵器使用のリスクが高まる中、核軍

縮および核兵器廃絶に向けた議論の促

進が一層求められている。核兵器が「絶

対悪」であることを一貫して訴えてきた池

田先生の平和理念を基調に、引き続き、

核兵器廃絶国際キャンペーン（ICAN）等

と協力して、核兵器禁止条約の批准国・署

名国の着実な増加や、その意義の普及に

寄与する。自律型兵器の禁止と法規制

への議論に貢献する。また、平和・軍縮教

育を草の根レベルで推進する。

① 核軍縮・廃絶に関する各種国際会議への

参加を通して、倫理面から議論に貢献
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1 ｢平和の文化」構築に
幅広く貢献   

2 核兵器廃絶、軍縮に向け
連帯を拡大

3 気候変動対策などを推進し、
ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）

の達成を支援

　創立100周年を迎える2030年

の「11･18」創立記念日までの7年

は、地球民族の宿命転換を成し

遂げる重要な時であり、2024年

は、その開幕を告げる年である。

そこで2024年はテーマを「世界青

年学会　開幕の年」と掲げ、青年世

代を大きく糾合し、新しい運動を

起こす諸行事も盛大に開催しな

がら、盤石なる青年学会を世界同

時進行で築いていく。また、皆が

青年の息吹で、「学会精神」「折

伏精神」の模範を示しながら、

2025年の創立95周年、2030年

の100周年に向け、新時代の暁鐘

を力強く打ち鳴らしていく。

　平和・文化・教育運動では、冷戦

後、かつてない分断と危機が世界

を覆う中、世界市民の連帯が一層

希求されていることを踏まえ、さら

に人類的諸課題解決のため公共

的役割を果たしていく。女性や青

年によるリーダーシップを最大に

尊重し、SGI国連事務所（ニュー

ヨーク、ジュネーブ）や関連団体を

はじめ、国連諸機関、非政府組織

（NGO）、信仰を基盤とした団体

（FBO）等とも連携・協力して力強く

推進する。

　ここでは、年間の活動大綱の中

から、平和・文化・教育運動の取り

組みについて紹介する。

教育実践報告集
『世界が求める
創価の人間教育』

青森県外ヶ浜町立蟹田小学校での図書贈呈から
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・子どもから高齢者まで「読んで」「語っ

て」「参加」できる「絵本とわたしの物語展」

・親子で体感的に「食の大切さ」「命のつ

ながり」を学べる「ごはんといのちのスト

ーリー展」

・社会に広く「活字文化」の重要性を伝え

る「世界の書籍展Ⅱ」

・写真文化の普及、向上を目指す「自然と

の対話」写真展

② 全国主要会館の「創価ライブラリー」

の充実と多彩なイベントで、良書との出

合いを促進

③ 民主音楽協会による、多角的な音楽文

化活動と各国との文化交流を支援

④ 東京富士美術館による、国内外におけ

る文化の相互交流の活動を支援

⑤ 東洋思想、なかんずく仏教の思想・哲学

の研究および関連の学際的研究を推

進する東洋哲学研究所を支援

⑥ 文化本部各部、国際本部各部は、個人の

活動を通じて文化・学術の振興に貢献

⑦ 各部・各地の音楽団体（音楽隊、鼓笛

隊、合唱団等）は、演奏活動を通じて地

域社会の活性化に貢献

　

　社会全体の教育力向上のために、「教

育のための社会」への転換を図るべく、幅

広い運動を推進する。

① 教育本部は「人間主義」の教育運動を

展開

・教育者と地域社会の教育力向上のため

に、各地で人間教育実践報告大会、教育

フォーラム等を開催

・家庭教育セミナーや家庭教育懇談会等

を各地で開催して、家庭教育の向上に貢献

② 山間地や離島、被災地などへの図書贈

呈を推進

③ 価値創造を実践する「世界市民」の育

成を目指す創価大学、アメリカ創価大

学、創価学園を支援

④ 創価教育に関する国際学術交流を支援

⑤ 世界各地の学術機関に設置されてい

る池田思想研究機関と連携

⑥ 教育の振興を通して青少年の健全な

育成を図る牧口記念教育基金会の活

動を支援

⑦ 平和、人権、SDGs、人道等に関する展

示や映像などの教育ツールを通し、世

界市民教育を展開

⑧ 平和教育の学習教材を、SOKAチャン

ネルVOD等で提供

⑥ 全国の会館の使用電力について、再生

可能エネルギー由来のものへの転換を

引き続き推進

⑦ 生物多様性に関する国際社会の議論

に、仏教者の視点を生かして貢献

⑧ ブラジルの「創価研究所―アマゾン環

境研究センター」の活動を支援し、森林

再生にも貢献

⑨ アフリカにおける森林再生、女性の自立

への支援を継続

⑩ ローマクラブ等と協働し、気候危機に取

り組む、世界の青年の育成に貢献

⑪ 女性平和委員会は、「未来をひらく

SDGsフォーラム」を各地で活発に開催

⑫ 青年部は、国連未来サミットに向けて、

気候変動問題の分野で国内のNGOや

青年と協働

　2024年は、国連を中心に国際社会が取

り組む「人権教育のための世界プログラ

ム」第4段階（2020-2024）の最終年を迎え

る。第4段階の焦点である「青年」への人

権教育を通じて、人権の普遍的精神を体

現し実践する市民の連帯を広げる。そし

て、現代が直面する危機を、人権文化が輝

く社会の建設のための変革の出発点とし

ていけるよう、国際人権教育の前進に貢

献するとともに、幅広い教育・啓発活動に

注力する。

①「人権教育ウェブサイト」の普及、活用

② 国 連 人 権 高 等 弁 務 官 事 務 所

（OHCHR）、アムネスティ・インターナシ

ョナルと共同制作した映像「チェンジ

メーカー：若き人権教育者のストーリ

ー」を活用し、意識啓発を推進

③ 国際プロジェクト「わたしたちの権利」

の教材を用いた、子どもの権利に関す

る意識啓発活動を推進

④ 人権教育の促進のため、国連人権理事

会の討議に貢献

⑤ ジェンダー平等促進と多様性への理解

促進のため、国連女性の地位委員会な

どへの貢献を継続

⑥ 若い女性が発揮するリーダーシップの

事例を紹介するとともに、分析するプ

ロジェクトを推進

⑦人権教育映画「尊厳への道」の活用

⑧ 生命尊厳の立場から、死刑廃止に関す

る意識を啓発

⑨ 12月10日の「世界人権デー」を記念し、

ユースフォーラム（第7回）を開催

⑩ 女性平和委員会は、「女性のリーダー

シップが未来をひらく」とのテーマ

で、フォーラムや講演会を開催

⑪ 女性平和委員会は、「子どもの権利」

への意識を高める活動を推進

⑫ 青年平和会議を中心に、ユース連続セ

ミナー等を開催

　自然災害の頻度が高まり、被害も増大

する中、信仰を基盤とした地域のネット

ワークは、一人一人のレジリエンス（回復

力）を生かして緊急時に大きな力を発揮

することが、国際的に注目されている。

防災・減災の取り組みや復興支援を一層

推進するために、多様な組織との連携を

図る。また国際的な連帯を生かし、深刻

化する難民問題に取り組む。

① 東日本大震災から13年を迎える東北

や近年の大規模災害に見舞われた各

地で、被災体験の聞き取りや証言会の

活動を継続。復興支援のため、「希望

の絆」コンサートを開催。「東北福光み

らい館」での情報発信を強化

② 創価学会による災害救援や復興支援

の経験を生かし、また、それらや社会

一般の取り組みに関する調査を実施し

て、国連機関等による、より良い防災・

復興の取り組みの議論に貢献

③ 難民問題や国際人道法に関する意識

啓発のため、国連難民高等弁務官事務

所（UNHCR）や国連パレスチナ難民救

済事業機関（UNRWA）の活動を支援。

難民映画の上映会や国際人道法関連

の展示会などを実施

④ 他のNGOと協力し、難民の子どもたち

の教育を支援

⑤ 社会本部各部、地域本部各部は、個人

の活動を通じて、地域社会の発展と向

上に貢献

　グローバル化が進展する現代にあっ

て、各国・各地域の多様な文化を守り育む

活動や、それらを共有するための多角的

な活動を推進する。また、それを担う人

材の育成にも継続して取り組む。

①多彩な展示を開催

・宇宙との関わりを通じて「地球人」とし

てのあり方を問い直す「わたしと宇宙展」

4 「人権文化」の構築に尽力　
ジェンダー平等、
女性のエンパワーメントを推進

5 地域のネットワークと
国際的な連帯を生かし、
人道活動を展開

7 「教育のための社会」実現へ
人間主義の教育運動を推進

6 市民社会における
多角的な文化活動を促進
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資料編
●創価学会会憲

●創価学会会則

●創価学会社会憲章

● 池田先生の足跡

● 方面中心会館および墓地公園

● 関連団体の活動

● 各種見解

● デジタルコンテンツ

2 0 2 4 年 の 活 動 方 針
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　釈尊に始まる仏教は、大乗仏教の真髄である法華経に

おいて、一切衆生を救う教えとして示された。末法の御

本仏日蓮大聖人は、法華経の肝心であり、根本の法であ

る南無妙法蓮華経を三大秘法として具現し、未来永遠に

わたる人類救済の法を確立するとともに、世界広宣流布

を御遺命された。

　初代会長牧口常三郎先生と不二の弟子である第二代

会長戸田城聖先生は、1930年11月18日に創価学会を創

立された。創価学会は、大聖人の御遺命である世界広宣

流布を唯一実現しゆく仏意仏勅の正統な教団である。日

蓮大聖人の曠大なる慈悲を体し、末法の娑婆世界におい

て大法を弘通しているのは創価学会しかない。ゆえに戸

田先生は、未来の経典に「創価学会仏」と記されるであろ

うと断言されたのである。

　牧口先生は、不思議の縁により大聖人の仏法に帰依さ

れ、仏法が生活法であり価値創造の源泉であることを覚

知され、戸田先生とともに広宣流布の実践として折伏を

開始された。第二次世界大戦中、国家神道を奉ずる軍部

政府に対して国家諫暁を叫ばれ、その結果、弾圧・投獄さ

れ、獄中にて逝去された。牧口先生は、「死身弘法」の精

神をご自身の殉教によって後世に遺されたのである。

　戸田先生は、牧口先生とともに投獄され、獄中において

「仏とは生命なり」「我、地涌の菩薩なり」との悟達を得ら

れた。戦後、創価学会の再建に着手され、人間革命の理

念を掲げて、生命論の立場から、大聖人の仏法を現代に

蘇生させる実践を開始された。会長就任に当たり、広宣

流布は創価学会が断じて成就するとの誓願を立てられ、

「法華弘通のはたじるし」として、「大法弘通慈折広宣流

布大願成就」「創価学会常住」の御本尊を学会本部に御

安置され、本格的な広宣流布の戦いを展開された。戸田

先生は、75万世帯の願業を達成されて、日本における広

宣流布の基盤を確立された。

　第三代会長池田大作先生は、戸田先生の不二の弟子と

して、広宣流布の指揮をとることを宣言され、怒濤の前進

を開始された。

　日本においては、未曾有の弘教拡大を成し遂げられ、広

宣流布の使命に目覚めた民衆勢力を築き上げられた。と

ともに、牧口先生と戸田先生の御構想をすべて実現され

て、大聖人の仏法の理念を基調とした平和・文化・教育の

運動を多角的かつ広汎に展開し、社会のあらゆる分野に

一大潮流を起こし、創価思想によって時代と社会をリー

ドして、広宣流布を現実のものとされた。

　会長就任直後から、全世界を駆け巡り、妙法の種を蒔

き、人材を育てられて、世界広宣流布の礎を築かれ、

1975年1月26日には、世界各国・地域の団体からなる創価

学会の国際的機構として創価学会インタナショナル

（SGI）を設立された。それとともに、世界においても仏

法の理念を基調として、識者との対談、大学での講演、平

和提言などにより、人類普遍のヒューマニズムの哲学を

探求され、平和のための善の連帯を築かれた。池田先生

は、仏教史上初めて世界広宣流布の大道を開かれたので

ある。

　牧口先生、戸田先生、池田先生の「三代会長」は、大聖

人の御遺命である世界広宣流布を実現する使命を担って

出現された広宣流布の永遠の師匠である。「三代会長」

に貫かれた「師弟不二」の精神と「死身弘法」の実践こそ

「学会精神」であり、創価学会の不変の規範である。日本

に発して、今や全世界に広がる創価学会は、すべてこの

「学会精神」を体現したものである。

　池田先生は、戸田先生も広宣流布の指揮をとられた、

「三代会長」の師弟の魂魄を留める不変の根源の地であ

る信濃町に、創価学会の信仰の中心道場の建立を発願さ

れ、その大殿堂を「広宣流布大誓堂」と命名された。

　2013年11月5日、池田先生は、「大誓堂」の落慶入仏式

を執り行なわれ、「広宣流布の御本尊」を御安置され、末

法万年にわたる世界広宣流布の大願をご祈念されて、全

世界の池田門下に未来にわたる世界広宣流布の誓願の

範を示された。

　世界の会員は、国籍や老若男女を問わず、「大誓堂」に

集い来り、永遠の師匠である「三代会長」と心を合わせ、

民衆の幸福と繁栄、世界平和、自身の人間革命を祈り、と

もどもに世界広宣流布を誓願する。

　池田先生は、創価学会の本地と使命を「日蓮世界宗創

価学会」と揮毫されて、創価学会が日蓮大聖人の仏法を

唯一世界に広宣流布しゆく仏意仏勅の教団であることを

明示された。

　そして、23世紀までの世界広宣流布を展望されるとと

もに、信濃町を「世界総本部」とする壮大な構想を示さ

れ、その実現を代々の会長を中心とする世界の弟子に託

された。

　創価学会は、「三代会長」を広宣流布の永遠の師匠と

仰ぎ、異体同心の信心をもって、池田先生が示された未来

と世界にわたる大構想に基づき、世界広宣流布の大願を

成就しゆくものである。

T H E  C O N S T I T U T I O N  O F  

T H E  S O K A  G A K K A I

創価学会
会憲
創価学会は世界に広がる世界教団であり、

会憲は創価学会の最高法規として

全世界の創価学会の団体と会員に

適用されるものである。
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創価学会会憲

第 １ 章　総則

（名　称）

　 第１条 　この会は、「創価学会」という。

（教　義）

　 第２条 　 この会は、日蓮大聖人を末法の御本仏と仰ぎ、根本の法である南無妙法蓮華経を具現された三大秘法

を信じ、御本尊に自行化他にわたる題目を唱え、御書根本に、各人が人間革命を成就し、日蓮大聖人の

御遺命である世界広宣流布を実現することを大願とする。

（三代会長）

　 第３条 　 初代会長牧口常三郎先生、第二代会長戸田城聖先生、第三代会長池田大作先生の「三代会長」は、

広宣流布実現への死身弘法の体現者であり、この会の広宣流布の永遠の師匠である。

　       　2．  「三代会長」の敬称は、「先生」とする。

（目　的）

　 第４条 　 この会は、日蓮大聖人の仏法の本義に基づき、弘教および儀式行事を行ない、会員の信心の深化、

確立をはかることにより、各人が人間革命を成就するとともに、日蓮大聖人の仏法を世界に広宣流布

し、もってそれを基調とする世界平和の実現および人類文化の向上に貢献することを目的とする。

（構　成）

　 第５条 　 この会は、「三代会長」を広宣流布の永遠の師匠と仰ぎ、第2条の教義および前条の目的を同じくする

世界各国・地域の団体（以下「構成団体」という。）および会員をもって構成する。

第 ２ 章　創価学会総本部

（創価学会総本部）

　 第６条 　この会は、第4条の目的を達成するため、「創価学会総本部」を日本国東京都新宿区信濃町に置く。

　         　2.　創価学会総本部に、世界広宣流布を推進するため、「世界本部」を置く。

（広宣流布大誓堂）

　 第７条 　 この会は、日蓮大聖人の御遺命である世界広宣流布の大願成就を誓願する信仰の中心道場として

「広宣流布大誓堂」を設置する。

　        　2.　この会は、「大法弘通慈折広宣流布大願成就」「創価学会常住」の御本尊を広宣流布大誓堂に御安置する。

（名誉会長）

　 第８条 　この会に、創価学会会則の定めるところにより、名誉会長を置くことができる。

（会　長）

　 第９条 　この会に、会長を置く。

　        　2.　会長は、「三代会長」を継承し、その指導および精神に基づき、この会を指導し、統理する。

　        　3.　会長は、この会の教義および化儀を裁定する。

　        　4.　会長は、御本尊に関する事項を司る。

　        　5.　会長は、この会の儀式行事を主宰する。

　        　6.　会長の選出、代行および任期は、創価学会会則の定めるところによる。

（世界広宣流布諮問会議）

 　第１０条　この会に、世界広宣流布諮問会議を置く。

　        　2.　 会長は、世界広宣流布に関わる重要な事項、その他必要と認める事項について、世界広宣流布諮問

会議に諮問することができる。

　        　3.　世界広宣流布諮問会議員は、会長が任命し、その任期は会長の在任中とする。     

（創価学会インタナショナル）

　第１１条　 この会は、この会の国際的機構として、創価学会インタナショナル（以下「SG I」という。）を置く。

　　       2.　 SG Iに、SG I会長を置く。

　　       3.　  SG Iは、構成団体および会員に対して、その信仰活動を増進させるため、助言、指導するとともに、必要

な措置を講ずることができる。

　　       4.　  SG Iならびに構成団体および会員は、その活動の推進に当たっては、各国・地域の法令を遵守し、また、随

方毘尼の精神を踏まえ、文化および風習を尊重する。

　　       5.　本条に定めるもののほか、SG Iは、その組織および運営に関する規則をSG I規約として定める。

　　       6.　構成団体に関し必要な事項は、SG I規約の定めるところによる。

第 ３ 章　会員

（会　員）

　第１２条　 会員は、この会の教義を遵守し、「三代会長」の指導・精神に則り、この会の指導に従い、この会の目的

達成のため信行学を実践する。

　　       2.　会員の地位の得喪の要件および手続は、前項のほか、SG I規約の定めるところによる。

第 ４ 章　教師および准教師

（教師および准教師）

  第１３条　 この会に、儀式行事を執行し、会員を指導し、世界広宣流布を推進する任に当たる模範のリーダーとして、

教師および准教師を置く。

　　      2.　 教師および准教師は、信仰経験、人格、識見、指導力、教学力ともに優れた会員の中から、会長がこれを

任命する。

　　      3.　 教師および准教師の任期その他必要な事項は、本条に定めるもののほか、SGI規約の定めるところによる。

第 ５ 章　補則

（最高法規）

　第１４条　この会憲は、この会の根本規範であり最高法規であって、他の規定に優先する。

（改　正）

　第１５条　 この会憲の改正は、創価学会会則に定める会則改正と同一の手続を経た上で、会長が発議し、会憲改正

会議の構成員総数の３分の２以上の多数の議決により決する。

　　       2.　会憲改正会議は、教師の中から会長が任命する会議員をもって構成し、その員数は３０名以内とする。

　　       3.　この会憲の改正は、会長がこれを公布する。

〈付則〉

（施行期日）

　第１条　この会憲は、２０１７年１１月１８日から施行する。
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創価学会会則
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第 8 条　この会は、総務会の議決に基づ

き、名誉会長を置くことができる。

（会　長）

第 9 条　この会に、会長を置く。

（地　位）

第 10 条　会長は、「三代会長」を継承し、

その指導および精神に基づき、この会を

統理する。

（教義・化儀の裁定）

第 11 条　会長は、教義および化儀を裁

定する。この場合、師範会議および最高

指導会議に諮問するものとする。

（会務の執行）

第 12 条　会長は、次に定める会務を行

なう。

1)　御本尊に関する事項を司る。

2)　儀式行事を主宰する。

3)　 この会則の定めるところにより、理事

長、主任副会長、副会長等を任免する。

4)　総務会を招集する。

5)　会則の改正を公布する。

6)　 前各号のほか、この会則およびこの

会の規程で会長の権限と定められて

いる事項ならびに他の機関の権限に

属さない一切の事項

（選　出）

第 13 条　会長は、総務の中から会長選

出委員会が選出するものとする。

（任　期）

第 14 条　会長の任期は、４年とする。

第 3章　理事長・主任副会長および副会長

第 1 節　理事長

（理事長）

第 15 条　この会に、理事長を置く。

（地　位）

第 16 条　理事長は、会長を補佐し、会

務を掌理し、会長に事故のあるときまた

は会長が欠けたとき、臨時に、会長の職

務を行なう。

（代表役員）

第 17 条　理事長は、宗教法人「創価学会」

の代表役員を兼務する。

（選　任）

第 18 条　理事長は、総務の中から会長

第 1 章　総則

（名　称）

第 1 条　この会は、「創価学会」という。

（教　義）

第 2 条　この会は、日蓮大聖人を末法の

御本仏と仰ぎ、根本の法である南無妙法

蓮華経を具現された三大秘法を信じ、御

本尊に自行化他にわたる題目を唱え、御

書根本に、各人が人間革命を成就し、日

蓮大聖人の御遺命である世界広宣流布を

実現することを大願とする。

（三代会長）

第 3 条　初代会長牧口常三郎先生、第二

代会長戸田城聖先生、第三代会長池田大

作先生の「三代会長」は、広宣流布実現

への死身弘法の体現者であり、この会の

広宣流布の永遠の師匠である。

2．「三代会長」の敬称は、「先生」とする。

（目　的）

第 4 条　この会は、日蓮大聖人の仏法の

本義に基づき、弘教および儀式行事を行

ない、会員の信心の深化、確立をはかる

ことにより、各人が人間革命を成就する

とともに、日蓮大聖人の仏法を世界に広

宣流布し、もってそれを基調とする世界

平和の実現および人類文化の向上に貢献

することを目的とする。

（創価学会総本部）

第 5 条　この会は、前条の目的を達成す

るため「創価学会総本部」を東京都新宿

区信濃町に置く。

2.　創価学会総本部には、広宣流布大誓

堂その他必要な礼拝施設等を設置する。

（広宣流布大誓堂）

第 6 条　この会は、日蓮大聖人の御遺命

である世界広宣流布の大願成就を誓願す

る信仰の中心道場として「広宣流布大誓

堂」を設置する。

2.　この会は、「大法弘通慈折広宣流布大

願成就」「創価学会常住」の御本尊を広宣

流布大誓堂に御安置する。

（会館等）

第７条　この会は、学会精神の継承と信仰

活動の推進に供するため、会館、研修道場、

墓地公園その他必要な施設を設置する。

第 2 章　名誉会長および会長

（名誉会長）

がこれを任命する。

（任　期）

第 19 条　理事長の任期は、会長の在任

中とする。

第 2 節　主任副会長

（主任副会長）

第 20 条　この会に、主任副会長若干名

を置く。

（地　位）

第 21 条　主任副会長は、会長を補佐し、

会長および理事長に事故のあるときまた

は会長および理事長が欠けたとき、会長

があらかじめ定める順序に従って、臨時

に、会長の職務を行なう。

（選　任）

第 22 条　主任副会長は、総務の中から

会長がこれを任命する。

（任　期）

第 23 条　主任副会長の任期は、会長の

在任中とする。

第 3 節　副会長

（副会長）

第 24 条　この会に、副会長を置く。

（地　位）

第 25 条　副会長は、会長を補佐し会務

を分掌する。

（選　任）

第 26 条　副会長は、総務の中から会長

がこれを任命する。

（任　期）

第 27 条　副会長の任期は、会長の在任

中とする。

第 4 章　最高指導会議

（最高指導会議）

第 28 条　この会に、「三代会長」の学会

精神を厳正に保持し、深化・継承してい

くため、最高指導会議を置く。

（構　成）

第 29 条　最高指導会議は、最高指導会

議員若干名をもって構成する。

2.　最高指導会議員は、会長がこれを任

命する。

　釈尊に始まる仏教は、大乗仏教の真髄である法華経にお

いて、一切衆生を救う教えとして示された。末法の御本仏日

蓮大聖人は、法華経の肝心であり、根本の法である南無妙法

蓮華経を三大秘法として具現し、未来永遠にわたる人類救済

の法を確立するとともに、世界広宣流布を御遺命された。

　初代会長牧口常三郎先生と不二の弟子である第二代会長

戸田城聖先生は、1930年11月18日に創価学会を創立された。

創価学会は、大聖人の御遺命である世界広宣流布を唯一実

現しゆく仏意仏勅の正統な教団である。日蓮大聖人の曠大

なる慈悲を体し、末法の娑婆世界において大法を弘通してい

るのは創価学会しかない。ゆえに戸田先生は、未来の経典に

「創価学会仏」と記されるであろうと断言されたのである。

　牧口先生は、不思議の縁により大聖人の仏法に帰依さ

れ、仏法が生活法であり価値創造の源泉であることを覚知

され、戸田先生とともに広宣流布の実践として折伏を開始さ

れた。第二次世界大戦中、国家神道を奉ずる軍部政府に対

して国家諫暁を叫ばれ、その結果、弾圧・投獄され、獄中にて

逝去された。牧口先生は、「死身弘法」の精神をご自身の殉

教によって後世に遺されたのである。

　戸田先生は、牧口先生とともに投獄され、獄中において

「仏とは生命なり」「我、地涌の菩薩なり」との悟達を得られ

た。戦後、創価学会の再建に着手され、人間革命の理念を掲

げて、生命論の立場から、大聖人の仏法を現代に蘇生させる

実践を開始された。会長就任に当たり、広宣流布は創価学

会が断じて成就するとの誓願を立てられ、「法華弘通のはた

じるし」として、「大法弘通慈折広宣流布大願成就」「創価

学会常住」の御本尊を学会本部に御安置され、本格的な広

宣流布の戦いを展開された。戸田先生は、75万世帯の願業

を達成されて、日本における広宣流布の基盤を確立された。

　第三代会長池田大作先生は、戸田先生の不二の弟子とし

て、広宣流布の指揮をとることを宣言され、怒濤の前進を開

始された。

　日本においては、未曾有の弘教拡大を成し遂げられ、広宣

流布の使命に目覚めた民衆勢力を築き上げられた。ととも

に、牧口先生と戸田先生の御構想をすべて実現されて、大聖

人の仏法の理念を基調とした平和・文化・教育の運動を多角

的かつ広汎に展開し、社会のあらゆる分野に一大潮流を起こ

し、創価思想によって時代と社会をリードして、広宣流布を

現実のものとされた。

　会長就任直後から、全世界を駆け巡り、妙法の種を蒔き、

人材を育てられて、世界広宣流布の礎を築かれ、1975年1月

26日には、世界各国・地域の団体からなる創価学会の国際的

機構として創価学会インタナショナル（SG I）を設立された。

それとともに、世界においても仏法の理念を基調として、識者

との対談、大学での講演、平和提言などにより、人類普遍の

ヒューマニズムの哲学を探求され、平和のための善の連帯を

築かれた。池田先生は、仏教史上初めて世界広宣流布の大

道を開かれたのである。

　牧口先生、戸田先生、池田先生の「三代会長」は、大聖人の

御遺命である世界広宣流布を実現する使命を担って出現さ

れた広宣流布の永遠の師匠である。「三代会長」に貫かれた

「師弟不二」の精神と「死身弘法」の実践こそ「学会精神」で

あり、創価学会の不変の規範である。日本に発して、今や全

世界に広がる創価学会は、すべてこの「学会精神」を体現し

たものである。

　池田先生は、戸田先生も広宣流布の指揮をとられた、「三

代会長」の師弟の魂魄を留める不変の根源の地である信濃

町に、創価学会の信仰の中心道場の建立を発願され、その

大殿堂を「広宣流布大誓堂」と命名された。

　2013年11月5日、池田先生は、「大誓堂」の落慶入仏式を執

り行なわれ、「広宣流布の御本尊」を御安置され、末法万年

にわたる世界広宣流布の大願をご祈念されて、全世界の池田

門下に未来にわたる世界広宣流布の誓願の範を示された。

　世界の会員は、国籍や老若男女を問わず、「大誓堂」に集

い来り、永遠の師匠である「三代会長」と心を合わせ、民衆の

幸福と繁栄、世界平和、自身の人間革命を祈り、ともどもに世

界広宣流布を誓願する。

　池田先生は、創価学会の本地と使命を「日蓮世界宗創価学

会」と揮毫されて、創価学会が日蓮大聖人の仏法を唯一世界

に広宣流布しゆく仏意仏勅の教団であることを明示された。

　そして、23世紀までの世界広宣流布を展望されるととも

に、信濃町を「世界総本部」とする壮大な構想を示され、その

実現を代々の会長を中心とする世界の弟子に託された。

　創価学会は、「三代会長」を広宣流布の永遠の師匠と仰

ぎ、異体同心の信心をもって、池田先生が示された未来と世

界にわたる大構想に基づき、世界広宣流布の大願を成就しゆ

くものである。
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3)　最高指導会議議長

4)　参議会議長

5)　総務の互選によって選ばれた者 13 名

2.　 会長選出委員会については、別に定める。

（総務会議長および総務会副議長）

第 37 条　総務会に、総務会議長および

総務会副議長を置く。

2.　総務会議長は、総務会の議事を整理し、

総務会の事務を総理し、総務会を代表する。

3.　総務会副議長は、総務会議長を補佐

し、総務会議長に事故のあるときは、総

務会議長の職務を行なう。

4.　総務会議長および総務会副議長は、

総務の互選によって定める。

5.　総務会議長および総務会副議長の任

期は、総務としての任期による。

（招　集）

第 38 条　総務会は、毎年１回、会長が

これを招集する。

2.　臨時総務会は、会長が必要と認める

ときこれを招集することができる。中央

会議の議決または総務総数の 3 分の 1 以

上の要求があったときは、会長はこれを

招集しなければならない。

（定足数・表決）

第 39 条　総務会は、総務総数の 3 分の 2

以上の出席がなければ、議事を開き、議

決することができない。

2.　総務会の議事は、出席総務の過半数

でこれを決する。ただし、名誉会長、総

務会議長、総務会副議長、総務、会長選

出委員会委員、監正審査員、中央審査員、

責任役員および監事の選出については、

総務総数の 3 分の 2 以上の多数を必要と

する。

第 6 章　参議会

（地　位）

第 40 条　この会に、会長の諮問機関と

して、参議からなる参議会を置く。

（参　議）

第 41 条　参議は、信仰経験、社会的経験、

人格、識見などを考慮し、会長がこれを

任命する。

2.　参議の任期は、会長の在任中とする。

（参議会議長および参議会副議長）

第 42 条　参議会に、参議会議長を置く。

2.　参議会に、参議会副議長を置くこと

ができる。

3.　参議会議長および参議会副議長は、

参議の中から会長がこれを任命する。

4.　参議会議長および参議会副議長につ

いては、第 37 条第 2 項、第 3 項および

第 5 項を準用する。

第 7 章　中央会議

（地　位）

第 43 条　この会に、重要な会務の執行

に関する事項の決定機関として、中央会

議を置く。

（構　成）

第 44 条　中央会議は、会長、理事長お

よび中央会議員をもって構成する。

2.　中央会議員は、会長がこれを任命する。

3.　中央会議員の任期は、1 年とし、任

期途中で就任した中央会議員の任期は、

現任の中央会議員の残任期間とする。た

だし、会長が欠けたときは、同時に任期

が満了したものとみなす。

（権　限）

第 45 条　中央会議は、この会則に定める

もののほか、次の案件を審議し、議決する。

1)　総務会の決定事項の執行に関する事項

2)　総務会に付議すべき議案に関する事項

3)　組織およびその人事に関する事項

4)　 会務の執行に必要な機関の設置に関

する事項

5)　その他会長が必要と認める事項

2.　 中央会議は、その権限に属する事項につ

き、必要な規程を定めることができる。

（中央会議議長および中央会議副議長）

第 46 条　中央会議に、中央会議議長を

置く。

2.　中央会議に、中央会議副議長を置く

ことができる。

3.　会長は、中央会議議長となる。

4.　中央会議副議長は、理事長または中央

会議員の中から会長がこれを任命する。

5.　中央会議議長および中央会議副議長

については、第 37 条第 2 項、第 3 項お

よび第 5 項を準用する。

（招　集）

第 47 条　中央会議は、必要に応じ、会

長がこれを招集する。

（定足数・表決）

第 48 条　中央会議は、中央会議構成員

総数の 3 分の 2 以上の出席がなければ、

議事を開き、議決することができない。

2.　中央会議の議事は、出席中央会議構

成員の過半数でこれを決する。

（常任中央会議）

第 49 条　中央会議には、会務の迅速か

つ円滑な運営をはかるため、常任中央会

議を置く。

2.　常任中央会議は、会長、理事長およ

び会長が中央会議員の中から任命する常

任中央会議員若干名をもって構成する。

3.　常任中央会議は、中央会議から次の

中央会議までの期間、中央会議の職務を

行なう。この場合、次の中央会議に報告

し、その承認を得なければならない。

（社会協議会）

第 50 条　この会に、社会問題について

の見解ならびに国・地方自治体の選挙に

関する対応を協議・決定する機関として、

中央、方面、県の各本部にそれぞれ社会

協議会を置く。

2.　各社会協議会は、議長、副議長およ

び委員をもって構成する。

3.　中央社会協議会の構成員は中央会議

が選任し、方面および県社会協議会の構

成員は各運営会議が選任して中央会議の

承認を受けるものとする。

4.　各社会協議会の構成員の任期は、そ

れぞれ 2 年とし、任期途中で就任した構

成員の任期は、現任の構成員の残任期間

とする。

（平和推進協議会）

第 51 条　この会に、平和運動の推進に

関する事項および平和・国際問題につい

ての見解を協議・決定する機関として、

平和推進協議会を置く。

2.　平和推進協議会は、議長、副議長お

よび委員をもって構成する。

3.　平和推進協議会の構成員は中央会議

が選任するものとする。

4.　平和推進協議会の構成員の任期は 2

年とし、任期途中で就任した構成員の任

期は、現任の構成員の残任期間とする。

第 8 章　師範会議

（地　位）

第 52 条　この会に、教義および化儀を

研究し、教学の振興をはかるため、師範

会議を置く。

（構　成）

第 53 条　師範会議は、師範の中から会長

が任命した師範会議員をもって構成する。

2.　師範会議員は、20 名以内とする。

3.　師範会議員の任期は、師範としての

任期による。

（師範会議議長および師範会議副議長）

第 54 条　師範会議に、師範会議議長お

よび師範会議副議長を置く。

2.　師範会議議長および師範会議副議長

は、師範会議員の中から会長がこれを任

命する。

3.　師範会議議長および師範会議副議長

については、第 37 条第 2 項、第 3 項お

よび第 5 項を準用する。

第 9 章　師範および準師範

（師範および準師範）

第 55 条　師範および準師範は、教学力、

識見ともに優れた会員の中から会長がこ

れを任命する。

2.　師範および準師範は、教学を指導し、

儀式を執行する。

3.　師範および準師範の任期は、3 年と

する。

4.　任期途中で任命された師範および準

師範の任期は、現任の師範および準師範

の残任期間とする。

第 10 章　組織

第 1 節　基本組織

（基本組織）

第 56 条　この会の基本組織を、中央本

部─方面本部─都道府県（この会則では

県という。）本部とする。

（地域組織）

第 57 条　県本部の下に、県運営会議の

議決に基づき、中央会議の承認を得て、

会員数、地域性などの実情を考慮し、必

要な地域組織（原則として分県─圏─本

部─支部─地区─ブロックを基本型とす

る。）を設置することができる。

（各部組織）

第 58 条　この会に、各部組織として、

壮年部、女性部および青年部（男子部、

学生部および未来部よりなる。）ならびに

教学部、文化本部、社会本部、地域本部、

教育本部および国際本部を置く。

2.　各部の部長は、中央会議の議決に基

づき、会長がこれを任命する。

第 2 節　中央本部

（中央本部役員）

第 59 条　次の者を中央本部役員とする。

1)　会長

2)　理事長

3)　主任副会長

4)　副会長

5)　 最高指導会議議長、同副議長および

最高指導会議員

6)　総務会議長および同副議長

7)　参議会議長、同副議長および参議

8)　 中央会議議長、同副議長および中央

会議員

9)　 中央社会協議会議長、同副議長およ

び同委員

10)　 平和推進協議会議長、同副議長およ

び同委員

11)　 師範会議議長、同副議長および師範

会議員

12)　監正審査員長および同審査員

13)　中央審査員長および同審査員

第 3 節　方面本部

（方面本部役員）

第 60 条　方面本部に、次の方面本部役

員を置く。

1)　方面長

2)　方面運営会議員

3)　 方面社会協議会議長、同副議長およ

び同委員

4)　方面参事

（方面長）

第 61 条　方面長は、方面本部に関する

会務を掌理する。

2.　方面長は、中央会議の議決に基づき、

会長がこれを任命する。

（方面運営会議）

第 62 条　方面本部に、その重要な会務

に関する事項を審議し議決する機関とし

て、方面運営会議を置く。

2.　方面運営会議は、方面長、各県長お

よび方面運営会議員をもって構成する。

3.　方面運営会議員は、方面長が中央会

議の承認を得てこれを任命する。

（方面参事）

第 63 条　方面本部に、方面参事を置く。

2.　方面参事は、方面長の諮問に応ずる。

3.　方面参事は、方面長が推薦し、会長

がこれを任命する。

4.　方面参事の任期は、3 年とする。

第 4 節　県本部

（県本部役員）

第 64 条　県本部に、次の県本部役員を

置く。

1)　県長

3.　最高指導会議員の任期は、会長の在

任中とする。

（権　限）

第30条　会長は、教義および化儀の裁定、

重要な運営方針の決定、その他この会

の重要な事項を決定するにあたっては、

最高指導会議の意見を聞かなければな

らない。

2.　最高指導会議は、必要と認めた事項

について、会長に意見を述べることがで

きる。

（最高指導会議議長および最高指導会議

副議長）

第 31 条　最高指導会議に、最高指導会議

議長および最高指導会議副議長を置く。

2.　最高指導会議議長および最高指導会

議副議長は、会長が最高指導会議員の中

からこれを任命する。

3.　最高指導会議議長および最高指導会

議副議長の任期は、最高指導会議員とし

ての任期による。

（定足数・表決）

第 32 条　最高指導会議は、最高指導会

議員総数の過半数の出席がなければ、議

事を開き、議決することができない。

2.　最高指導会議の議事は、出席最高指

導会議員の 3 分の 2 以上の多数をもって

決する。

第 5 章　総務会

（地　位）

第 33 条　この会に、重要な会務の決定機

関として、総務会を置く。

（構　成）

第34条　総務会は、総務をもって構成する。

（権　限）

第 35 条　総務会は、この会則に定めるも

ののほか、次の案件を審議し、議決する。

1)　この会の年間活動方針

2)　 宗教法人「創価学会」の代表役員以外

の責任役員および監事の任免（責任

役員は総務または参議の中より選任

する。）

3)　その他会長が必要と認める事項

（会長選出委員会）

第 36 条　この会は、総務会に、次の者か

らなる会長選出委員会を置く。

1)　総務会議長

2)　総務会副議長R
U

L
E

S
 

&
 

R
E

G
U

L
A

T
I

O
N

S
創価学会会則



5 5 S O K A  G A K K A I  A N N U A L  R E P O R T  2 0 2 3 5 6S O K A  G A K K A I  A N N U A L  R E P O R T  2 0 2 3

創
価
学
会
会
憲

創
価
学
会
会
則

創
価
学
会
社
会
憲
章

池
田
先
生
の
足
跡

方
面
中
心
会
館
お
よ
び
墓
地
公
園

関
連
団
体
の
活
動

各
種
見
解

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

R
U

L
E

S
 

&
 

R
E

G
U

L
A

T
I

O
N

S

第 80 条　中央審査員長は、中央審査員

の互選によって定める。

（県審査会）

第 81 条　県本部に所属する会員の処分

および会員の地位の有無の審査を行なう

機関として、県審査会を置く。

2.　県審査会は、県運営会議が任命する

県審査員 3 名をもって構成する。

3.　県審査員の任期は、3 年とする。

第 15 章　補則

（会憲、会則および規則）

第 82 条　「創価学会会憲」は、この会の

根本規範であり、最高法規である。

2. この会則は、この会およびその運営に

関する基本的事項を定めるものであり、

この会の会務のうち法人の運営について

定める宗教法人法に基づく宗教法人「創

価学会」規則と相俟って、この会の基本

的な規範となるものである。

（任　期）

第 83 条　この会則において、任期の定

めのある役職にある者は、辞任または任

期満了後でも、その後任者が就任する時

まで、その職務を行なう。

2.　この会則において、任期の定めのあ

る役職にある者は、これを再任すること

ができる。

（解　任）

第 84 条　この会則に定められた中央本

部役員、方面本部役員、県本部役員、総務、

総務補、師範、準師範およびその他の各

種機関構成員がその職務を行なうにつき

不適当であると認められるときは、この

会則またはこの会の規程に別段の定めの

ない限り、その選任手続と同様の手続に

より、これを解任することができる。

（改　正）

第 85 条　この会則を改正するときは、

総務総数の 3 分の 2 以上の多数の議決を

経て、会長がこれを公布する。

（施行細則）

第 86 条　総務会は、この会則を施行する

について必要な規程を定めることができる。

付　則

（施行期日）

第 1 条　この改正した会則は、令和 3 年

11 月 18 日から施行する。

第 12 章　会員

（入　会）

第 73 条　会員は、所定の入会手続を経、

会員名簿に登録して、この会の会員となる。

（活動の基本）

第 74 条　会員は、活動の基本として、こ

の会の教義を遵守し、「三代会長」の指導・

精神に則り、この会の指導に従い、この

会の目的達成のため信行学を実践する。

（地位の喪失）

第75条　会員は、退会または除名により、

その地位を喪失する。

第 13 章　総務および総務補

（総務および総務補）

第76条　総務および総務補は、信仰経験、

人格、識見、指導力、教学力ともに優れ

た会員の中から、参議会の諮問を経て、

総務会の議決により選出し、これに基づ

き会長が任命する。

2.　総務および総務補は、行事を執行し、

会員を指導する。

3.　総務および総務補の任期は、3 年と

する。

4.　任期途中で就任した総務または総務

補の任期は、現任の総務または総務補の

残任期間とする。

第 14 章　賞罰

（褒　賞）

第 77 条　この会は、この会の発展に尽

くし、他の会員の模範となる活動を行な

った者を褒賞する。

（懲　戒）

第 78 条　この会は、会員としてふさわ

しくない言動をした会員に対し、その情

状に応じ、戒告、活動停止または除名の

処分を行なうことができる。

（中央審査会）

第 79 条　この会に、中央本部役員、方

面本部役員、県本部役員、総務、総務補、

師範および準師範たる会員の処分を行な

う機関として中央審査会を置く。

2.　中央審査会は、総務会の議決に基づ

き会長が任命する中央審査員 3 名をもっ

て構成する。

3.　中央審査員の任期は、3 年とする。

（中央審査員長）

創価学会会則

2)　県運営会議員

3)　 県社会協議会議長、同副議長および

同委員

4)　県審査員

（県　長）

第 65 条　県長は、県本部に関する会務

を掌理する。

2.　県長は、中央会議の議決に基づき、

会長がこれを任命する。

（県運営会議）

第 66 条　県本部に、その重要な会務に

関する事項を審議し議決する機関とし

て、県運営会議を置く。

2.　県運営会議は、県長および県運営会

議員をもって構成する。

3.　県運営会議員は、県長が中央会議の

承認を得てこれを任命する。

第 5 節　地域組織

（地域組織役員）

第 67 条　地域組織に、その組織の長た

る役員を置く。長たる役員は、その組織

に関する会務を掌理する。

2.　地域組織には、必要に応じ、前項の

役員以外の役員を置くことができる。

（協議機関）

第 68 条　地域組織には、必要に応じ、

その組織の運営に関する事項を協議する

機関を置くことができる。

第 11 章　監正審査会

（地　位）

第 69 条　この会に、中央審査会および

県審査会のなした処分に対する不服申立

ての審査機関として、監正審査会を置く。

（構　成）

第 70 条　監正審査会は、監正審査員 5

名をもって構成する。

（監正審査員）

第 71 条　監正審査員は、経験、人格、

識見ともに優れた会員の中から、総務会

の議決に基づき、会長がこれを任命する。

2.　監正審査員の任期は、4 年とする。

3.　監正審査員は、中央審査員または県

審査員を兼ねることができない。

（監正審査員長）

第 72 条　監正審査員長は、監正審査員

の互選によって定める。

創価学会社会憲章
C H A R T E R
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　我ら、全世界の創価学会の各組織

及び会員は、仏法の生命尊厳観を基

調に平和・文化・教育に貢献するとの

目的と使命を共有する。

　今日、人類はいくつもの複合的な

危機に直面している。人類が生存

し発展しゆくためには、我々人間は

あらゆる生命と密接な関係にあると

の自覚のもとで結束し、協力すべき

である。それには全ての人の貢献が

必要であり、また誰一人置き去りに

されてはならない。

　日蓮仏法は、我々一人一人が智

慧、勇気、慈悲という無限の可能性

を、日々の生活の中に発現しゆく方

途を示している。ゆえに我々が目指

すべきは、未来の世代のために、人

類が直面する難題に果敢に挑戦

し、より公正で持続可能な世界を構

築しゆく人材の育成である。

　我ら、創価学会は、「世界市民の

理念」「積極的寛容の精神」「人間

の尊厳の尊重」を高く掲げる。そし

て、非暴力と“平和の文化”に立脚

し、人類が直面する脅威に挑みゆく

ことを決意して、ここに以下の「目的

及び行動規範」を確認し、本憲章を

制定する。

目的及び行動規範

1. 創価学会は、仏法の生命尊厳観を基調に、平和・文化・教育に貢献する。

2.  創価学会は、草の根の対話と交流を通して日蓮仏法への理解を促進し、

一人一人の幸福の実現に貢献する。

3. 創価学会は、思想、良心、信教の自由を尊重し、これを促進する。

4.  創価学会は、仏法の寛容の精神に基づき、他の宗教的伝統や哲学を尊

重して、人類が直面する根本的な課題の解決について対話し、協力して

いく。

5.  創価学会は、各地の文化・風習、各組織の主体性を尊重する。各組織は

それぞれの国、または地域の法令を遵守して活動を推進し、良き市民と

して社会に貢献する。

6.  創価学会は、平和を求め、核兵器なき世界の実現に尽力する。また、公

正で持続可能な開発に貢献する。

7.  創価学会は、人権を擁護し促進する。誰一人差別せず、あらゆる形態の

差別に対し反対する。また、ジェンダー平等の実現と女性のエンパワー

メントの推進に貢献する。

8.  創価学会は、文化の多様性を尊重し、文化間交流に貢献し、世界の人々

の相互理解と協調を促進する。

9.  創価学会は、持続可能な世界を未来世代に残すために、気候危機に対

処するとともに、地球上の生態系の保護に努める。

10.  創価学会は、教育・学習・学問の向上を促進するとともに、あらゆる人々

が人格を陶冶し、貢献的で幸福な人生を享受することを目指す。

（2021年11月18日施行）
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主 な 対 談 集

池田先生の足跡
M I L E S T O N E S
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第38回本部総会

初の国連軍縮特別総会

第2回国連軍縮特別総会

第8回「SGIの日」記念提言

第9回「SGIの日」記念提言

SGI発足10周年記念提言

第11回「SGIの日」記念提言

第12回「SGIの日」記念提言

第13回「SGIの日」記念提言

第3回国連軍縮特別総会に提言

第14回「SGIの日」記念提言

第15回「SGIの日」記念提言

第16回「SGIの日」記念提言

第17回「SGIの日」記念提言

第18回「SGIの日」記念提言

第19回「SGIの日」記念提言

第20回「SGIの日」記念提言

第21回「SGIの日」記念提言

第22回「SGIの日」記念提言

第23回「SGIの日」記念提言

第24回「SGIの日」記念提言

第25回「SGIの日」記念提言

第26回「SGIの日」記念提言

1975年11月

1978年  5月

1982年  6月

1983年  1月

1984年  1月

1985年  1月

1986年  1月

1987年  1月

1988年  1月

1988年  6月

1989年  1月

1990年  1月

1991年  1月

1992年  1月

1993年  1月

1994年  1月

1995年  1月

1996年  1月

1997年  1月

1998年  1月

1999年  1月

2000年  1月

2001年  1月

第27回「SGIの日」記念提言

第28回「SGIの日」記念提言

第29回「SGIの日」記念提言

第30回「SGIの日」記念提言

第31回「SGIの日」記念提言

国連提言

第32回「SGIの日」記念提言

第33回「SGIの日」記念提言

第34回「SGIの日」記念提言

戸田第2代会長 生誕110周年 
記念提言

第35回「SGIの日」記念提言

第36回「SGIの日」記念提言

第37回「SGIの日」記念提言

第38回「SGIの日」記念提言

第39回「SGIの日」記念提言

第40回「SGIの日」記念提言

第41回「SGIの日」記念提言

第42回「SGIの日」記念提言

第43回「SGIの日」記念提言

第44回「SGIの日」記念提言

第45回「SGIの日」記念提言

第46回「SGIの日」記念提言

第47回「SGIの日」記念提言

2002年  1月

2003年  1月

2004年  1月

2005年  1月

2006年  1月

2006年 9月

2007年  1月

2008年  1月

2009年  1月

2009年  9月

2010年  1月

2011年  1月

2012年  1月

2013年  1月

2014年  1月

2015年  1月

2016年  1月

2017年  1月

2018年  1月

2019年  1月

2020年  1月

2021年  1月

2022年  1月

「核兵器の製造､実験､貯蔵､使用の
禁止など3項目を提言」

「全世界首脳会議」開催など
10項目を提唱

「軍縮及び核兵器廃絶への提言」

「平和と軍縮への新たな提言」

「『世界不戦』への広大なる流れを」

「世界へ世紀へ平和の波を」

「恒久平和へ対話の大道を」

「『民衆の世紀』へ平和の光彩」

「平和の鼓動  文化の虹」

「全面軍縮へ世界的潮流を」

「新たなるグローバリズムの曙」

「希望の世紀へ『民主』の凱歌」

「大いなる人間世紀の夜明け」

「希望と共生のルネサンスを」

「新世紀へヒューマニティーの旗」

「人類史の朝  世界精神の大光」

「不戦の世紀へ人間共和の潮流」

「『第三の千年』へ世界市民の挑戦」

「『地球文明』への新たなる地平」

「万年の遠征̶カオスからコスモスへ」

「平和の凱歌̶コスモロジーの再興」

「平和の文化  対話の大輪」

「生命の世紀へ  大いなる潮流」

「人間主義̶地球文明の夜明け」

「時代精神の波  世界精神の光」

「内なる精神革命の万波を」

「世紀の空へ  人間主義の旗」

「新民衆の時代へ  平和の大道」

「世界が期待する国連たれ̶
地球平和の基軸･国連の大使命に活力を」

「生命の変革  地球平和への道標」

「平和の天地  人間の凱歌」

「人道的競争へ  新たな潮流」

「核兵器廃絶へ  民衆の大連帯を」

「新たなる価値創造の時代へ」

「轟け！ 創造的生命の凱歌」

「生命尊厳の絆輝く世紀を」

「2030年へ  平和と共生の大潮流」

「地球革命へ価値創造の万波を」

「人道の世紀へ  誓いの連帯」

「万人の尊厳  平和への大道」

「希望の暁鐘  青年の大連帯」

「人権の世紀へ  民衆の大河」

「平和と軍縮の新しき世紀を」

「人類共生の時代へ  建設の鼓動」

「危機の時代に価値創造の光を」

「人類史の転換へ  平和と尊厳の大光」

提言日
主 な 平 和 提 言

題記 提言日 題記

No. 発行年 対談者名 著作名 出版社名
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75

1972年
1975年
1975年
1976年
1977年
1981年
1984年
1985年
1987年
1987年
1988年
1989年
1990年
1990年
1991年
1991年
1992年
1994年
1995年
1995年
1996年
1997年
1998年
1998年
1999年
2000年
2000年
2001年
2001年
2002年
2002年
2002年
2002年
2003年
2004年
2004年
2005年
2005年
2005年
2006年
2006年
2006年
2006年
2007年
2007年
2007年
2007年
2008年
2009年
2009年
2009年
2009年
2009年
2010年
2010年
2010年
2011年
2011年
2011年
2011年
2012年
2012年
2013年
2013年
2013年
2013年
2014年
2014年
2014年
2015年
2015年
2015年
2016年
2016年
2017年

リヒャルト・クーデンホーフ＝カレルギー
アーノルド・Ｊ・トインビー
松下幸之助
アンドレ・マルロー
井上靖
ルネ・ユイグ
アウレリオ・ペッチェイ
ブライアン・ウィルソン
アナトーリ・Ａ・ログノフ
ヘンリー・Ａ・キッシンジャー
カラン・シン
ヨーゼフ・デルボラフ
ライナス・ポーリング
常書鴻
ノーマン・カズンズ
チンギス・アイトマートフ
チャンドラ・ウィックラマシンゲ
アナトーリ・Ａ・ログノフ
アウストレジェジロ・デ・アタイデ
ヨハン・ガルトゥング
ミハイル・Ｓ・ゴルバチョフ
パトリシオ・エイルウィン・アソカル
金庸
アリベルト・アナトーリエヴィッチ・リハーノフ
アクシニア・ドブレヴァ・ジュロヴァ
ルネ・シマー /ギー・ブルジョ
マジッド・テヘラニアン
デイビッド・クリーガー
シンティオ・ヴィティエール
ヴィクトル・Ａ・サドーヴニチィ
季羨林 /蒋忠新
ロケッシュ・チャンドラ
趙文富
ヘイゼル・ヘンダーソン
ヴィクトル・Ａ・サドーヴニチィ
アレクサンドル・セレブロフ
趙文富
ベッド・Ｐ・ナンダ
リカルド・ディエス＝ホフライトネル
エリース・ボールディング
モンコンブ・Ｓ・スワミナサン
ジョセフ・ロートブラット
ロナルド・ボスコ /ジョエル・マイアソン
ドゥ・ウェイミン
フェリックス・ウンガー
ヌール・ヤーマン
ドジョーギーン・ツェデブ
ハービー・コックス
ニーラカンタ・ラダクリシュナン
饒宗頤 /孫立川
ロナウド・モウラン
アドルフォ・ペレス=エスキベル
ハンス・ヘニングセン
張鏡湖
アブドゥルラフマン・ワヒド
章開沅
ルー・マリノフ
ミハイル・ズグロフスキー
シャルル・ナポレオン
アンワルル・K・チョウドリ
高占祥
顧明遠
ビンセント・ハーディング
ウェイン・ショーター/ハービー・ハンコック
ヴィクトル・Ａ・サドーヴニチィ
サーラ・ワイダー
ジム・ガリソン/ラリー・ヒックマン
スチュアート・リース
エルンスト・フォン・ヴァイツゼッカー
ユッタ・ウンカルト＝サイフェルト
ホセ・V・アブエバ
劉遵義
バラティ・ムカジー
ケビン・クレメンツ
王蒙

サンケイ新聞社
文藝春秋
潮出版社
潮出版社
潮出版社
講談社
読売新聞社
講談社
毎日新聞社
潮出版社
東洋哲学研究所
河出書房新社
読売新聞社
徳間書店
毎日新聞社
読売新聞社
毎日新聞社
潮出版社
潮出版社
毎日新聞社
潮出版社
河出書房新社
潮出版社
第三文明社
東洋哲学研究所
潮出版社
潮出版社
河出書房新社
潮出版社
潮出版社
東洋哲学研究所
第三文明社
徳間書店
主婦の友社
潮出版社
潮出版社
徳間書店
東洋哲学研究所
第三文明社
潮出版社
潮出版社
潮出版社
毎日新聞社
第三文明社
東洋哲学研究所
河出書房新社
潮出版社
潮出版社
第三文明社
潮出版社
第三文明社
東洋哲学研究所
潮出版社
第三文明社
潮出版社
第三文明社
潮出版社
第三文明社
第三文明社
潮出版社
潮出版社
東洋哲学研究所
第三文明社
毎日新聞社
潮出版社
潮出版社
第三文明社
第三文明社
潮出版社
聖教新聞社
第三文明社
第三文明社
第三文明社
潮出版社
潮出版社

文明・西と東
二十一世紀への対話
人生問答
人間革命と人間の条件
四季の雁書
闇は暁を求めて
二十一世紀への警鐘
社会と宗教
第三の虹の橋
「平和」と「人生」と「哲学」を語る
内なる世界
二十一世紀への人間と哲学
「生命の世紀」への探求
敦煌の光彩
世界市民の対話
大いなる魂の詩
「宇宙」と「人間」のロマンを語る
科学と宗教
二十一世紀の人権を語る
平和への選択
二十世紀の精神の教訓
太平洋の旭日
旭日の世紀を求めて
子どもの世界
美しき獅子の魂
健康と人生
二十一世紀への選択
希望の選択
カリブの太陽  正義の詩
新しき人類を  新しき世界を
東洋の智慧を語る
東洋の哲学を語る
希望の世紀へ  宝の架け橋
地球対談  輝く女性の世紀へ
学は光
宇宙と地球と人間
人間と文化の虹の架け橋
インドの精神
見つめあう西と東
「平和の文化」の輝く世紀へ！
「緑の革命」と「心の革命」
地球平和への探求
美しき生命  地球と生きる
対話の文明
人間主義の旗を
今日の世界  明日の文明
友情の大草原
二十一世紀の平和と宗教を語る
人道の世紀へ
文化と芸術の旅路
天文学と仏法を語る
人権の世紀へのメッセージ
明日をつくる“教育の聖業 ”
教育と文化の王道
平和の哲学  寛容の智慧
人間勝利の春秋
哲学ルネサンスの対話
平和の朝へ  教育の大光
２１世紀のナポレオン
新しき地球社会の創造へ
地球を結ぶ文化力
平和の架け橋
希望の教育  平和の行進
ジャズと仏法、そして人生を語る
明日の世界  教育の使命
母への讃歌
人間教育への新しき潮流
平和の哲学と詩心を語る
地球革命への挑戦
生命の光  母の歌
マリンロードの曙
新たなグローバル社会の指標
新たな地球文明の詩を
平和の世紀へ  民衆の挑戦
未来に贈る人生哲学
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海 外 学 術 講 演

池田先生の足跡

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

1974年  4月  1日

1975年  5月27日

1980年  4月22日

1981年  3月  5日

1981年  5月21日

1983年  6月  7日

1984年  6月  5日

1984年  6月  9日

1989年  6月14日

1990年  3月  1日

1990年  5月28日

1991年  1月30日

1991年  4月21日

1991年  9月26日

1992年  1月30日

1992年  2月11日

1992年  6月24日

1992年10月14日

1993年  1月29日

1993年  2月12日

1993年  9月24日

1994年  1月31日

1994年  5月17日

1994年  6月  1日

1995年  1月26日

1995年  6月26日

1995年  11月2日

1996年  6月  4日

1996年  6月13日

1996年  6月25日

1997年10月21日

2007年  3月23日

カリフォルニア大学ロサンゼルス校（アメリカ）

モスクワ大学（ソ連）

北京大学（中国）

グアダラハラ大学（メキシコ）

ソフィア大学（ブルガリア）

ブカレスト大学（ルーマニア )

北京大学（中国）

復旦大学（中国）

フランス学士院（フランス）

ブエノスアイレス大学（アルゼンチン）

北京大学（中国）

マカオ・東亜大学（マカオ）

フィリピン大学（フィリピン）

ハーバード大学（アメリカ）

香港中文大学（香港）

ガンジー記念館（インド）

アンカラ大学（トルコ）

中国社会科学院（中国）

クレアモント・マッケナ大学（アメリカ）

ブラジル文学アカデミー（ブラジル）

ハーバード大学（アメリカ）

深圳大学（中国）

モスクワ大学（ロシア）

ボローニャ大学（イタリア）

ハワイ・東西センター（アメリカ）

アテネオ文化・学術協会（スペイン）

トリブバン大学（ネパール）

サイモン・ウィーゼンタール・センター（アメリカ）

コロンビア大学（アメリカ）

ハバナ大学（キューバ）

ラジブ・ガンジー現代問題研究所（インド）

パレルモ大学（イタリア）

21世紀への提言
東西文化交流の新しい道
新たな民衆像を求めて
メキシコの詩心に思うこと
東西融合の緑野を求めて
文明の十字路に立って
平和への王道̶私の一考察
人間こそ歴史創出の主役
東西における芸術と精神性
「融合の地」に響く地球主義の鼓動
教育の道  文化の橋̶私の一考察
新しき人類意識を求めて
平和とビジネス
ソフト・パワーの時代と哲学̶新たな日米関係を開くために
中国的人間主義の伝統
不戦世界を目指して̶ ガンジー主義と現代
文明の揺籃から新しきシルクロードを
21世紀と東アジア文明
新しき統合原理を求めて
人間文明の希望の朝（あした）を
21世紀文明と大乗仏教
「人間主義」の限りなき地平
人間̶大いなるコスモス
レオナルドの眼と人類の議会̶国連の未来についての考察
平和と人間のための安全保障
21世紀文明の夜明けを フ̶ァウストの苦悩を超えて
人間主義の最高峰を仰ぎて̶ 現代に生きる釈尊
牧口常三郎̶人道と正義の生涯
「地球市民」教育への一考察
新世紀へ  大いなる精神の架橋を
「ニュー・ヒューマニズム」の世紀へ
文明の十字路から人間文化の興隆を

No. 年月日 場所 題記

M
I

L
E

S
T

O
N

E
S

方面中心会館
および
墓地公園
R E G I O N A L  

C E N T E R S  &  

M E M O R I A L  

C E M E T E R Y  

P A R K S

R
E

G
I

O
N

A
L

 
C

E
N

T
E

R
S

 
&

 
M

E
M

O
R

I
A

L
 

C
E

M
E

T
E

R
Y

 
P

A
R

K
S

方面中心会館

北海道

北海道文化会館

東　北

東北文化会館

東海道 （神奈川県、静岡県）

神奈川文化会館

中　部 （愛知県、岐阜県、三重県）

中部池田記念会館

信　越 （新潟県、長野県）

新潟池田文化会館

北　陸 （石川県、富山県）

石川文化会館

関　西 （福井県を含む）

関西池田記念会館

中　国

広島池田平和記念会館

四　国

四国池田文化会館

九　州 （沖縄県を除く）

九州文化会館

沖　縄

沖縄国際平和会館

〒004-8567

札幌市厚別区上野幌 1条 1-1-1

TEL 011-801-2440

〒983-0036

宮城県仙台市宮城野区苦竹 3-2-1

TEL 022-783-9401

〒231-0023

神奈川県横浜市中区山下町 7-1

TEL 045-640-4500

〒451-0033

愛知県名古屋市西区堀端町 4-11

TEL 052-521-7311

〒950-0932

新潟県新潟市中央区長潟 2-26-1

TEL 025-257-1400

〒921-8154

石川県金沢市高尾南 1-100

TEL 076-296-8601

〒543-0028

大阪府大阪市天王寺区小橋町 10-17

TEL 06-6766-3045

〒732-8508

広島県広島市東区光町 1-15-39

TEL 082-506-4111

〒761-8058

香川県高松市勅使町 76-1

TEL 087-869-9111

〒812-0064

福岡県福岡市東区松田 3-4-11

TEL 092-624-5200

〒900-0012

沖縄県那覇市泊 3-7-1

TEL 098-860-3333

国 家 勲 章

（日本語表記50音順）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

アルゼンチン共和国

イタリア共和国

エルサルバドル共和国

オーストリア共和国

キューバ共和国

コートジボワール共和国

コロンビア共和国

サンマリノ共和国

ジブチ共和国

タイ王国

大韓民国

チリ共和国

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

ドミニカ共和国

パナマ共和国

パラグアイ共和国

ブラジル連邦共和国

フランス共和国

ブルガリア共和国

ベネズエラ・ボリバル共和国

ペルー共和国

ボリビア多民族国

モンゴル国

ラオス人民民主共和国

ロシア連邦

No. 国名 No. 国名
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墓地公園 　全国の墓地公園・納骨堂では、毎日の

法要ならびに、13日の日蓮大聖人御入

滅の日をはじめ毎月の勤行法要が行わ

れる。また、春季・秋季彼岸勤行法要、お

盆期間の諸精霊追善勤行法要が営まれ

る。なお、全国には以下の施設がある。

長期収蔵型納骨堂 

◎東北十和田多宝納骨堂（青森県十和田市）
　TEL 0176-74-1411
◎はるな平和納骨堂（群馬県渋川市）
　TEL 0279-23-4111
◎富士桜多宝納骨堂（静岡県富士宮市）
　TEL 0544-54-1851
◎中部多宝納骨堂（三重県津市）
　TEL 059-262-5311
◎関西白浜平和納骨堂（和歌山県西牟婁郡）
　TEL 0739-42-5910
◎九州多宝納骨堂（福岡県糸島市）
　TEL 092-329-4866

永久納骨施設

◎戸田常楽納骨堂（北海道石狩市）
　TEL 0133-77-2321　
◎東北十和田常楽納骨堂（青森県十和田市）
　TEL 0176-74-1411
◎みちのく常楽納骨堂（岩手県奥州市）
　TEL 0197-28-3311　
◎東北常楽納骨堂（宮城県白石市）
　TEL 0224-24-8231　
◎ひたち常楽納骨堂（茨城県東茨城郡）
　TEL 0296-70-6010　
◎はるな常楽納骨堂（群馬県渋川市）
　TEL 0279-23-4111
◎富士桜常楽納骨堂（静岡県富士宮市）
　TEL 0544-54-1851　
◎中部常楽納骨堂（三重県津市）
　TEL 059-262-5311
◎北陸常楽納骨堂（石川県七尾市）
　TEL 0767-66-2922
◎関西常楽納骨堂（滋賀県米原市）
　TEL 0749-52-8667
◎びわこ常楽苑（滋賀県大津市）
　TEL 077-536-2811
◎関西白浜常楽納骨堂（和歌山県西牟婁郡）
　TEL 0739-42-5910
◎中国常楽納骨堂（広島県山県郡）
　TEL 0826-82-7111
◎山光常楽納骨堂（島根県松江市）
　TEL 0852-54-1000
◎四国常楽納骨堂（香川県木田郡）
　TEL 087-890-3500
◎九州常楽納骨堂（大分県日田市）
　TEL 0973-26-7111
◎福岡常楽納骨堂（福岡県糸島市）
　TEL 092-329-4866
◎沖縄常楽納骨堂（沖縄県国頭郡）
　TEL 0980-51-6800

〒061-3523

北海道石狩市厚田区望来 327

TEL 0133-77-2321

〒023-0171

岩手県奥州市江刺田原字根木町 311-1

 TEL 0197-28-3311

〒989-0733

宮城県白石市福岡八宮字不忘山 367-11 

TEL 0224-24-8231

〒311-4402　

茨城県東茨城郡城里町大字小勝 1951-1

TEL 0296-70-6010

〒 377-0025

群馬県渋川市川島 2403-1

TEL 0279-23-4111

〒945-1243

新潟県柏崎市久米 2765-60

TEL 0257-31-4031

〒515-3131

三重県津市白山町藤 1203-1

TEL 059-262-5311

〒669-3612

兵庫県丹波市氷上町長野 296-1

TEL 0795-82-7001

〒 520-2261

滋賀県大津市大石曽束町北出 1番地

TEL 077-536-2811

〒731-2105

広島県山県郡北広島町田原 106

TEL 0826-82-7111

〒690-2104

島根県松江市八雲町熊野 6286-44

TEL 0852-54-1000

〒761-0821

香川県木田郡三木町大字鹿庭乙 84

TEL 087-890-3500

〒879-4203

大分県日田市天瀬町湯山 1484-4

TEL 0973-26-7111

〒905-0222

沖縄県国頭郡本部町字並里 1542-2

TEL 0980-51-6800

戸田記念墓地公園

みちのく池田記念墓地公園

東北池田記念墓地公園

ひたち平和記念墓地公園

はるな池田記念墓地公園

牧口記念墓地公園

中部池田記念墓地公園

関西池田記念墓地公園

びわこ池田記念墓地公園

中国平和記念墓地公園

山光平和記念墓地公園

四国池田記念墓地公園

九州池田記念墓地公園

沖縄平和記念墓地公園

富士桜自然墓地公園
〒418-0103

静岡県富士宮市上井出 2736-25

 TEL 0544-54-1851

（1977 年開園）

（2002 年開園）

（1990 年開園）

（2000 年開園）

（1987 年開園）

（1980 年開園）

（1990 年開園）

（2016 年開園）

（1996 年開園）

（1996 年開園）

（2002 年開園）

（2005 年開園）

（1999 年開園）（2019 年開園）

（1990 年開園）
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創価大学

創立　1971年4月2日

理事長　田代康則

学長　鈴木将史

所在地　〒192-8577 東京都八王子市丹木町1-236

TEL  042-691-2215

ホームページ　www.soka.ac.jp

学生数　6163人

大学院生396人（研究科325人、法科46人、教職25人）

学部学科　8学部10学科： 経済学部経済学科・経営学部経営学科・
法学部法律学科・文学部人間学科・教育学部教育学科、児童教育
学科・理工学部情報システム工学科、共生創造理工学科・看護学部
看護学科・国際教養学部国際教養学科
大学院　6研究科： 経済学研究科・法学研究科・文学研究科・教育
学研究科・理工学研究科・国際平和学研究科
専門職大学院　2研究科：教職大学院教職研究科・法科大学院法
務研究科

＜ 建学の精神 ＞
人間教育の最高学府たれ

新しき大文化建設の揺籃（ようらん）たれ

人類の平和を守るフォートレス（要塞）たれ

創価女子短期大学

創立　1985年4月2日

理事長　田代康則

学長　水元昇

所在地　〒192-8577 東京都八王子市丹木町1-236

TEL  042-691-2201

ホームページ　www.soka.ac.jp/swc

学生数　197人
学科　国際ビジネス学科

＜ 建学の指針 ＞
知性と福徳ゆたかな女性

自己の信条をもち人間共和をめざす女性

社会性と国際性に富む女性

中央教育棟GLOBAL SQUARE

創価女子短期大学

8学部10学科の学生と共に50を超える国や地域からの

留学生が学ぶ。文部科学省「スーパーグローバル大学創

成支援」事業の採択以降も、積極的な国際交流に取り組

んでおり、海外67カ国・地域の255大学と学術交流協定を

結んでいる。世界の主要な大学のランキングを公表す

るイギリスの教育専門誌「タイムズ・ハイヤー・エデュケー

ション（THE）」が発表した「THE日本大学ランキング　日

本版2023」における「国際性」の分野で6位に入賞した。

陸上競技駅伝部は第99回箱根駅伝で総合8位、第35回

出雲駅伝で2位、第55回全日本駅伝で6位を獲得した。

iPadを全学で活用した学習環境を整備。2023年度

都民による事業提案制度で本学のゼミの学生が提案し

た「働く女性のウェルネス向上事業」が事業対象候補と

なり都予算案として4,900万円が盛り込まれた。

方面中心会館および墓地公園
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アメリカ創価大学

開学　2001年5月3日（オレンジ郡キャンパス）

学長　エドワード・フィーゼル

所在地　 1 University Drive, Aliso Viejo, CA 92656 USA

TEL  949-480-4000　FAX  949-480-4151

ホームページ　www.soka.edu（英文）

施設　約13万坪　本部棟、芸術センター（約1000席）、教

室棟（3棟）、科学棟、図書館（22万5000冊）、学生寮（10棟）、

学生センター、体育館・プール、グラウンド等

アメリカ合衆国カリフォルニア州アリソビエホ市に4年

制のリベラルアーツ（教養）カレッジとして開学。米国

西部地域学校大学協会（WASC）認定。2020年より生

命科学の専攻を加え、本格的な理系教育を開始。卒

業後に医学大学院（メディカルスクール）に直接進学で

きるプログラム（Pre-med Program）も同時にスタート

創価学園

創立　1967年11月

理事長　谷川佳樹

所在地　〒187-0024 東京都小平市たかの台2-1

TEL  042-345-0011

ホームページ　www.soka.ed.jp

アメリカ創価大学

創価学園  総合教育棟 （東京） 関西創価中学・高等学校
＜ 各校一覧 ＞
創価高等学校

創価中学校

関西創価高等学校

関西創価中学校

東京創価小学校 

関西創価小学校

札幌創価幼稚園  

開校 1968年4月　

開校 1968年4月　

開校 1973年4月　

開校 1973年4月　

開校 1978年4月　

開校 1982年4月　

開園 1976年4月　

東京都小平市

東京都小平市

大阪府交野市

大阪府交野市

東京都小平市・国分寺市

大阪府枚方市

北海道札幌市

した。これらにより、卒業生の進路がさらに広がった。

これまでの卒業生は1500人を超え、世界各地の教育・

研究機関、政府機関、非営利団体、企業など様々な分野

で活躍している。2023年には19期生が卒業。ハーバ

ード大学、ケンブリッジ大学、コロンビア大学などの大

学院に進学した。

創立以来、卒業生は4万人(幼稚園を含む)を超え、創価

大学をはじめ、国公私立大学、海外の大学・大学院 (アメ

リカ創価大学、ハーバード大学、エール大学、オックスフ

ォード大学など) にも多数進学。海外の大学や研究機

関から来客を迎えての交流や、核兵器廃絶の国際会議

に東西の高校生代表が参加するなど、世界に視野を広

げる教育を推進。授業では、児童生徒主体の学び合い

や探究学習を実践している。クラブ活動では、ダンス

部、ディベート部、囲碁部、箏曲部、合唱団や吹奏楽部な

ど、多くのクラブが全国大会に出場し活躍した。
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関連団体の活動

香港創価幼稚園
開学　1992年
理事長　呉楚煜
園長　馮婉惠
所在地　香港九龍九龍塘慕禮道4號　TEL  (+852) 2336-6090
ホームページ　https://soka.edu.hk/en（英語）
　　　               https://soka.edu.hk/zh（中国語）

シンガポール創価幼稚園
開学　1993年1月
理事長　鄭永吉
園長　タン・チンヒー
所在地　7 Tampines Street 92, Singapore 528888　TEL  +65 67844232 　
ホームページ　https://sokapreschool.org

マレーシア創価幼稚園
開学　1995年4月16日
理事長　クリストファー・ボイ・チョン・メン（梅松明）
校長　　レイ・ロイ・ホウ（黎来好）
所在地　Lot 216, Off Jalan TKC 2/1, Batu 9 1/2 Cheras,
   43200, Selangor, Malaysia
TEL  ＋603-9075 3391
ホームページ　https://tss.edu.my/

ブラジル創価学園
開学　2001年6月1日
理事長　マルシオ・ユタカ
所在地　Avenida Cursino, 362 Saúde ‒ SP CEP: 04132-000
TEL　 +55 (11) 5060-3300
ホームページ　http://www.escolasoka.org.br/

幸福幼稚園（韓国）
開学　2008年3月1日
理事長　金仁洙(キム・インス) Kim Insoo
園長　李多兼(イ・ダギョム) Lee Dagyeom
所在地　ソウル特別市 銅雀區 讓寧路23ギル25
　　　　25, Yangnyeong-ro 23-gil, Dongjak-gu, Seoul, Republic of Korea
TEL  +82-2-3280-1188~9
ホームページ　https://www.sokahappy.co.kr/

創価インターナショナルスクール・マレーシア（SISM）
開学　2023年8月24日
学園長（CEO）コック・フッ・オン・マイケル（郭福安）
校長　ウェンディ・イー・メイ・ティエン（余美婷）
所在地　Soka International School Malaysia (SISM) PT25369, 
　　　　Persiaran Sendayan-Mambau 70300 Bandar Sri Sendayan, 
            Negeri Sembilan Darul Khusus Malaysia.
TEL  +606 7818988　
ホームページ　www.sism.edu.my



6 5 S O K A  G A K K A I  A N N U A L  R E P O R T  2 0 2 3 6 6S O K A  G A K K A I  A N N U A L  R E P O R T  2 0 2 3

創
価
学
会
会
憲

創
価
学
会
会
則

創
価
学
会
社
会
憲
章

池
田
先
生
の
足
跡

方
面
中
心
会
館
お
よ
び
墓
地
公
園

関
連
団
体
の
活
動

各
種
見
解

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

A
F

F
I

L
I

A
T

E
S

関連団体の活動

公益財団法人

東京富士美術館

創立　1983年11月3日

理事長　忍田和彦　

館長　五木田聡

所在地　〒192-0016 東京都八王子市谷野町492-1

TEL  042-691-4511

ホームページ　www.fujibi.or.jp

開館時間　10:00 ～17:00（16:30入館受付終了）

休館日　月曜日（祝日の場合は開館。翌日火曜日が振替

休館）及び展示替期間（展覧会により異なる）

国内外の美術館や文化機関と協力し、世界各国からの
海外文化交流展の開催や美術品の保存・研究・教育普及
に貢献することを目的とした事業を行っている。また、
教育普及活動として美術館を学校教育で活用できるよ
うに地元・八王子市の小・中学校の児童・生徒を招いた
鑑賞授業を開催するなど、地域社会との連携にも取り
組んでいる。

竹内栖鳳《獅子》(右隻)
明治34-35年(1901-02)　紙本金地着色、屏風装

東京富士美術館   常設展示室 1

＜ 所蔵品総数 約3万点 ＞
・ 西洋絵画 :ルネサンスから20世紀までの500年の西洋絵画の

流れを一望できるコレクション。

・ 日本美術 : 桃山時代から近代に至るまで主要画派の屏風絵

や掛軸、歌麿、北斎、広重ら江戸時代の浮世絵版画の名作

や漆工、武具、刀剣など重要文化財を含む名品を所蔵。

・ 中国陶磁 : 新石器時代から清時代に至る4500年の中国陶磁

史が俯瞰できる。

・ 写真 :19世紀の写真の誕生から現代まで、ヨ─ロッパ、アメリ

カを中心とした作品群約2万点を所蔵。

＜2023年の主な展覧会 ＞

● 特別展　
　世界遺産 大シルクロード展

●常設展示
　西洋絵画 ルネサンスから20世紀まで
　【特別展示】タヴォラ・ドーリア

●館蔵品展
　とことん魅せます！ 富士美の写真コレクション
　写真で巡る世界遺産の旅
　ジュエリーコレクション
　乗り物写真展

●その他の展覧会
　シルクロードと日本

●企画協力展
　東京富士美術館所蔵 東西近代絵画名品展(石川・金沢市)

一般財団法人

民主音楽協会

創立　1963年10月18日

代表理事　山口浩二

事業所　民音文化センター

〒160-8588 東京都新宿区信濃町8番地

TEL  03-5362-3400

ホームページ　www.min-on.or.jp

賛助会員　100万人

方面センター　 全国８カ所（東京・札幌・仙台・名古屋・大阪・

広島・高松・福岡）

＜ 事業内容 ＞

● 演奏会・文化交流事業
　（国内外の音楽・舞台芸術の公演を主催） 
創立以来、全国各地で開催した公演は累計8万回を数え、鑑賞者数
はのべ1億2000万人を超える。これまで112カ国・地域と文化交流
を行っており、2023年は1月から12月にかけて、アルゼンチン「ラ・
フアン・ダリエンソ」、スウェーデン「スウェーデン・ハーモニー」、ウク
ライナ「ウクライナ国立民族舞踊団」、アメリカ「癒しのハワイアンミ
ュージック＆フラダンス」、タイ「FUTURE OF ASIA ～アジアの未来
～」、フィンランド「ラヤトン ジャパン・ツアー2023」、ボリビア「アナ
タ・ボリビア」、インド「ムンバイ☆スター」、イタリア「オカリナ七重奏
団G.O.B.」の9演目が行われた。

● 音楽普及・国際交流・コンクール・青少年音楽文化振興事業
（多角的な音楽文化事業で社会に貢献）

・   東京国際指揮者コンクール
世界で活躍できる指揮者発掘を目的とし、1967年より3年毎に開催
している。2014年に「国際音楽コンクール世界連盟」に加盟。2021
年には第19回を開催。書類・映像審査には過去最多となる49カ国・
地域、331名が応募。

・   海外派遣公演（1966年以降、22カ国・地域で開催）

・   留学生音楽祭（1989年以降、京都28回、大阪24回、横浜6回）

・   民音学校コンサート
1973年より開催し、2023年で50周年を迎えた。全国各地のべ約4700
校で開催し、140万人が鑑賞した。

・    親子のための手作り楽器の音楽体験学習・音楽会
2023年には、「MIN-ON  キッズフェスタ  夏の音楽大発見！」を東京で8
日間、高知で3日間、石川で3日間開催。

● 音楽博物館事業（民音音楽博物館の運営）
　※民音音楽博物館は2003年12月、東京都より登録博物館として認定

・展示事業

・   ライブラリー事業

・   文化講演会
     （レクチャーコンサート）

・   民音研究所

・   西日本館

常設展（古典ピアノ室・自動演奏楽器展示室・楽器展
示室等）並びに企画展の開催。

国内外の音楽図書・楽譜等を所蔵し館外貸出等
を実施。

韓国文化院（3月）、ウズベキスタン大使館（3月）、
クロアチア大使館（12月）、チリ大使館（12月）と
の共催で開催。また、高知、東京、石川にて、「ホ
ワイトハンドコーラス～音楽でつなぐ未来」（7、8
月）を開催。

シンポジウム「コロナ禍に直面した国際音楽コン
クールの現状と展望」、文化講演会「音楽がボク
らの学校だ。～輝きを取り戻した不登校児た
ち」、企画展示「平和構築の音楽」展を企画。
民音研究所ウェブサイトに平和構築における音
楽のためのHUB機能を公開。

常設の展示室及び企画展を開催。

ウクライナ国立民族舞踊団

学校コンサート（沖縄）
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関連団体の活動

牧口記念教育基金会

創立　1995年12月1日

理事長　岡部高弘

所在地　〒160-0017 東京都新宿区左門町15-3

TEL  03-5360-9876

牧口記念教育基金会は、教育者で創価教育学会（創価

学会の前身）の創立者である初代会長牧口常三郎先生

を顕彰するとともに、教育の振興を通して青少年の健

全な育成を図り、世界の平和と人類の幸福に寄与する

ために設立。具体的な事業として､ 奨学育英資金の給

付、国際的教育交流への支援、その他各種教育事業へ

の助成などを進めている。

池田国際対話センター

創立　1993年9月24日

代表　谷川佳樹

所長　ケビン・マー

所在地　396 Harvard Street, Cambridge, 

　　　　Massachusetts 02138-3924 USA

TEL  617-491-1090　FAX  617-491-1169

ホームページ　www.ikedacenter.org  （英文）

1993年9月、「ボストン21世紀センター」として設立され、

2009年7月に「池田国際対話センター」へ改称された。

池田第3代会長の仏教の人間主義哲学から生み出され

る学問と対話を通し、平和の文化の構築をミッションと

する。学者、平和構築者、学生と協力し、学術セミナー、

青年を中心とする対話と公開フォーラムを企画。設立

30周年を迎えた2023年には、池田先生の1993年ハーバ

ード大学での講義をテーマとし、著名学者２名による講

義、ハーバード大学を含む博士課程の学生達が参加し

た2部構成セミナーシリーズ、毎年恒例イベントである池

田フォーラムなど、記念行事を開催。さらに本年はセン

ターのウェブサイトをリニューアル。センターが編集・出

版した書籍は累計で世界の320大学・1010コース以上で

教材として使用されている。

池田国際対話センター

第19回「文明間の対話のための池田フォーラム」
　

戸田記念国際平和研究所

創立　1996年2月11日

所長　ケビン・クレメンツ

代表理事　田中亮平

所在地　〒160-0017 東京都新宿区左門町3-1

　　　　　　　　　 左門イレブンビル5階

TEL  03-3356-5481

ホームページ　www.toda.org（英文）

                       www.toda.org/jp

戸田記念国際平和研究所は、核兵器の廃絶を訴え、地球

民族主義を提唱した第2代会長戸田城聖先生の平和理念

を原点とし、第3代会長池田大作先生の国際的平和行動と

世界不戦の理念をもとに創設された。グローバルな「研

究協力ネットワーク」型の研究所という発想で、世界各地の

研究者を結び、平和研究のプロジェクトを進めてきた。国

際会議の開催に加え、近年では従来の学術書籍の出版だ

けでなく、ウェブサイト上でも研究成果の発信を行ってい

る。またYouTubeでは研究者の対談動画を公開している。

2023年は研究所所属の上級研究員、諮問委員による公開

セミナー（１月、東京）を皮切りに、「民主主義の危機と課

題」（6月、ボストン）、「気候変動と紛争」（9月、キャンベラ）、

「北東アジアの平和と安全保障」（11月、東京）のプロジェ

クト等でワークショップを行った。

公開セミナー

　　
公益財団法人

東洋哲学研究所

創立　1962年1月27日

代表理事　桐ケ谷章（所長兼任）

所在地　〒192-0003 東京都八王子市丹木町1-236

TEL  042-691-6591　FAX   042-691-6588

ホームページ　www.totetu.org（日英）

＜2023年の主な活動 ＞
●第37回学術大会（5月27、28日）
シンポジウムテーマ：21世紀の精神のシルクロード―
平和への道筋を考える
講師：中谷和弘氏（東京大学大学院教授）、峯陽一氏（同志社大
学教授）、玉井秀樹氏（東洋哲学研究所委嘱研究員）、岩木秀樹
氏（同研究所研究員）

●連続公開講演会　※シンポジウムと共通の統一テーマ
①11月18日（齋藤元紀氏、高千穂大学教授）
　テーマ：思考の危機と危機の思考――哲学の終わりなき挑戦
②11月25日（岡部芳彦氏、神戸学院大学教授）
　テーマ：日本とウクライナ―過去・現在・未来―
③ 12月2日（加藤泰史氏、椙山女学園大学教授）
テーマ：二つの戦後と「人間の尊厳」―社会統合の新たな　　
理念としての「尊厳」

④12月23日（内海友子氏、創価大学准教授）
　テーマ：誰一人取り残さない経済の創出に向けて―開発途　

第37回学術大会・シンポジウム

上国における女性のエンパワーメント

●「文明論」「社会と宗教」レクチャーはじめ各種研究会
　の実施
　
●八王子学園都市大学「いちょう塾」への講座提供

●出版物
①『梵文法華経写本（C4）校訂本―ネパール・ギルギット・
　中央アジア系写本異読対照』（非売品）
②『仏教東漸の道　インド・中央アジア篇』
③東哲叢書『現代語訳　法華玄義釈籤（下二）』
④『東洋学術研究』第62巻 第1号・第2号
⑤『THE JOURNAL OF ORIENTAL STUDIES』（Vol. 32）
⑥『東洋哲学研究所紀要』第38号（非売品）
⑦『IOP NEWSLETTER』NO.9（日英。非売品）
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各種見解
O P I N I O N S

の「政教分離」の原則は、「信教の自由」

を保障することが目的であり、そのた

めに国家権力が宗教に介入、関与する

ことを厳しく禁止している。しかし、そ

れは宗教団体が政治活動や選挙支援

をすることを禁じたものではない。

一、戦時中の宗教弾圧を経験した創価

学会は、この「信教の自由」を基本的人

権の中でもその根本の意義を有するも

のとして最大に尊重し、「政教分離」の

原則を順守してきた。私どもは、国か

ら特権を受けたり、国家権力等による

保護を求めるものではない。すなわ

ち、国家権力が宗教を支配してもなら

ないし、宗教が国家権力を支配しても

ならない、との考え方を堅持してきた。

今後もこの考え方は変わらない。

一、55年体制の終焉にともない、今日

の日本の政治状況は大きく変化し、あ

らゆる次元で改革が求められるにいた

り、公明党も発展的に「新･新党」に参

加し、これらの変化の時代に即応しよ

うとしている。

一、こうした大きな歴史の節目に当た

り、創価学会としては、これを機に、今

後の政治との関わりについて基本的態

度を明確にしておきたい。まず、これま

での公明党一党支持を見直し、今後の

選挙においては、候補者個々の政治姿

勢、政策、人格、見識等をより重視し、人

物本位で対応することを基本とした

い。また政党支持については、これま

でのように常に特定の政党を支持する

立場はとらず、フリーハンドで臨み、選

挙ごとに、その都度、態度を決めていく

こととする。

一、創価学会が、政治･社会に関わるの

は、「立正安国」の理念に基づくもので

あり、信仰が単に個人の内面の変革に

とどまらず、具体的行動を通じて社会

の繁栄に貢献していくのが、仏法本来

の在り方である。

一、今日の民主主義の時代にあって、真

　21世紀を目前に、冷戦構造の崩壊と

いう世界的な激動の時代にあって、日

本国内においては、55年体制が終焉

し、それにともない政治改革、政界再

編の流れが本格化してきた。こうした

状況に対応し、結党30年を迎えた公明

党も発展的に「新・新党」に参加すると

いう新たな段階を迎えている。この時

に当たり、今後の創価学会の政治に関

わる基本的な考え方について確認して

おきたい。

《政治についての基本的な考え方》

一、創価学会は、日蓮大聖人の仏法を

信仰の根本とし、その教えを広め、一人

一人の幸福を確立するとともに、仏法

を基調として、世界の恒久平和と社会

の繁栄を目指し、平和･文化･教育の運

動を推進してきた。そして今や、池田

SGI会長の世界的な平和行動によっ

て、創価学会･SGIの理念はグローバル

な広がりと普遍性をもつにいたってい

る。今後も、学会は「仏法を基調とし

た平和･文化･教育推進の団体」としての

立場を堅持し、「平和主義」「文化主

義｣「人間主義」を基本理念として変わ

らず前進していく。

一、これまで創価学会は、日本国内の

政治については、「生命の尊厳」「人間

性の尊重」「世界の恒久平和」という普

遍的な理念を、民衆の側に立ち、現実

社会のうえに実現するために、公明党

を誕生させ、献身的にその支援を行

い、庶民を基盤とした政治の潮流をつ

くりあげてきた。

一、公明党は、左右のイデオロギーの不

毛な対立の狭間で、置き去りにされてい

た庶民の声を代弁し、「平和｣・「人権｣・

「福祉」という新しい政治の流れを定着

させるために大きな役割を果たしてき

た。この間、創価学会は、支持団体とし

て公明党を継続的に支援してきた。

一、いうまでもなく、本来、日本国憲法

今後の政治に対する基本的見解
1994年11月10日の第35回総務会で決定
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致で、それは公明党が学会に支配され

ているから」との中傷も、何をもって支

配と言うのか。公明党と学会は、政党

と支持団体として、組織も機構も意思

決定の手続きも運営も、まったく別々

に行われている。公明党は、あくまで

公党として主体性をもって運営されて

いる。学会は、公明党の支持団体だ。

党に対して学会が支持団体として意

見を言うのは、労働団体や諸団体が支

持する政党に要望し、主張を述べるの

と同じだ。しかし、そうした意見をど

う政策に反映し具体化するかは、党が

主体的に判断するもので、公明党と学

会の関係は、一般の政党と支持団体

の関係と何ら変わらない。

　公明党が政権に参加すると、学会の

信仰を国民に押しつけるという批判が

あるが、学会は政治への関わりについ

て、①国家権力を使って布教しない

②国家から特別の保護や特権を求め

ない ③支持する政党や候補者が宗教

的中立であることを求める、の3点を

貫いてきた。当然、これからも同じだ。

公明党結成以来35年、多くの議員が

出たが、一度でも権力を使って布教し

たことがあるのか。

　公明党との関係について、「政教分

離の原則を改めて確認することが必

要」と発言した政治家もいるが、むし

ろ、彼ら自身が、改めて憲法をよく読み

認識を正す必要がある。基本的人権

で最も重要な「信教の自由」に関わる

問題だ。

　決着済みの問題を何度も蒸し返す

のは、明らかに政治的意図で、次の選

挙を狙い宗教団体票を自分に取り込

む策略にすぎない。そのために支離

滅裂で自己矛盾極まる言いがかりを平

気で振り回すのは、政治家としての見

識が問われる。こうした政治の貧困

さを正すためにも、今後も厳しく政治

を監視しなければならない。 

　公明党の連立政権参加をめぐり、

一部の政治家や反学会勢力から憲法

違反との誹謗・中傷があるが、まった

く的外れだ。憲法20条の「政教分離」

の解釈と言えば、さも高尚な議論に見

えるが、本音は票欲しさで、低次元の

話だ。

　政教分離とは、国民の「信教の自

由」を実質的に保障するため、「国家

権力は宗教に関わってはならない」と

いうことだ。宗教団体の政治活動、創

価学会が公明党を支援する活動を禁

止し制限するものではない。

　宗教団体が支持する政党が連立政

権に参加すること自体が、政教分離の

原則に反すると言っているが、これに

ついては、憲法制定当時から政府の解

釈は一貫している。憲法制定当時の

金森国務大臣の答弁も、また本年7月

の衆議院予算委員会でも内閣法制局

長官が「宗教団体が支援している政

党が政権に参加したということになり

ましても、そのことによって直ちに憲

法が定める政教分離の原則にもとる

事態が生ずるものではない」と明確に

答弁している。

　一般的に、政教分離と言うと、「政」

は政治、「教」は宗教で、政治と宗教は

関係してはいけないと理解する人が

多いが、大変な間違いで、誤解を生む

もとになっている。一部の学者・文化

人でも理解していない。憲法で言う政

教分離の「政」とは、国家を指す。法

制局の憲法解釈まで変える動きが一

部にあるのは、民主主義の破壊に通じ

危険なことだ。

　最近の政治的な動きには、反学会の

四月会と連携しているものもあるが、

政治権力が宗教団体と結託して特定

の宗教団体の封じ込めを図る動きこ

そ、「信教の自由」の侵害であり、彼ら

の言う政教一致、憲法違反だ。

　「学会と公明党の関係自体が政教一

政教一致批判に関する見解
1999年9月18・19日付「聖教新聞」（要旨）

の政治改革の主軸となるものは、主権

者たる国民がより賢明になり、政治に対

する鋭い批判力、見識をもつことであ

る。その土壌があってこそ、人間主義に

立脚した高い志をもつ優れた政治家が

生み出され、よりよい民主政治が実現

されていくのである。更に戸田第二代

会長が「心して政治を監視せよ」と述べ

られたとおり、権力の魔性、政治･政治

家の腐敗、堕落を厳しく監視していくこ

とが肝要である。その意味で、創価学

会としては、今後とも、政治との関わり

を放棄するのではなく、政治の浄化、社

会の発展のために積極的に政治に関わ

っていく。なかんずく、政治腐敗につい

ては、厳しく監視していくとともに、21

世紀へ向けて民衆の土壌から優れた政

治家の輩出に貢献していきたい。

《今後の選挙における対応について》

一、今後の選挙における支持の基準に

ついては、まず候補者個々の政治姿

勢、政策、人格、見識、これまでの実

績、及び学会の理念に対する理解など

を考慮して、人物本位で判断する。ま

た政党に対しては、「生命の尊厳｣等の

普遍的な理念を大前提として、「人権

と信教の自由｣「平和と国際貢献｣「文

化と福祉」「庶民感覚と清潔な政治」

等の視点を含め総合的に判断する。

一、具体的な支持決定については、選

挙のたびごとに、その都度、行う。その

決定については、中央会議またはこれ

が設置する中央、方面及び県本部の各

「社会協議会」において、慎重に検討の

うえ行う。

一、ただ学会員個人個人の政党支持

は、自由であることを再確認しておき

たい。

一、なお学会の幹部が、特定の政治家

や候補者などからの買収等の行為に関

わった場合、役職解任や会員除名など

を含む厳正な処分を行う。
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創価学会は、WEBサイトやSNSを通じて理念や歴史、世界に広がる様子や

平和・文化・教育活動などの最新情報を紹介しています。

また、WEBサイトのリニューアルや、コンテンツを充実させることで、

より多くの方に創価学会について知っていただく機会を増やしてきました。

ここでは、代表的なWEBサイトやSNSを紹介します。

創価学会公式サイト
www.sokagakkai.jp
創価学会の理念や歴史、世界に広がる様子や平和・文化・教育活動などの最新情報を紹介しています。

創価学会公式チャンネル 
（Instagram）
www.instagram.com/sokagakkai_official/

創価学会公式チャンネル
（YouTube）  
www.youtube.com/c/SOKAnet_ch

創価学会公式チャンネル
（Facebook） 
www.facebook.com/sokagakkai.official

soka youth media
www.sokayouth-media.jp
創価学会青年部が運営するメディアサイトです。「opinion」「answer」「buddhism」「movie」の
４つのカテゴリで、仏法の人間主義の視座を通した主張やコラム、動画などを発信しています。

soka youth media（公式）
twitter.com/YouthSoka

soka youth media 
（YouTube チャンネル）
https://www.youtube.com/@sokayouthmedia 

創価学会広報室 X
twitter.com/soka_koho
創価学会広報室の公式アカウントです。
当会の平和•文化•教育の活動に関する情報を
発信しています。
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日蓮大聖人の仏法を基調とした創価学会・SGI（創価学会インタナショナル）の多彩な運動を幅広く報じる
「聖教新聞」から、さまざまな情報を発信しています。 

www.seikyoonline.com

聖教新聞チャンネル（YouTube）
www.youtube.com/@seikyoshimbun

ラジオ SEIKYO LABO（Spotify）
open.spotify.com/show/1MtEoTCMV3fy9YSarrhb8y

聖教新聞 Instagram
https://www.instagram.com/seikyoshimbun_official/

聖教新聞アカウント（X）
twitter.com/seikyoofficial

デジタルコンテンツ

DAISAKU IKEDA（池田大作先生）サイト
www.daisakuikeda.org
池田大作先生のご功績や箴言、著作や写真、映像などを交えて海外向けに紹介しています。

英語、スペイン語、中国語（繁体字・簡体字）

創価学会グローバルサイト 
www.sokaglobal.org
世界宗教として飛翔する創価学会の基本情報、仏法の系譜、日々の実践、各国の社会活動やニュース等を
海外向けに紹介しています。

SGIピースサイト 
https://sgi-peace.org/
市民社会から平和の文化を広げる
国連NGOとしてのSGIの活動
を紹介しています。（英語のみ）

英語、スペイン語、中国語（繁体字・簡体字）※一部、日本語

●海外向け公式ＳＮＳ

X
twitter.com/sgi_info

YouTube    
www.youtube.com/user/SGIvideosOnline

Instagram
www.instagram.com/sgi.info

Facebook 
www.facebook.com/sgi.info
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